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「高たか丘おかくん、ちょっと」

　久く住ずみ馨かおるのよく通る声が、高丘希き一いちの名前を呼んだ。

（来た）

　ぐっと胃の腑ふがせり上がる感じに耐たえながら、希一は課長のデスクへと向かう。

　シャープな輪りん郭かくに涼すずしげな眉まゆと切れの長い目。細めの鼻び梁りようを備えた完かん璧ぺきな鼻。薄うすめで形よい唇くちびる。特別に神に愛されたらしい造形の持ち主が、課長席に座ったまま希一を見上げた。

「これは他社のランニングシューズの写真だな」

　久住が示したのはタブレット型端たん末まつの画面で、希一が提出した企き画かく書しよが映し出されている。

「はい。うちにはない商品ラインで、ヒット商品なのですが……」

　緊きん張ちようして、声が喉のどに絡からむ。

「何が売れているかぐらい、君に教えられずともこの部の人間なら誰だれでも知っている。私は君に、新しい価値を創出するシューズの新ラインを企画提案するように言ったはずだよ。これでは小学生の課題レベルだ」

　胃が、痛い。

　インフルエンザで四十度の熱を出そうとも食事だけは欠かさない主義の希一だが、ここのところめっきり食しよく欲よくが落ちている。原因は間ま違ちがいなく、希一ごときに顔の筋肉を使う価値もないとばかりに表情をピクリとも動かさない、目の前にいる美び貌ぼうの男だ。

　希一が国内有数のスポーツ用品メーカーＫＵＺＵＭＩに入社して三年。営業部からこの商品企画部のランニングアイテム課へと配属になって、今日で一か月になる。

　その間、何を提出しても何を発言しても、久住からはことごとく手厳しいだめ出しの連続だ。それも、明らかに希一の存在を快く思っていないことを隠かくそうともしない、冷ややかな言葉と態度によるボディブローを浴び続け、希一はじわじわとメンタルパワーを削けずられつつあった。

　スポーツ推すい薦せんで入学した私大卒の希一は、身長百八十二センチ、体たい脂し肪ぼう率はアスリート並みの鍛きたえ上げた肉体の持ち主だ。犬顔と言われることの多い顔立ちも、好みはあろうがイケメンと言って差し支つかえない程度にはさっぱりと整っている。

　そんな堂々とした体たい軀くをしていて本来は明るい性質である希一が、広い肩かたをすぼめているさまは、叱しかられてしょぼくれている大型犬を思い起こさせて哀あわれを誘さそう。

　どんよりした気分で、希一は「あの日さえなかったら」と一か月前の自分を呪のろった。あの日、自分にもうちょっと分別があれば、ここまで久住の不興を買うこともなかったろうに──。







　配属初日の夜。会社から徒歩圏けんにあるスパニッシュレストランでは、希一の歓かん迎げい会かいが行われていた。課長の久住はアメリカ支社へ出張中のため不在、部長は乾かん杯ぱいを終えて早々に帰ってしまったので、管理職のいない座はぐっと砕くだけたものになっていた。

「高丘くんていい体してるね。学生時代、何かスポーツしてた？」

　話しかけてきたのは、職場で向かいの席にいる玉たま村むらだ。優等生風メガネの人の好さそうな先せん輩ぱいを、希一は心の中で「マジメガネくん」と呼んでいる。

「はい、アメフトやってました」

「アメフトかあ。女の子にモテるでしょう」

「いやあ、俺なんて全然」

　そう謙けん遜そんして見せたものの、正直女子にモテない方ではない。だがそれが嬉うれしいどころか煩わずらわしいばかりなのは、希一が物心ついてこのかた男一筋、生きつ粋すいのゲイだからだ。

　希一は、玉村の細身の全身を素す早ばやくチェックし、『おおむね優』とジャッジを下した。玉村に気があるわけではないが、彼氏いない歴三年の希一は慢まん性せい的に欲よつ求きゆう不満気味で、瞬しゆん時じに採点するのがもはや習性となっている。

　それにしても、知性派揃ぞろいのこの部に、売りは元気の良さとフットワークのみと自覚のある希一がなぜ引き抜ぬかれたのか。その答えは、前の課長が内示を告げる際にくれた。

　希一は客先からの要望や苦情があると、自分なりに考えた改善案を添そえてこまめに提出していたのだが、それが久住課長の目に留まったのだと言う。新人の頃ころ指導された通りのことをバカ正直にしていたまでだが、こんな形で評価されるなんて思っていなかった。

（グッジョブ俺。つか久住課長が直々に、とかもう考えただけで武む者しや震ぶるいが止まらないし）

　と言うのも、久住は入社以来、希一の憧あこがれの人なのだ。

　希一が久住に一ひと目め惚ぼれしたのは、新人研修三日目のことだった。商品企画の業務紹しよう介かいのために新人たちの前に立った久住の、理知的な白はく皙せきと隙すきのないスーツ姿に、胸のど真ん中を射抜かれた。

　あのノーブルで涼しげな王子顔がいい。声も、しなやかですらりとした体つきも。面めん食くいで年上のインテリタイプが好みの希一にとって、久住は『優・良・可・不可』四段階の判定レベルからぶっちぎりで水をあけた唯ゆい一いつの『秀しゆう』だ。

　久住がＫＵＺＵＭＩグループの創始者一族の御おん曹ぞう司しで、米国支社長の父を持ち、経営学を学ぶための留学経験も持つ名実伴ともなうＣＥＯ候補であることは、社の誰もが知っている。

　そんな久住と庶しよ民みん派平社員、それも男の自分が本気でどうこうなれると思うほど、希一は夢想家ではない。ただ、会社で見かける機会をささやかな心の癒いやしにし、「すみません」と心でつぶやきながら右手と仲良くする際のネタにする、そんな淡あわい片かた想おもい以上にはなり得ないと心得ていたはずだった、のだが。

　その久住が希一を抜ばつ擢てきした。天にも昇のぼる心ここ地ちとはまさにこのことである。

（向こうも俺を憎にくからず思ってたりするのか？　もしかしてこれ、社内恋れん愛あいフラグ？　オフィスラブって男の夢だよな）

　なんて具合に、自分にとって都合のいい脳内ストーリーが展開されてしまったとしても、無理からぬことだと思うのだ。

「何だよ、女の話？　希一、お前はどんなのがタイプよ？」

　流したつもりの返事に食いついてきた江え頭がしらの声で、希一は現実に引き戻もどされた。

　この先輩の脳内での呼び名は、そのまま「エガちゃん」である。六つに割れた腹が自じ慢まんらしい江頭からは、無む駄だにライバル心を抱いだかれているような気がする。別にてめえと筋肉比べをする気はねえよと言いたい。

　ちなみに、希一的には出会った瞬しゆん間かんに『不可』とジャッジ済みだ。体育会時代によく見かけた暑苦しいタイプには、全く食指が動かない。

「俺のタイプは、年上の知的な人ですね。品があって仕事ができてスーツが似合うシュッとした美人で、クールに見えるけど彼氏の前でだけは可愛かわいく色っぽくなっちゃう、みたいな」

　直前まで思い浮うかべていた久住の姿を描びよう写しやしていると、自然と口元のしまりがなくなる。後半の「彼氏の前で」以降は完全に希一が久住をオカズにする際の妄もう想そうである。あの涼やかな美しい顔が快感に上気して、目を潤うるませておねだりするさまを想像しただけでもう、もう……。

「ばっか、そんなのが今時いるかよ！　そういう女は二次元にしか存在しねえんだよ」

　無ぶ粋すいな江頭にお気に入りの妄想を蹴け散ちらされてむっとする。

「そんなことないんじゃないかなあ。と思いますけど」

　その時、今日の幹事である同期の杉すぎ山やまが声を上げた。

「えー、ここらで我が部のメンバーになった高丘くんに何かやってもらいましょう！」

　杉山め、何を言い出す。既すでにスピーチは終えてしまったし、この上何をしろと言うのだ。

　辞退できる雰ふん囲い気きでなし、仕方なく希一が立ち上がると、すかさず江頭がヤジを飛ばす。

「希一、型通りのつまんねーことやんじゃねーぞ！　何か芸やれ、芸！」

（そう言うお前こそ、スラックスの中に黒タイツ仕込むぐらいのことやっとけ！）

　という内心の突つっ込みをおくびにも出さず、「いやあ、どうするかなあ」と言いながら、過去に見聞きした宴えん会かい芸を脳内でスクロールする。

　リンゴの握にぎり潰つぶし。却きやつ下か。このメンツじゃ喜ぶのはたぶん江頭ぐらいだし、そもそもここにリンゴはない。

　ビールを一気飲みしてゲップをせずに山手線全駅を言う。却下。学生じゃないんだから。

　アメフト時代に見た、お下げ劣れつにもほどがある下ネタ芸の数々を思い出し、希一はぶるりと身み震ぶるいをした。言うまでもなく却下だ。絶対、ここにいる全員がドン引きだろう。

　ここはみんなが知っている身近な人物、上司の物もの真似まねが一番無難だろう。となれば、特とく徴ちようも影かげも薄い部長より、社内の有名人で希一がよくよく観察してきた久住が最適だ。

　希一が真似をしていたと後で耳に入ったら久住の心証を悪くするだろうか、という一いち抹まつの不安が胸をよぎる。でも、これはリスペクトしてる証しよう拠こだし、逆にこれが話すきっかけになって、

　──「俺、ずっと課長を見て憧れてましたから」

　なんて言ったりして、距きよ離りを縮めるチャンスになったりするかもしれない。

　新人研修で希一を痺しびれさせた久住のスピーチなら、一言一句違たがえずに覚えている。希一はワックスで毛先を整えた髪かみを撫なでつけ、背筋を伸のばし、声こわ音ねを似せた。

「我が部で求めているのは、新しい価値を創出するためにあらゆる努力を惜おしまない人材だ。君たちにその覚かく悟ごと気き概がいはあるか」

「久住課長の真似だよね！　わあ、そっくり！」

「似てるわー。ウケるー」

　喝かつ采さいの声に適当に手を振ふって応こたえていると、玉村が焦あせったように希一のスーツの袖そでを引いた。

「ちょっと、高丘くん」

　次の瞬間、場が水を打ったように静まり返り、皆みなの視線に久住その人が立っていた。

「課長！」

　憧れの人の思いがけない登場に喜色満面になったのは希一だけで、なぜかみんなの顔が心なしか青ざめて見える。

（あれ？　何だ、この雰囲気）

「ずいぶん盛り上がっているようだな」

　久住の怜れい悧りな顔に浮かんだ表情は、冷ややかと言ってもいい。

　しんと静まってしまったメンバーの中で最初に立ち直ったのは、今夜の幹事の杉山だった。

「課長、今日まで出張だったんじゃ？　荷物はどうされました？」

「空港からスーツケースは送って、直接こちらに立ち寄った」

　出張帰りだというのにりゅうとしたスーツの着こなしは相変わらずで、髪には一筋の乱れもない。

（海外出張帰りなのに、俺の歓迎会に立ち寄ってくれたんだ。俺、期待されてるかも）

　心地よい部分だけ抽ちゆう出しゆつして幸せ気分に満たされている希一は、その場を覆おおう空気に気づかない。杉山が果か敢かんに明るい声を出して久住に話しかけた。　>>>♥

「お疲つかれ様さまです。いやあ、課長に出席いただけるとは思ってませんでしたよ」

「私が出席してはまずいことでもあったのかな」

「いえ、そんな……」

　にべもない返しを受けて杉山が瞬時に撃げき沈ちんする。ちらりとも笑えみを浮かべていない久住を見て、希一は遅おくればせながら、見とれている場合じゃないのではないかと気が付いた。どうも雲行きが怪あやしい。

　もしかして、自分が物真似していたところも見られたんだろうか。それで、機き嫌げんを損ねたのか？　それはまずい。非常にまずい。ここは何としても、全すべては愛がなせる業わざだと態度で示しておかなくては。

　希一は素早く久住の前に近づいた。

「久住課長。一日付で商品企き画かく部に配属になりました高丘希一です。久住課長の下で働けることになって光栄です。一から学ぶ覚悟ですので、ビシビシ鍛きたえてやってください」

　必要以上の熱意を込めた挨あい拶さつを聞く間、久住の表情筋は一ミリも動かない。

「君が高丘くんか。元気がいいのは結構だが、仕事の方にも熱を入れてほしいものだな」

　はいもちろん、と勢い込んで言おうとした言葉は、久住のドライアイス並みに冷たいまなざしと言葉に叩たたき落とされる。

「ただし、低てい俗ぞくな方法で人に取り入ろうとする輩やからを、私は軽けい蔑べつする。さらに言えば、頭が悪い人間、がさつな人間も大だい嫌きらいだ。それでは、疲れているので私はこれで失礼する」

　よく通る美声で言い放つと、久住はくるりと背中を向け、そのまま店を出て行った。

（もしかして……もしかしなくても、それって俺のことですか？）

　嫌われた。最悪だ。だめだ、もうおしまいだ。さようなら社内恋愛、さようなら男の夢。

　久住の物真似なんかやらかした十分前の浅せん慮りよな自分を呪のろいたい。顔面にパエリアの皿を叩きつけ、頭からサングリアを浴びせかけたい。

　頭を抱かかえてしまった希一の肩かたを、しょんぼり顔の玉村が励はげますように叩いてくれたが、少しも慰なぐさめられはしなかった。







　最初にケチがつく形で始まった商企での日々が、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんであろうはずもなく。

（言いたいこと、全然言えなかった。俺なりに頑がん張ばって作った企画だったんだけどなあ……）

　希一が肩を落として席に戻ると、玉村が口の形だけで「ふぁいと」と言ってくれた。

　企き画かく書しよで取り上げた他社のランニングシューズは、機能的な売りを視覚的に表現したデザインや斬ざん新しんなカラー展開が魅み力りよくで、非常に店頭映ばえもする。

　見せ筋と思われたものが予想以上に動くのを店頭やエンドユーザーから見聞きしてきた経験から、我が社でももっと機能が視覚と直結した大だい胆たんなデザインの華はなやかな商品を拡大すべきだと言いたくて、企画にまとめたつもりだった。だが、萎い縮しゆくした舌は思い通りに動いてくれず、企画書の作成に不慣れなこともあって、意図を充じゆう分ぶん伝えることすらできないのが悔くやしい。

　それにしても、久住の当たりのきつさはいかがなものか。

　確かに久住を歓かん迎げい会かいのネタにした件では、全面的に自分に非がある。人によって不快に思うようなことをしたのは今となれば愚おろかだったと思うし、反省もしている。けど、久住の方も、たかがそれだけのことをいつまでも根に持つのは少々心が狭せますぎやしまいか。

　少しは憎にくからず思っていてくれているのかと期待した分だけ、ダメージが深い。かわいさ余って憎さ百倍の言葉通り、今や久住は希一の天敵だ。

　あんな男をいいと思っていた自分を土に埋うめたい。見た目はともかく、傲ごう岸がん不ふ遜そんで底意地が悪い。性格や人間性は最低じゃないか。久住にほのかな想おもいを寄せていた三年間の純情を返せ。

　ボツになった企画書を睨にらみつつ、心の中で思う存分久住を罵ば倒とうしていると、罵倒の相手は管理職ミーティングに参加するため会議室に入っていった。すると、それを見計らったように鬼おに隈くまが声をかけてきた。

「高丘。なかなか苦労してるわね」

　鬼隈はゴージャスな見た目にそぐわず毒どく舌ぜつで酒しゆ豪ごう、名は体を表すと言うとおり中身はオニのよう、という噂うわさの美女だ。

「でも、あんただってちゃんと役に立ってるわよ」

「鬼隈さん！」

　鼻がツーンとする。見ていてくれてる人もいるんだ。今は特に人の情けが身に染しみる。

　恐おそろしげな評判の鬼隈だが、結構優やさしいところもあるじゃないか。

「課長のツンドラぶりは今に始まったことじゃないけど、今は高丘のお蔭かげで他ほかへの風当たりが和やわらいでる。頑がん丈じようで適度に鈍にぶい、嚙かませ犬的なポジションのヤツも一人は必要だってこと」

「嚙ませ犬、ですか……」

　訂てい正せい。鬼隈はやはりオニだった。

　希一は余計にダメージを増ぞう幅ふくさせてがっくりと肩を落としたのだった。







　　　　◇




　それから一週間後。工場への顔合わせが目的の出張で、希一は久住と二人、機上の人となっていた。

（……何でこんなことに）

　久住と二人きりで出張。それも明日の朝一からミーティング、その後工場見学が入っているというスケジュールのため、今夜は前ぜん泊ぱく。

　久住に淡あわい恋こい心ごころを寄せていた頃ころであれば夢のようなシチュエーションだったろうが、今はとてつもなく気が重い。課のメンバーという緩かん衝しよう材ざいもなく、自分を嫌い抜ぬいているらしい上司と二人きりで一泊ぱく二日。何を話し、どう接したらいいと言うのだ。

　出張を告げられてからの数日間、希一は胃に穴が開きそうな気分で過ごしたわけだが、いざ出張に出てみると、今のところ想像していたほどの気まずさはない。というのは、空港の出発ロビーでも機内でも、離り陸りくとその後の五分程度を除いた時間ずっと、久住がタブレット画面の資料を読み続けていたからだ。

　その間、会話らしい会話は一いつ切さいない。

　会社から空港に向かう電車の中で、多少はコミュニケーションをと気を遣つかった希一が、

「鳥取には学生時代、砂さ丘きゆうを見に寝しん台だい列車で行ったことがあるんですよね。直通の飛行機は初めてです」

　と話しかけてみたところ、「だから？」と返された。

「どんな返答を期待しているのか知らないが、私は君のプライベートについて一切の関心を持っていない」

　それっきり、二人の間には世にも重い沈ちん黙もくが横たわり、現在に至る。

（ああそうですか。こっちだってもう、あんたになんか小指の先ほども関心持っちゃいねえよ。この、顔だけ傲ごう慢まん男！　表紙詐さ欺ぎ！）

　希一は王子様のような横顔に向かって、心の中で思いっきり悪態をついた。

　性格が悪いにも程ほどがある。お互たがい大人なんだから、いかに嫌いな相手でも雑談を聞き流すぐらいしたっていいじゃないか。そんなに希一が気に食わないなら、挨あい拶さつ回りや工場見学ぐらい自分一人でよかったのだと、急激にむかついてきた。

「課長はお忙いそがしいんでしょうに。わざわざついて来ていただかなくてもよかったのに」

　私に構うなオーラを放出している相手にわざわざこう話しかけたのは、精せい一いつ杯ぱいの嫌いや味みだ。

「君一人で向こうにやって粗そ相そうがあっては今後の仕事に支障が出る」

　ああもう、本当に憎ったらしい！

　希一は（やっぱり人間、大事なのは中身だな！）と、相当に面めん食くいな自分を棚たなに上げて思った。







　むかむかした気分を引きずったまま空港に着いた。相変わらずろくな会話もないまま、そそくさとホテルに向かう。

　到とう着ちやくしたホテルでは、ロビーが妙みように混こんでいた。ポーターは足早に行き交かい、チェックインカウンター前にも列ができている。夏祭り時期でもないのにどうしてだろうといぶかっていると、北陸在住の陶とう芸げい作家の生誕記念式典がこのホテルで行われるらしく、今夜はほぼ満室なのだとフロント係が説明してくれた。

　チェックインを済ませ、それぞれの部屋に分かれる扉とびらの前で、久住が振ふり向いた。

「夕食はホテル内で済ませてしまうつもりだが、君はどうする？」

　一いつ緒しよに食べようと言い出す気配はまるでなさそうだ。いいさ。こっちだって一緒じゃない方がいいんだ。

「適当にやりますんで、お気き遣づかいなく」

「そうか」

　部屋に入るなり、どさりとベッドに横たわって大きなため息をつく。移動しただけなのに酷ひどく疲つかれたような気がする。言うまでもなく、久住疲づかれだ。

（相部屋じゃなかっただけラッキーだったよなあ）

　久住と部屋でまで顔を突つき合わせていては、ブチ切れてしまいそうだ。久住は創業者一族の御おん曹ぞう司しだし、面と向かって罵倒したりしたらクビが飛ぶのは必至だ。出張の間、揉もめ事を起こさず無難に穏おん当とうにやり過ごさなくては。

　さっさと食事と風呂ふろを済ませて今夜は早く寝ねてしまおうと思っていると、

「うわっ！」

　隣となりの部屋から尋じん常じようじゃない大声が上がった。

（久住？）

　あのすかした男が大声を上げるなど、よっぽどのことだ。事故か、事件か？

　希一は何を考えるより早く部屋を飛び出し、隣の部屋のドアを連打した。

「課長、どうされました？」

　一いつ拍ぱくおいて扉が開き、青ざめた久住の顔が覗のぞいた。

「……カバンがどこかですり替かわってしまったようだ。これは私のものじゃない」

　手に持っているのは、いかにも高級そうな艶つやのある黒い革かわ製せいのショルダーつきボストンバッグだ。会社からずっと久住が持っていたカバンと同じように見えるのだが。

「ホテルまでは、ご自分のカバンでした？」

「そう思っていたが、今となってはよく分からない」

　久住が動どう揺ようしているのを初めて見た。

（こんな顔もするんだ）

　普ふ段だんは能面みたいに表情の変わらない上司が、色の失うせた顔をしている。それだけ困っているのだと分かるから、元々底意地が悪いところのない希一は、いかに大だい嫌きらいな上司であってもいい気味だとは思えなかった。

「じゃあ、まずはホテルで取り違ちがえられたかどうか調べましょう。それでなかったら、空港に問い合わせてみましょう」

　一階ロビーへと向かい、フロントでカバンを見せて尋たずねてみると、同じようなカバンを運んだことをベルボーイが覚えていた。すぐにフロント係が該がい当とうの部屋に連れん絡らくを取ってくれたのだが、部屋の客は不在で、宿しゆく泊はく名めい簿ぼに記き載さいされた携けい帯たい番号にも出ないのだと言った。

「申し訳ございません。先様と連絡がつき次し第だい、すぐにお客様のカバンをお部屋の方にお持ちしますので」

　平身低頭のスタッフをここで眺ながめていても仕方ないので、部屋で待機することになった。廊ろう下かを戻もどる久住が不安そうに俯うつむいているのを見ていたら、何となく一人きりにするにはしのびなくて、希一は久住の部屋で一緒に待ってやることにした。

「取り違えた相手が同じホテルのお客さんでよかったですね。カバン、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ」

「中に大事なものが入っているんだ」

　大事なものとは、ひっきりなしに指先でスクロールしていたタブレット端たん末まつのことだろうか。あれに大事なデータでも入っているんだろうか？

　久住は思い詰つめたような顔をして、膝ひざの上で組んだ自分の手を見つめている。愁うれいを帯びて、普段より人間味が増している分、三割増ぐらい美男に見えるのが何だか落ち着かない。何しろ、久住は憎にくまれ口さえ閉じていれば、見た目は希一の好みど真ん中なのだ。

（……性格知っちゃったから、いまさらないない。ただ、このひと顔だけはいいから、ちょっとそわそわするだけだ）

　希一は必要もないのに誰だれにともなく心の中で言い訳をする。

　無事に久住のカバンが部屋まで届けられたのは、それから二時間後のことだった。副支配人が何度も頭を下げている姿がまるで目に入らないように、久住はカバンをひったくるように受け取るとすごい速さでファスナーを開け、中の物を確かく認にんすると、安あん堵どで緊きん張ちようを弛ゆるめた。

「私のものに間ま違ちがいありません」

　その時、希一の角度からはカバンの隙すき間まに何かが見えた。何かピンクっぽくて、もふもふしたもの。

（何だ、あれ）

　まさか生き物を入れてるんじゃ。驚おどろいて小さく息を吞のむと、その気配に気づいた久住が振り向き、目をくわっと見開いて希一を睨にらみつけてくる。

　何ですか。いろいろ怖こわいんですけど。

　副支配人がホテル内のどのレストランでも使える食事券を渡わたそうとすると、久住は断った。

「もう食事処どころは閉店した後だし、明日の朝こちらを発たつので、チケットを使う機会がありません。私はカバンさえ戻ればいいので」

　その時、希一の腹が盛大に鳴った。（空気を読め、俺の腹）と叱しかりつけても腹の虫がおとなしくなるはずもなく、希一は仕方なく「ははは」と空くう疎そな笑い声をあげた。

「いやあ、腹も安心して騒さわぎ出したみたいですね」

「ルームサービスをお持ちいたします」

　副支配人がその場を下がり、扉が閉まると、久住が再びゆっくりと振り向いた。

「……見たのか」

（怖い。その目が怖い！）

　それが何だとも分からないまま、どうやら自分が見てはならないものを見てしまったらしいことだけを知って、ざっと全身の産うぶ毛げが逆立つ。

　何なんだあれは。いや、それより、見たと言ったら消されちゃいそうなこの雰ふん囲い気きは何だ。

「いえ、全然。何も見てません」

「噓うそだ。本当のことを言え。見たんだろう」

　詰め寄ってくる久住の目が据すわっていて、恐きよう怖ふを感じた希一はじりじりと後ずさったが、背中が壁かべに付くのを感じて、心の中でホラー映画張りの悲鳴を上げた。

「見てませんて！　ピンクっぽくてもふもふしたものなんか！」

「……やっぱり見たんじゃないか」

　久住はじとり、と目を据わらせた。こうなると見なかったという言い逃のがれはできそうもない。

　それならしっかり見てやる。このまま、あれは何だと想像を巡めぐらすのも気持ち悪い。

「何なんですかそれ」

　希一が久住のカバンに手を掛かけると、久住は「あっ」と言ったが、それに構わず中に手を突っ込む。ふさふさとした手て触ざわりに（き、気色悪！）と鳥とり肌はだを立てながら、それを引っ張り出してベッドの上に置いた。

　生き物──じゃない。体長五十センチほどはあろうかというピンクのウサギのぬいぐるみだ。

　手足がくたっとしていてつぶらな瞳ひとみのぬいぐるみを見て、希一は啞あ然ぜんとした。

「これ、何すか」

「……ぴょんただ」

「は？　ぴょんた？」

　久住はふてくされたようなきまり悪げな顔をしている。

　何なんだ。これは、悪い冗じよう談だんか何かか。

「課長の大事なものって、これ？」

　いや、ひょっとしてこの中に「大事なもの」が仕込まれているんじゃないか。企き業ぎようの機き密みつか、誰かの汚お職しよくの証しよう拠こか。それとも非合法の薬か何かを隠かくし持っているのだろうか。

　希一が中にあるものを探さぐろうとぬいぐるみの腹の辺りをぐいぐい押すと、久住が飛びつく勢いでぬいぐるみを抱だき上げて、希一から守るようにした。

「悪いか。私はぴょんたがないと眠ねむれないんだ」

　ぴょんた＝ウサギのぬいぐるみがないと眠れないだと？

　呆あつ気けにとられて見つめるうちに、じわじわと腹の底から波打つものがこみあげてきた。

　つまりこれは機密でもなんでもなく、久住にとってのライナスの毛布で、毎晩これ抱いて寝てるってことか？　この、エリート面した・クソいけ好かない・傲ごう慢まんツンドラ野や郎ろうが？

　想像したら一気に笑いが噴ふき上がってきて、希一はこらえきれずに爆ばく笑しようした。

「ふはははは！　まじっすか？　って言うか、ぴょんたって何？　それフツー、カエルにつける名前じゃないすか！　歌にもあるでしょ、カエルのぴょんた、すごーいなー……」

　希一は体を二つに折って笑いの発ほつ作さの第二陣じんに腹筋を引きつらせた。超ちようやばいものを目もく撃げきしたのかと緊張した分だけ、ひとたび弛ゆるむと笑いが止められない。

　希一を恐怖に陥おとしいれてきた悪あく魔まのような上司の、血ち眼まなこで探していた大事なものが、ウサギのぬいぐるみだったなんて。

「ひー……腹痛え」

「笑いたければ笑えばいい」

　沈しずんだ声を聞いて、笑い過ぎて涙なみだの浮うかんだ目で久住を見ると、色白なせいで顔が赤くなっているのがはっきり分かる。悔くやしさと恥はじの入りまじった、少しだけ傷ついた表情。久住にとってこれが笑われたくない事こと柄がらなのだと知る。希一はやっと笑いを引っ込めた。

（へえ。久住でも、こんな顔するんだ）

　大笑いして悪かっただろうか。

　初めて久住との関係で自分の優位を感じたせいか、希一は優やさしい気持ちになっていた。

「笑ってませんよ」

「笑ったじゃないか。たった今、ものすごく。いい大人が出張先にぬいぐるみを持参するのが普ふ通つうでないことは自覚している」

「笑ったけど、バカにしたんじゃありません。いいじゃないですか、ぬいぐるみ」

　いつもなら壁かべ紙がみを見るような無関心な視線しか希一に向けたことがない久住が、今は頰ほおを染めて視線を揺ゆらがせ、ちらっとこちらを見ては、視線が合うと慌あわてたように視線をそらす。

　普ふ段だんは取りつく島もない能面顔だけに、拗すねて恥じらう、今の表情とのギャップがすごい。片かた想おもいしていた頃ころに桃もも色いろ妄もう想そうの中で思い浮かべていた通りの、動どう揺ようしきった赤面顔。

　この瞬しゆん間かんだけは久住がやけに色っぽく可愛かわいく見えて、今は久住に恋こいなどしていないはずなのに、何だか胸が甘あま酸ずっぱくきゅっとしてしまう。

「……うっわ。可愛い」

（あ、やべ）

　思わず心の声がだだ漏もれてしまい、冷や汗あせが流れる。

「可愛い……？」

　久住はプライドが高そうだから、部下から可愛いなんて言われたら「バカにするな！」と怒おこり出すと思ったのに、唇くちびるを薄うすく開いてぼうっとした様子で聞き返してくる。

（俺から可愛いとか言われて、嫌いやじゃないのか……？）

　何だこの妄想通りの展開は。

　久住は美しいとかっこいいの中間ゾーンに仕分けられる正統派の美男である。だからこそ、そんな端たん整せいな顔にピュアな表情を浮かべていると、激しくきゅんとくるのだ。元々好みの顔が魅み力りよく五割増＆ギャップ萌もえのダブルコンボとなって、希一のハートと煩ぼん悩のうを直ちよく撃げきした。

「君は、気持ち悪くはないのか。……可愛い、のは嫌じゃないか？」

　声を潜ひそめて探るように聞いてくる様子は、少しも怒ってはいなくて、むしろ期待に満ちているように見える。何だか「可愛い」というのがマジックワードだったみたいだ。

「可愛いのは嫌きらいじゃないですね。かなり好きかな。つか、実は大好物？」

（あ。何言ってるんだ俺）

　好きだったのは一か月前までで今はそうじゃないのに、気持ちがうわずって、告白みたいになってしまった。

　すわゲイばれか、キモがられて結局クビか、と焦あせったが、「好き、か」とつぶやいた久住の顔は、嫌けん悪おどころか内側からあかりが灯ともったように輝かがやきだした。

（男に好きとか言われて引かないのか？　つか、明らかに喜んでるよな、このひと）

　ひょっとして。

　憎にくからず思われてるかもという最初の予感の方が正しくて、久住があえて冷たく振ふる舞まっていたのだとしたら。希一同様ゲイばれするのを恐おそれていて、その上希一が物もの真似まねなんかしたから、素す直なおになるきっかけを失ってしまったのだとしたら。

（もしかしてフラグが立ってるんじゃないのかこれ）

　急激に胸が高鳴り、顔が火ほ照てってくる。いや、冷静になれ。これは冷れい酷こくで傲慢で性格最悪で大だい嫌きらいな上司だぞ。想像で勝手に盛り上がるな。勘かん違ちがいしてみろ、目も当てられないぞ。

「もしかして君もそうなのか？」

「そうって？」

　確証を得るまでは、慎しん重ちように。

「だから。好きだと言った、そのことだ。君も一人の時、ベッドでは私みたいに、その……」

　ただでさえ赤かった久住の顔が、その瞬間、ボン！　と爆ばく発はつ音が聞こえそうなほど真っ赤になった。

「……これまで誰だれにも自分から言ったことはないんだ。相当に恥はずかしいものだな」

　もう間ま違ちがいない！　久住もゲイで、ベッドで妄想するほど希一のことを好いている。それも、今まで自分から告白したことなんかないのに、勇気を振ふり絞しぼってくれてるんだ。

　恋こい心ごころを隠してすげなく振る舞っていたなんて、なんて臆おく病びようで不器用でいじらしいひとなんだ。今まで言葉通りに受け取って気づかなくてごめん。ドミノ板が黒から白へと一気に覆くつがえるように、嫌いだ憎らしいと思っていた気持ちが愛いとしさへと裏返っていく。

　お帰りオフィスラブ、男の夢！

（それにしてもベッドでってつまり、俺のことを想像してナニしてるって意味だよな。綺き麗れいな顔して告白の言葉が『あなたでオナってます』って、えらく大だい胆たんかつ直ちよく截せつだな）

　二人きりの出張先で、大胆告白。これはつまり、誘さそってるのか……？

　でも嫌いじゃない、と言うよりもそれこそ大好物です、本能に忠実な人。

　一いつ緒しよに本能に任せよう！　と久住に飛び掛かろうとした刹せつ那な、部屋のチャイムが鳴った。

「ルームサービスだ」

　ドアに向かって行く久住を、やばいやばい、と思いながら見送る。勢いで押し倒たおしそうになってしまったが、ルームサービスを裸はだかで迎むかえるような羽目になりたくないし、あまりがっついて久住に嫌われたくはない。

　希一ははやる気持ちと暴走しそうな下半身を叱しかった。







　深夜時間帯だったにもかかわらず、ルームサービスは豪ごう華かで、どれも美味おいしかった。

　希一に断って、久住が備え付けのナイトウェアに着き替がえた時には、

（これはゴーサインが出たってことか？）

　と前のめりになったけれど、部屋の冷蔵庫からアルコールの類たぐいを出しての部屋飲みへと移行したので、まだその時ではないのだと理解する。

　部屋に戻もどる時間が惜おしかったので、いつでもことに及およべるように希一も久住の部屋のナイトウェアに着替えておいた。

　これからつきあう予定の相手との、それもこの後なだれ込むエッチへの期待がちら見えている状じよう況きようでの飲みが楽しくないわけはなく、二人とも結構なピッチで飲んだ。

「正直なところ、高丘くんと二人で腹を割って話をすることになるとは思わなかった。君は私をバカにしているんだと思っていたし。君のような男っぽさを前面に押し出しているようなタイプにはあまりいい思い出がないんだ」

　もしかしたら、体育会系の男に色いろ恋こい沙ざ汰たで酷ひどい目にあわされたとかだろうか、と想像してみる。くそ、誰だか知らない体育会系の男め。このひとに酷いぐらいにあれこれしたなんて羨うらやましい、いや、憎らしいぞ。

「俺が久住さんをバカにするわけないのに。真似したのだって、入社式の時から久住さんに憧あこがれてたからだし」

　自分でも甘ったるい声が出ていると分かる。課長からさん付けに呼び方を変えても、久住は「おだてたって何も出ないぞ」と言っただけで咎とがめなかった。

「好みを同じくする人間と初めて会ったよ。君が、というのは本当に意外だった。誰にも言わずに来たが、隠かくさなくてもいいというのは気が楽なものだな」

「誰にだって、人に言えないことの一つや二つあるもんでしょう。なのに、俺たちみたいな人間だけが肩かた身み狭せまくしてなくちゃならないっていうのが、そもそもおかしいですよ。誰にも迷めい惑わくかけてないじゃないですか」

「まったくだ。君はいいことを言うな。確かに、人とは異なった対象を愛しているだけで、我々は誰にも迷惑をかけていない」

　くつろいだ様子でいる久住はいつもよりずっと自然で美しく、そしてエロい。ウィスキーの水割りで濡ぬれた唇、打ち合わせから覗のぞく白い胸むな元もと。特に、ズボンのない浴衣ゆかた型のナイトウェアが、アルコールが回るにつれ無防備になったのか、それともわざと挑ちよう発はつしているのか、膝ひざのところで割れて奥の暗がりまで見えそうで、会話に集中できない。

　このまま押し倒したい。会話なんか後にして、目の前の体を貪むさぼりたい。

　これまでの希一なら、据すえ膳ぜん（それも極ごく上じようの）を前に待てをするなど考えられないことだった。希一のアメフトでのポジションはランニングバック。ディフェンスにできた穴になりふり構わず突つっ込むのはもはや本能、脊せき髄ずい反射のように体にしみこんでいるのだ。

　でも、希一のようなタイプにトラウマがあると言う久住に、即そく物ぶつ的なヤツだと嫌われたくない。この臆病で可愛いひとを大事にしたいし、大だい恋れん愛あいになりそうな予感がある恋を下半身の暴走でだめにしたくない。希一は、太古から男を支配してきた衝しよう動どうが自分を押し流そうとするのを、歯を食いしばり膝に指を食いこませて耐たえていた。

　でも、久住の方も待ってるとしたら？　早く来てと焦じれ焦れだったとしたら？

　それとなく自分の方から誘いをかけてみることにした。ベッドに近づいて腰こし掛かけ、久住が隣となりに横たわるスペースを作るために、背中側についた手でさりげなくウサギのぬいぐるみをベッドの隅すみへと押しやる。久住にその気があれば、ベッドに来るはずだ。

　椅い子すに腰かけていた久住が、椅子から立ち上がって近づいてくる。思い描えがいた通りの展開に、希一の胸は高鳴る。

　久住が片かた膝ひざをベッドにつくと、ぎしり、と艶なまめかしい音を立ててスプリングが軋きしんだ。希一の体すれすれの位置で前にかがんだ途と端たんに合わせが大きく割れて、白い腿ももが付け根に近いところまで見え、木も綿めんの布に包まれた細ほそ腰ごしが目の前でぐっと突き出される。

「ぴょんたが落ちそうだ」

　何という愛らしい誘い文句。ぬいぐるみを言い訳に使うなんて。

　そして、何という素す晴ばらしい尻しり。競馬なら勝ち馬に間違いない完かん璧ぺきに上がった双そう丘きゆうの丸みを目と鼻の先で強調されて、希一のなけなしの理性は弾はじけ飛んだ。

　これで行かないヤツは男じゃない。

「久住さん！」

　希一は久住に飛びかかり、半ばはだけていた下半身の布をまくり上げた。現れたのは、女子も羨みそうなつるすべの引き締しまった脚あし、そこから続く下着に包まれた尻肉の理想的な張り。

「あっ、な、何？」

　狼ろう狽ばいして暴れる手足をかいくぐり、酔よった体からつるりと下着を抜ぬき取ってしまう。タックルをかわしながら突っ走ぱしるのは得意中の得意だ。

　望み通り下半身を剝むいて大きく下か肢しを開かせてしまうと、深く感動しながら、すっかり露あらわになった部分をまず目で味わう。美しい男は、あそこも美形だった。太過ぎずしなり過ぎず、色も形も品がいい。型取りしてオブジェにしたいぐらいだ。

　そして、二つの果実から下へと視線を辿たどると、恥はじらいながら希一を誘っているような、ごく浅い色付きの、つつましやかな窄つぼまり。

　希一は一いつ切さいためらうことなく久住自身にむしゃぶりついた。

「ひ、あぁっ」

　思った以上にうぶな反応だ。体育会系の男と肉体関係はなかったのか？　いや、隠れゲイでおくてなタイプなら、心に秘ひめる恋こいだけで今まで同性とはそういう機会がなかったこともあり得る。

　そう思ったら興奮で背中がゾクゾクしてきた。無む垢くな体を一から開発したい願望は、男なら誰しも持っているはず。それが年ねん齢れいも立場も上の高たか嶺ねの花なら、なおのことだ。

　体からめろめろにしてやる。そう思った希一は、敏びん感かんな箇か所しよを容よう赦しやなく攻せめた。唾だ液えきをたっぷりと絡からめ、じゅぷじゅぷと酷いような音をたてながら久住自身を口から出し入れするうちに、それはあっという間に芯しんを持った。

「はっ……、あ、あっ……あ！」　>>>♥

　上目づかいで様子をうかがうと、久住は両手で希一の頭を押しのけようとしながらも、快感に耐えられないというようにきゅっと目を閉じている。喜き悦えつに飲まれそうになりながら抵てい抗こうする悩なやましい表情が、何とも扇せん情じよう的だ。半開きになった唇くちびるからは、艶めかしい声が絶えず溢あふれている。

　次し第だいに久住の欲よく情じようの証あかしが大きく膨ふくらんでいくのに勇気を得て、口での奉ほう仕しを続けるうちに、希一の頭を押す久住の腕うでの力が弱まり、抵抗する動きが緩かん慢まんになっていく。

　双そう珠しゆを交こう互ごに口に含ふくみ、亀き頭とうの切れ込みやくびれを舌先でなぞる。その間にも手が届く範はん囲いの愛あい撫ぶの手は休めず、膝ひざ頭がしらを撫なで内うち腿ももをさすり、可愛かわいらしい胸の粒つぶを指先で転がす。

　頰ほおの内側と唇を使って茎くきを扱しごくうちに、久住のそれは希一の喉のどを圧するまでに育った。

「はあっ……ん、あっ……」

　顎あごをそらして喘あえいでいる久住の、立てた膝と腿ががくがくと震ふるえ始めた。ひどく感じてくれているのだ。

　希一の口の中で、久住のそれは先走りを滲にじませて限界まで硬かたくなっている。ここまできたら一気に追い落とすだけだ。陰いん茎けいを扱くピッチをますます上げてゆき、だめ押しに先せん端たんを強く吸いたてると、久住自身は希一の口の中で跳はね、爆ばく発はつした。

　希一は、粘ねばつくものを一滴てき残らず飲み干した。

　久住はまだ、希一の下で放心している。はだけた胸を弾はずませ、潤うるんだ目と上気した顔がとても色っぽい。

　それにしても、普ふ段だんあんなに取り澄すましているくせに、こんなに感度がいいなんて反則だ。前を可愛がってやっただけでこれなら、後ろに挿いれたらどんな声を出すんだろう。

　次はここで、希一の欲よく望ぼうを受け止めてほしい。明確な意図を持って小さな窄みに指を這はわせると、久住の体がぴくりと震えて、次第に焦しよう点てんが合うようになってきた瞳ひとみが、信じられないものを見るように希一を見上げた。

「……今のは、何の真似まねだ」

（あれ？）

　想像していたリアクションと違ちがう。久住はその気じゃなかったのか。希一に咥くわえられてイッたし、すごく感じているように見えたけれど。

　まあいい。この後たっぷり甘やかして気持ちよくしてやるし、強ごう引いんだったことが気に入らないなら後で存分に許しを請こうから、今夜はこのまま続行させてほしい。

「気持ち良くなかったですか。驚おどろかせたなら悪かったけど、あなたの全すべてが欲しいんです。優やさしくするから、どうか最後まで抱だかせてください」

　久住の態度は和やわらぐどころか、驚きよう愕がくにカッと目を見開いた。

「抱……っ、君はゲイなのかっ」

「いまさら何言ってんですか。久住さんだってゲイでしょう。俺にしゃぶられてイッたくせに」

「誰だれがゲイだ！」

　ひきつっていた顔が「しゃぶられて」云うん々ぬんと聞いたとたんに真っ赤になり、激しい怒いかりの形相へと変化していく。

「それでは、貴様は私の油断をいいことにあんな破は廉れん恥ちなことをしかけ、あまつさえ自分の欲望を遂とげようと謀はかったということかっ」

　久住の脚が目にもとまらぬ速さで大きく振ふられ、シュン、と耳元で風が鳴って、希一はベッドから床ゆかに転がって手を突いた。アメフト仕込みの反射神経がなかったら、顎をしたたかに蹴けりあげられていたはずだ。間かん髪ぱつを容いれず次の蹴りが繰くり出される。

「ちょ、ちょっと待ってください！　久住さん、落ち着いてくださいよ！」

　股こ間かんを狙ねらってくる踵かかと落としを避さけるため、希一は床を転がりまわる羽目になった。

「すばしっこいヤツめ！　逃にげるとは卑ひ怯きような！」

　何だこの、格かく闘とう家かのような動きの良さは。いや、感心している場合じゃない。

「逃げますよ、逃げないと蹴るじゃないですか。それに何ですか、その見事な蹴りは。あなたそういうキャラじゃないでしょう」

　床を左右に転がりつつ会話をするのはかなり難しい。

「私はイギリスで育っているので、護身のためにいろいろ習わせられたんだ。合気道、テコンドー、空手」

「そんな人に蹴られたら俺、死んじゃうじゃないですか！」

　烈れつ火かのごとく怒おこっている久住ほど恐おそろしいものを、希一は知らない。ツインルームでの攻こう防ぼうは、近きん隣りんの部屋からの苦情を受けたフロントからの電話が鳴るまで続いた。







「……で、俺は久住さんに告白されたと思ったわけですよ」

「私は君がぴょんたを可愛いと言ったのだとばかり思って、ぬいぐるみを愛する同好の士だと思い込んで話をしていた」

「紛まぎらわしすぎますよ。久住さんが、君もベッドでどうこうとかって言うから」

「あれは君もベッドでぬいぐるみと寝ねているのかと聞いたんだ。君がゲイだと知らなかったんだから、誤解されると思うはずがないだろう」

　希一と久住は、激しい運動による疲ひ労ろうと興奮後の虚きよ脱だつでぐったりとなり、ベッドの足元に座り込んでいた。二人の間には一・五メートルほどの隙すき間まがある。互たがいの安全──久住にとっては貞てい操そう、希一にとっては文字通り生命──を守るための空間だ。

　さっきまで優しく溶とけていた久住のまなざしが、毒虫でも見るようなものに変わっているのが悲しい。以前の壁かべ紙がみよりもっとレベルダウンしている。

　いや、それよりもっと考えなければならないことがあるじゃないか。

　久住にゲイばれしてしまった。

　こっちはゲイ、向こうはぬいぐるみフェチ。互いに人には知られたくない秘密を抱かかえる身ではあるが、その秘密は等価じゃない。世間的には、たとえぬいぐるみ好きがバレようとそんなに問題にはならないだろうが、希一の場合はゲイというだけじゃなく、上司を襲おそうような最低男だと思われている。

　久住はＫＵＺＵＭＩグループの御おん曹ぞう司し。祖父や父親に一ひとこと言うだけで、平社員のクビを切るなど造作もないことだろう。

　これって死亡フラグなんじゃないだろうか。

　それは困る。この就職難の時代に、猛もう攻こうをかけて勝ち取った就職先だ。入社が決まった時には飛び上がるほど嬉うれしかったし、親も喜んでくれた。何とかしてクビだけは避けたい。そのためなら何だってする。できる。

　希一はがばっと床に手を突ついた。

「誤解とはいえ、妙みような真似をしてすみませんでした！　どうか許してください！」

「物事には謝って済むことと済まないことがあるように思う」

　背筋も凍こおるような冷たい声だが、ここで諦あきらめては負けだ。

「クビだけはどうか許してください。すぐには信じてもらえないだろうけど、これからの頑がん張ばりを見てはもらえないでしょうか。俺にできることがあれば何でもします。何ならお宅の家の片づけでも食事作りでも」

「君のような危険な男と、私がプライベートでまで接せつ触しよくしたがるとでも思うのかっ」

「……ですよね」

　逆効果だったようだ。

　もうだめなのか？　こんなことで職を失ってしまうのか？

（どうしてこの男が自分に恋こいしているなんて思いこんだんだろう。久住だぞ？　どこまで目が眩くらんでいたんだ）

　リラックスしている時の久住の無自覚な魔ま性しようっぷりと、怒りに我を忘れて狂戦士バーサク状態になった時の暴れっぷりを思い出し、（二重の意味で恐ろしい人だ……）と希一は呻うめいた。

　今の自分の状じよう況きようを説明するのにぴったりの四字熟語なら知っている。「絶体絶命」だ。

「……君にできることが、一つだけある」

　福ふく音いんのような言葉を聞いて、うなだれて断罪を待っていた希一は勢いよく顔を上げた。

「本当ですか？　それをすれば、今夜のことを水に流してくれるんですか？」

「それは今後の君次第だ」

「何でもします。やらせてください！」

　真っ暗だった先行きに微かすかな灯ともしびが見えてきた。何でもやるぞ、久住の太たい鼓こ持ちでも、逆立ちして社内一周でも。思わず身を乗り出すと、久住が「離はなれろ！」と手刀を振り下ろしてきたので、希一はすごすごと元の位置に戻もどった。

「まず確かく認にんしておきたいことがある。今夜のようなことは二度とないな？　私に不ふ埒らちな真似は決してしないと誓ちかえ」

「誓います、絶対にしません。俺だって命は惜おしいですから」

　と言うか、床を転げまわって逃げた恐きよう怖ふがトラウマになって、二度とこの男には勃たたないような気がする。

「でも、君は散々気色悪いことを言っていたじゃないか。ぴょんたのことだと思って聞いていたのをいいことに、私のことを可愛かわいいとか何とか。今後もそういう目で見られるのかと思うと虫むし唾ずが走る。頼たのみごとを遂すい行こうしてもらうためとはいえ、家に上げるのもためらわれるんだが」

「ないですって。さっきは誘さそわれてると思ったから、ついがーっといっちゃっただけで。そ、そうだ、久住さんって俺の好みから全く外れてるんですよ。もう、全っ然、圏けん外がいですから」

　本当は見た目だけで言えば断トツでタイプなのだが、それだけは口が裂さけても言えない。

　希一の言い訳を聞いている久住が、疑ぎ惑わくで半眼になっているのが怖こわい。そんな性犯罪者を見るような目で見ないでほしい。

「それでは、君の好みとはどのようなタイプだ。同じフロアで言ってみろ」

（同じフロアかよ！　職場の誰を俺がエロ目で見てるか言えってのと同じじゃねえかよ！）

　と思ったが、希一に返答を拒こばむという選せん択たく肢しはない。

　身近な男性社員の中で、次点はマジメガネくん、玉村だ。だが、細身のインテリタイプという部分が久住とかぶるから、身の安全を確信させるには至らないかもしれない。

　ここは、久住からは対極にあるタイプを言った方が信しん憑ぴよう性せいが増すだろう。

「江頭さんです。ああいう、男臭くさくて体鍛きたえてますーってタイプが好きですね！　ははは！」

　江頭の名を口にしただけで胃の辺りがもやっとしてくるが、ここは辛しん抱ぼうのしどころだ。

「江頭くんか。……まあ、彼のようなタイプが好きなら、私は大だい丈じよう夫ぶということになるな」

　そうつぶやいてから、久住がふいに口元を押さえた。

「どうしたんですか？」

「君と江頭くんのことをつい想像したら、吐はき気が……」

　勝手に想像するな。と言うか、好みとは真逆の男の顔を思い浮うかべたりしないように気をつけていたのに、こっちまで気持ち悪くなってきただろうが。

「では、一応君を信用するとして話を進めよう。これから話すことは他言無用だ。いいな」

　久住の声が一段低くなり、希一はシリアスな雰ふん囲い気きに緊きん張ちようして、ごくりとつばを飲み込んだ。

　何を依い頼らいされるのだろう。産業スパイとかだったらちょっとだけわくわくするが、違い法ほうなことだったらどうしよう。

「実は、ニューヨークにいる父が近々来日することになっていて、珍めずらしく私の部屋に泊とまりたいと言い出した。見合い話を強きよう硬こうに進すすめるために、私の素行を知る目的も兼かねているんだろう。ありていに言えば、久住家に相応ふさわしくない女が出入りしている気配はないか、そういうことを知りたいのだと思う」

「久住さんのお父さんが、ですか」

　久住の父親はニューヨーク支社長だ。もしや、希一が命じられるのはワールドワイドな特命ってことか？

「私の父はワンマンで、自分の考え以外認めないようなところがある。私は幼少期から父の教えと称しようする価値観の押し付けを強制されてきた。その教えの一つに、『男は男らしくあれ』というのがあってね。あの人は、自分の息子むすこの部屋にぬいぐるみのような『男らしくない』ものが置かれていることを、決して認めないだろう。よって、私は父の滞たい在ざい中、ぴょんたたちを預かってくれる先を必要としているというわけだ。その役目を君に頼みたい」

　……へ？

「ぬいぐるみを何日か預かるだけ？　本当にそれだけで、全部なかったことにしてもらえるんですか？」

「ああ。それだけしてもらえるなら、今夜のことは誤解による不幸な出来事だったということで、互いに忘れるとしよう。あえて思い出したいような事こと柄がらではないしな」

　神さま！　いえ久住さま！

　どんな無理難題を吹ふっかけられるかと身構えていたのに、特命が数日ぬいぐるみを預かるだけだなんて。拍ひよう子し抜ぬけだが、そんなことでクビが繫つながるならちょろいもんだ。

「任せてください。大切にお預かりします。あ、何なら洗せん濯たくもしておきましょう」

「洗濯だとっ。君はぴょんたを洗せん濯たく機きに突っ込もうと言うのかっ」

　気を利きかせたつもりが、また久住の眉まゆが吊つり上がったのを見て希一は慌あわてた。久住の気が変わらないうちに、この契けい約やくを結んでしまわなくては。

「洗濯はなしです、余計なことは一いつ切さいしません！」

「……何とも不安だが、他ほかに手はないしな。君に任せるとしよう」

　やった！

「ただし、今回の不埒について制裁措そ置ちを取らないのは、この契約について君が他言せず、完かん遂すいした場合のみだ。もう一つ、私は君と慣れ合うつもりは一切ない。今後の査定に手心を加える気はないし、職場で馴なれ馴れしくされるのもお断りだ。そのつもりで」

「もちろん、誰だれにも言いませんし、会社で馴れ馴れしくなんかしません。大船に乗った気持ちでお任せください」

　幸運の女め神がみ……いや悪運の女神の髪かみの毛を、今度こそ放すわけにはいかないと、希一はぐっと拳こぶしを握にぎった。







　　　　◇




　時は深夜。とある都内の高層マンションの地下駐ちゆう車しや場では、大きな段ボール箱を運んでいる二人の男の姿があった。

「もうこれ以上俺の車には入りきれませんよ。久住さんの車は？」

「私の方ももういっぱいだ。まだ上には箱が残っているな。往復するほかないだろう」

「えーっ！　もう十一時ですよ。これから二往復ですか。日付変わっちゃうじゃないですか」

「嫌いやなのか」

　薄うす暗ぐらい中で、灯あかりを受けた久住の瞳ひとみの白目部分がぴかっと光って見えるのが怖い。希一に否いなやを言えるはずもないことを知っていてこういうことを言うのだから、全く性格の悪い男だ。

「……いえ、めっそうもない」

　何で俺がこんな夜よ逃にげチックなことをしているんだと内心ぼやきつつも、言動だけは従順に段ボール箱を車内に詰つめこむ。

　悪夢の出張ナイトの失態を帳消しにしてもらうのと引き換かえである奉ほう仕しが、そんなに生易しいものであるはずがなかったのだ。それを希一が思い知ったのは、今から遡さかのぼること約二時間前のことである。







　久住のぬいぐるみを引き取る約束の日は、その日しか時間が取れそうもないと言う久住によって、週半ばの水曜日に定められた。久住の父は週末から来週にかけて来日の予定で、ぬいぐるみを預かるのは長くても一週間程度とのことだった。

　いったん帰宅して着き替がえてから、久住の指示通りマイカーで訪ねたのは、テレビでしか見たことがなかった超ちよう高級マンションだ。

　地下駐車場の来客スペースに車を入れ、マンションのエントランスへ入る。美術館のような印象のエントランスホールには、コンシェルジュが常じよう駐ちゆうしていて、人造大理石の床ゆかにスニーカーの靴くつ底ぞこの軋きしむ音が、ずいぶん場ば違ちがいに響ひびいた。小声すらはばかられるような雰囲気にちょっぴり圧あつ倒とうされつつ、久住の部屋を呼び出してもらう。

　自室の玄げん関かんで迎むかえてくれた久住は、シャツにデニムを身に着けていた。アイテム的には希一の着ているものと大差ないはずが、格段に洗練されている。おそらく値段も格段に高いのだろう。カジュアルな服装をしている久住は、三十近いはずなのに希一と同じぐらいにしか見えなかった。

　久住の部屋の中に入っても、美術館のようだと思った印象は変わらない。角部屋の二面が大きなガラス張りになっていて、都内の夜景の中に部屋が浮かんでいるようだ。インテリア誌の一ページのような、モダンで生活感のない部屋。珍しさにきょろきょろしてしまう。

　高層マンションの角部屋に住んでいる、有名企き業ぎようの御おん曹ぞう司し、しかも美男。まるで絵に描かいたようだ。ここに連れてこられた女は一発で落ちるだろうと、つい下世話な想像をしてしまう。

「部屋、すごいっすね。めちゃめちゃ綺き麗れいにしてますよね」

（さぞかしもてるんだろうな。何人ぐらいの女を連れ込んだのかな）

「寝ねに帰るだけの部屋だから、散らかるはずもない。ずっと忙いそがしかったので、ぴょんたたちはまだ梱こん包ぽうが済んでいないんだ。箱はこ詰づめを手伝ってほしい」

「わざわざ箱なんか詰めないで担かついで運んじゃえばいいじゃないですか？　この時間だし」

　久住に誘ゆう導どうされて寝しん室しつに一歩足を踏ふみ入れた希一は、全身を硬こう直ちよくさせた。

「……何すかこれは」

　一人には広すぎるほどの寝室には、セミダブルのベッドが一つ。その奥の壁かべ一面が棚たなになっている。

　そこを足元から天てん井じよう近くまでびっしりと埋うめ尽つくしている物体がある。白や黒やベージュやピンクやミントグリーンや……ありとあらゆるカラーのもふもふ。

　数はいくつあるのか分からない。数えたくもない。広い壁へき面めんに所ところ狭せましと並んでいるぬいぐるみは、ウサギばかりだ。

　この男、どうかしてるんじゃなかろうか。

「もしやこれ、全部俺んちに運ぶつもりじゃないでしょうね」

「むろん、そのつもりだ。一部だけ移しても意味がないだろう」

「入るわきゃないでしょうが！　うち１Ｋですよ？　どこに置けってんですか。こんなにあるなら貸倉庫でも利用すりゃあいいでしょうが！」

　キレ気味になって希一が叫さけぶと、久住も叫び返してきた。

「そんなひと気のない寂さびしい場所に置いたら、ぴょんたたちが可哀かわい想そうじゃないか！」

　ちょっと。何を言ってるんだこのひとは。同じ言語を話している気がしなくなってきて、頭痛がしてくる。

「君の部屋で預かるという約束ではなかったのか」

　久住の声が不ふ穏おんに低くなり、脅おどしの気配を帯びてきた。

　──『ただし、今回の不埒について制裁措置を取らないのは、この契約について君が他言せず、完遂した場合のみだ』

　久住が言った不ふ吉きつな言葉が頭の中に蘇よみがえる。ウサギだらけになった部屋の心配は後でしよう。とにかく、やるしかないのだ。

「分かりましたよ。全部うちに運べばいいんでしょう」

　さっさと済ませてしまおうと、部屋の壁にたて掛かけてあった段ボールを手早く組み立てて、箱にしまうために手近にあったパンダ模様のウサギのぬいぐるみを手に取った。すると、「何をする！」と超ちよう高こう速そくでウサギを奪うばい返される。

「手も洗わないで触さわるんじゃない。これを着けろ」

　むっとしたが、差し出してきた白手て袋ぶくろをおとなしく身に着け、さて今度こそ箱に入れようと水色の毛足が長いウサギを手に取ろうとしたら、再び「待て」がかかる。

「今度は何すか」

「汚よごれては困る。箱に直じかに入れずに、このタオルでくるんでしまうように」

「……」

　希一は心の中で呪のろいの言葉を吐はいたが、黙だまって仰おおせの通りに水色ウサギをタオルにくるんだ。生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握っているのはあくまでも向こうなのだ。たとえそいつが冷血漢で、怒おこると凶きよう暴ぼうで、お綺麗な見た目の裏ではこんなに大量のウサギをコレクションしているイカレた野や郎ろうだとしても。

　一つだけ言える。久住はここに女を連れ込んではいない。絶対だ。







　さまざまな注文に翻ほん弄ろうされ、大量の段ボール箱搬はん送そうのためにマンションとアパートを往復し、ようやく希一の部屋に全すべての荷物を運び終えた頃ころには、時刻は深夜の一時を回っていた。

　主に心の疲つかれを覚えている希一とは対照的に、腰こしに手を当てて希一の部屋を見回している久住は、真夜中にもかかわらず疲れの欠片かけらも見せない。

「随ずい分ぶんと狭せまい。そして古い」

　人のうちに来て開口一番それかよ。

「すいませんね。久住さんちみたいじゃなくて」

「さて、この手て狭ぜまな部屋のどこにぴょんたたちを座らせておくかだが……」

「えっ。これ箱のままにしておいちゃいけないんですか。また梱包するの、面めん倒どうなのに」

「当たり前だ。暗くて狭いところに押し込めておいたら可哀想だろう」

　久住の無理難題のパターンが読めてきたので、もういちいち驚おどろかない。すべては布と綿の塊かたまり＝ぬいぐるみを擬ぎ人じん化しているからこそ起こることなのだ。

「……何でもいいです。もう、さっさと梱包解いて、終わりにしちゃいましょう」

「待て」

　またかよ！　と思っていると、久住はナイロンバッグからおもむろにスプレーを取り出し、部屋にまき始めた。

「……それファ○リーズですよね」

　久住は口うるさそうだからと今日のために掃そう除じも念入りにしたし、ごみも溜ためちゃいない。なのに人の家に来ていきなり消しよう臭しゆうスプレーをまき散らかすとは、どんな嫌がらせか。

「ぬいぐるみは布製なので、匂におい移りしやすいんだ。これは置いていくので、最低でも一日二回、部屋の消臭に努めるように」

　至って真しん剣けんな顔で注意を与あたえてくるから脱だつ力りよくした。怒っても仕方ない。同じ星の住人だと思わなければ腹も立たない。

「で？　これ、全部出してこの辺に置いちゃえばいいんですか」

「待て」

　今度は何だ。

「床に直置きする気か。この部屋には棚のようなものはないのか」

「ありませんよ。賃ちん貸たいだから勝手に壁に棚つけるわけにもいかないですし。床に置くのがやなら、今日のところは箱のままにしておいて、週末にでもカラボか何か買ってきますか。……って言っても、これ全部収納できるだけってなると、寝る場所もなくなりそうだけど」

　半ばやけくそ気味で言ってみたが、久住はしばらく考えてから次のような結論を下した。

「ずっと預かってもらうわけでもないし、とりあえず重ねずに並べられればいいだろう。ぴょんたたちを入れてきた箱を積み上げて、棚を作ろう。ガムテープをくれ」

「俺の部屋の見み栄ばえとかそういうものは全然顧かえりみられないわけですね」

　久住が黙もく々もくと箱の開口部を前にして積み上げ始めたので、希一は（スルーかよ！）と内心で毒づきながらも、仕方なくガムテープを出してきて箱を連結していった。

　協力体制で作り上げられた即そく席せき棚だなは、ベッドの頭側から左側面、足側までの三方向を覆おおいつくし、そこに全てのウサギを収め終えた部屋の眺ながめには、ある種鬼き気き迫せまるものがあった。

　数日とはいえ、この大量のウサギどもに見下ろされて眠ねむるのか。悪夢を見そうだ。

「じゃあ、お預かりします。でも、全部預かっちゃって大だい丈じよう夫ぶなんですか？　ウサギがないと眠れないんでしょう。一体だけ持って帰って、お父さんが来た時だけクロゼットにでも隠かくしておけばいいんじゃないですか」

「いや。そんな危険は冒おかしたくない」

「危険って。相手はお父さんなんだし、やばいものを隠し持ってるってわけでもないんだから。久住さんが重度のぬいぐるみフェチだってことも……」

「フェチではない。あの何とも言えない肌はだ触ざわりと、手にした時の高こう揚よう感かんと安らぎを深く愛好しているだけだ」

　それがフェチだと言うんだろうが、と突つっ込みたいのは山々だが、久住を怒らせていいことは何もないので、おとなしく言い換かえる。

「ぬいぐるみ愛好家だってことも、最終的には受け入れてくれるんじゃないですか？　親なんだから。ギャンブル好きだとか女遊びが激しいとかと比べたら全然、罪がなくて可愛かわいいもんじゃないですか」

「君は私の父を知らないからそんなことが言えるんだ」

　久住が地の底から響ひびくような暗い声を出した。

「ぬいぐるみがないと眠れないようになったのは、ロンドンの家に住むようになった三歳の頃からだ。それまで母と同室で休んでいたのを、もう赤ん坊ぼうではないのだから一人で寝ねるようにと個室を与えられた。だが、私は慣れない広い屋や敷しきが怖こわくてね。毎晩泣き寝ね入いりしているのを哀あわれに思った母が、ウサギのぬいぐるみを買ってくれたんだ。それが初代ぴょんただ。私はぴょんたと一いつ緒しよだとよく眠れるようになった。ところが、私がぴょんたを抱だいて寝ているのを見た父は母を酷ひどく叱しかって、ぴょんたを取り上げて焼いてしまった」

「焼くって、そんな」

　希一は絶句してしまった。何も、三歳児の大事にしているぬいぐるみを取り上げて焼かなくてもいいだろうに。

「そういう父だから、ぴょんたたちを見つかるわけにはいかないんだ」

「久住さんも、なかなか苦労されてるんすね」

　宇宙人みたいに理解不能な男が、少しだけ気の毒になった。そんな幼少期だったから今みたいに可愛気のない大人になってしまったのかもしれない。

「初代ぴょんたの悲しい末路は分かりましたけど、それから何をいったいどうしたら、こんなことになるんすか」

　希一は段ボール製ウサギマンションを指さした。久住の寝しん室しつに最初に入った瞬しゆん間かんは、軽くホラーだったのだ。

「話せば長いことになるが」

「ダイジェストでお願いします」

　久住の説明によれば、初代ぴょんたを失ってから幼い久住は悪夢にうなされて眠れなくなり、とうとう倒たおれてしまった。見かねた母親が、初代ぴょんたの手て触ざわりに近いボア生き地じを手に入れてくれて、その切れ端はしを持っていれば眠れるようになり、最初の危機は去った。

　次に危機が訪おとずれたのは、全ぜん寮りよう制せいの学校に入ってからだ。慣れない寮りよう生せい活かつのストレスで再び不ふ眠みんとなって、家から持ってきていたボアの切れ端を握にぎってみるものの、一向に睡すい魔まは訪れない。常に頭に霞かすみがかかっているようで、成績も落ちてきた。

　極限まで疲れれば眠れるかもしれないと、睡すい眠みん不足でフラフラしながら街を歩いていると、ショーウィンドーにちょっとだけぴょんたに似た面おも差ざしのウサギのぬいぐるみを発見し、衝しよう動どう的にそれを買ってしまった。すると、その夜は、久しぶりにたっぷりと眠ることができた。

　そうして、二度の危機を二匹ひきのぴょんたたちと共に乗り越こえた久住だったが、最大の危機は、社会人になって日本で暮らし始めた年に待っていたのだという。

「ずっと英国で育った私は、行間を読むようなことには疎うとくてね。そうなるとどうしても人間関係がぎくしゃくする。そんな時、トイショップでウサギを買って帰ると、落ち着いて眠れることを発見したんだ。ただ、ぬいぐるみを購こう入にゆうしてしばらくすると、効果が薄うすれてきてまた眠れなくなる。だから、次々に新しいものを買い求めているうちに、ここまで増えてしまったというわけだよ」

　って、この世の真理でも語るような顔で、もっともらしく言われても。

「いくら久住さんのマンションが広くたって、ずっと買ってたら、いつかは置ききれなくなりますよ。打ち止めることはできないんですかね」

「それが長らく私にとって最大の悩なやみだったんだ。言うまでもなく、こんなことをいつまでも続けられない。初代ぴょんたのメーカーに問い合わせてみたりもしたんだが、同じ型のウサギは既すでに廃はい番ばんになっていてね」

　こめかみに軽く指を添そえ、憂うれい顔をする久住は悔くやしい程ほどさまになっている。つくづく顔のいい男は得だと思う。話してる内容はとんでもないのに。

「だが、私はあることを思いついた。自分の欲しいものが売っていないのならば、自分で作ればいいのだと」

　憂いのベールを脱ぬぎ捨てた瞳ひとみがきらきらと輝かがやき始めた。

「試行錯さく誤ごを重ね、やっと作り上げたのが現・ぴょんただ。初代ぴょんたの再現率は九十パーセント以上だと自負している。これが出来上がって以降は、新しいウサギを買っていない」

　久住は「じゃーん！」という効果音でも入れたくなるような自じ慢まんげな顔で、出張にも持ってきていた、ピンクで手足くたくたのぴょんたを差し出してきた。

「えっ、てことはこれ、久住さんの手作り？」

「そうだ。そしてここにあるウサギの三分の一程は、私が作ったものだ。理想のぴょんたに至るまでの過程に生まれたものもあるし、単にうまく作れるようになったことが嬉うれしくて気晴らしで作ったものもある」

「久住さん、ウサギの増ぞう殖しよくを打ち止めにするために究極のぴょんた作ったんでしょうが。この上増やしてどうすんですか！」

　予想以上にディープでコアな入れ込みぶりに、若じやつ干かん程度じゃなく引く。希一がゲイであることより久住のこのウサギへの執しゆう念ねんの方が、人に理解されない度合が強いような気がしてきた。

（俺、普ふ通つうのゲイでよかった……）

　ごくかいつまんだと言う割には詳しよう細さいだったぴょんた話を語り終えると、久住は言った。

「ぴょんたたちの居場所も定まったことだし、私はそろそろ自宅に戻もどろうと思う」

「ああ、明日も会社ですもんね。お互たがい、寝ておかないと」

　希一より数センチ低い位置にある切れの長い涼すずしげな眼めが、何かを言いたそうにじっと見つめてくる。なまじ顔が綺き麗れいかつ好みなだけに、ちょっとドキッとしてしまう。

（な、何だ？）

「だから、高丘くん」

「はい、何でしょう？」

　今夜の希一の頑がん張ばりに労ねぎらいのひとことぐらいあるのかと思い、久住が言いやすいようにとさりげなさを装っていると、久住はこう言った。

「しばしの間、私たちだけにしてくれ」

「……はい？」

　私たちって、誰だれと誰？

　久住がぴょんたに近づき、邪じや魔ま者ものを見る目で冷たく希一を振ふり返ったので、全すべてを理解した。

　ワンルームの狭せまい部屋では他ほかに行くところもなく、仕方なく玄げん関かんドアの外に出る。

（ここ、俺んちなんですけど。どうしてこんな真夜中に、自分の部屋から追い出されてんでしょうか）

　ドアにもたれかかって、アパートの外廊ろう下かでどっぷりと自己憐れん憫びんに浸ひたる。何もかも忘れて早く寝たい。何でもいいからとっとと別れを惜おしみ終わってくれ。

　少し時間を置いてからもうそろそろかと思い、ノックしてからドア越ごしに声をかけてみる。

「まだ、入っちゃだめですかー」

「まだだ！」

　間かん髪はつを容いれず久住の厳しい声が返ってきて、希一は悄しよう然ぜんとドアに背をつける姿勢に戻る。

　と、ちょうど階段を上ってきた、隣となりの部屋に住む若い遊び人風の男と目が合った。男は希一を見てバカにしたようにふん、と鼻で笑ったかと思うと部屋に入って行った。

（これ、どう見ても部屋を追い出されてる男に見えるよな。しかも、返事も男だったの聞かれたよな……）

　いつも挨あい拶さつも返さない感じが悪くて頭の悪そうな隣の住人から、「ゲイの痴ち話わ喧げん嘩かで追い出されてる情けないヤツ」と認にん定ていされたに違ちがいない。この先も当分住む予定のアパートなのに。

　会社も住まいも、どんどん居い心ごこ地ちが悪くなっていく。すべての原因は、間ま違ちがいなくドアの中で歴代ぴょんたたちと名残なごりを惜しんでいる男・久住だ。

　別れの儀ぎ式しきが終わり、「ぴょんたたちに決して触ふれるなよ」と散々念を押してから、気が済んだ久住がようやく帰っていった。

　自室に戻ることができた希一は、段ボールマンションの中から一いつ斉せいにこちらを見返すウサギたちのつぶらな目にあってげんなりした。

（ただでさえ狭いアパートが、ウサギの飼育小屋みたいになってるんですが。つか、この部屋を知り合いに見られたら、俺の正気が疑われるわ！）

　希一への配はい慮りよが、ウサギどもに向けるそれの百分の一でも久住にあれば。異動以来ずっと終わる気配がない悪夢に、希一は頭を抱かかえたのだった。







　　　　◇




　ウサギの存在が気になったのは最初の日だけで、希一はすぐに物言わぬぬいぐるみたちの存在に慣れてしまった。元来神経の細い方ではないし、見慣れてしまえば、ちょっと変わった壁かべの飾かざりのようなものだ。ただでさえ狭い部屋がより狭くなったのは痛いが、一週間の辛しん抱ぼうと思えば何てことはない。

　不思議なことに、会社では以前ほど久住の態度が気にならない。お蔭かげで胃の調子もすこぶる快調だ。完かん璧ぺきだと思っていた久住の思いがけないフェチぶりを知って、美化されていた部分が跡あと形かたもなく消え失うせたせいかもしれない。こんな顔していてもしょせん、家に帰れば……と思えば、余よ裕ゆうでいられるのだ。

　いまさら久住の覚えがめでたくなることなどないだろうが、クビにさえならなければいい風が吹ふくときも来るだろう。そう思いきってからは必要以上に萎い縮しゆくすることもなくなり、ミスも減って発言量も増えた。持ち前の明るさが戻ってきて、冗じよう談だんの一つも出るようになると、いきおい職場の雰ふん囲い気きも明るくなる。

　希一は、本来の調子を取り戻しつつあった。

　一方、会社での久住は相変わらずで、怒ど濤とうの出張の夜や、その後の個人的取引が噓うそに思えるほど、仕事での最小限の関かかわり以外は綺麗に希一を無視している。そんな風だから、家に戻ってカラフルなウサギたちを見ると、何だかシュールな夢を見ているように思えるのだ。







　ウサギ部屋化した部屋で週末を過ごし、それなりにリフレッシュして出社した月曜日。

「はよーっす。……あれ？」

　希一は課長席にいる久住の顔色がすぐれないことに気づいた。

「久住さ……じゃない、課長、何か顔色悪くないっすか」

　久住はびくっとデスクから肘ひじを浮うかせ、警けい戒かい心しんの漲みなぎる目で見返してくる。

「そんなことはない。体調は万ばん全ぜんだ」

「なら、いいんすけど」

（何だよ。そんな警戒することないだろうが）

　別に気安く振ふる舞まおうとしたわけじゃない。体調を心配しただけなのに、何だこの態度。

　誰が心配なんかしてやるか、と腹立ちまぎれに一度は思ったものの、やはりその日の久住は少し変だった。電話を取るのが一いつ拍ぱく遅おくれたり、会議中に意見を求められていることに気づかなかったり。どちらも、普ふ段だんレスポンスが速すぎるぐらいの久住には珍めずらしいことだ。

　一日中久住の様子を気にしているうちに、ふと思った。

（もしかして、ちゃんと眠ねむれてないんじゃないか）

　ぴょんたがないと眠れないと言って、わざわざ出張先まで持参していたぐらいなのだ。あれから五日。もしも十分な睡すい眠みんがとれていないとしたら、かなりつらいだろう。

　定時が終わって残業時間になり、一人二人とフロアから人が減っていく。いつも残業などしない久住が、今日に限ってまだ帰らない。顔が真っ青だ。早く帰ればいいのに。

　久住は苦手だが、事情を知っているのが自分だけだという思いがあるから、どうしても気になってしまう。ぐずぐずと帰りを引き延ばしていると、久住本人が課長席から声をかけてきた。

「高丘くん」

「は、はいっ？」

　最近は必要最低限の接せつ触しよくしかないので、急に話しかけられると妙みようにビビってしまう。

「納期の迫せまっている仕事は、今ないはずだろう。用がないなら早く帰りたまえ」

　用もないのに残っていたのがバレていた上、叱しかられてしまった。それならそれで、言いたいことだけ言って帰ろう。

「あの。課長も帰られた方がいいですよ。具合悪そうだし」

「言われなくても、もう帰るつもりだ」

　席から立ち上がろうとした久住の体が大きく傾かしいだ。希一が駆かけ寄って支えると、

「大だい丈じよう夫ぶだ。放……」

　そんな状態なのに抗あらがおうとする久住にイラッときて、思わず「こんなときまで意地を張らない！」と叱りつけてしまった。久住はびっくりしたのか目を大きく瞠みはっている。

「心配しなくても、あなたをタクシーに放り込む時になったら放します」

　タクシーを一台手配し、久住を支えてエレベーターに乗せる。よほど調子が悪いのだろう。腰こしを抱えた希一の腕うでをふりほどくこともせず、ぐったりとしている。

（腰、細いんだよな。細いだけじゃなくて、お尻しりにかけてはこう、いい感じにせり出してて）

　思わずそれとなくてのひらを下ろしたい欲よつ求きゆうに駆られるが、（具合の悪い人につけこむような真似まねを！）と希一は自分をいさめた。

「久住さん、やっぱりウサギがないから寝ねれないんでしょう。久住支社長はもう久住さんのマンションにいらしてるんですか」

　久住は力なく首を横に振った。

「俺、ぴょんただけでもマンションに持って行きますから」

「だめだ。いつ父が来るか分からないんだ。またぴょんたを燃やされたりしたら耐たえられない」

「そんなこと言ったって、寝ないわけにはいかないでしょう」

　それでも、久住が青ざめた唇くちびるを引き結んで頑かたくなに首を横に振っているから、希一はため息をついた。本人が嫌いやがるならどうしてやることもできない。

　会社のエントランスだけは外聞を気にする久住を一人で歩かせ、社屋の外に出ると、既すでにタクシーが停とまっていた。

「じゃあ、何かあったら呼んでください」

　久住だけタクシーに乗せ、離はなれようとしたが、何故なぜか離れられない。見れば、希一の袖そでを久住がつかんでいる。美しい双そう眸ぼうが、必死の色を浮かべてこちらを見上げている。

「誰だれもいないマンションに帰りたくない。君のアパートに連れて行ってくれないか」







　熱っぽい声で誘さそい受け風のセリフを吐はいた張本人は、希一の部屋に着くやいなや、バサバサと服を脱ぬぎだした。

「ちょ、ちょっと。久住さん？」

　希一が見ている前でボクサーパンツ一枚の姿になると、洗面台で急いで手を洗い、迷いのない足取りで一直線にベッドに向かう。

（何だこの超ちよう展開は。俺はゲイのヤリチンとして忌いみ嫌きらわれていたんじゃなかったのか？）

　希一のベッドにダイブした久住の半はん裸らは、希一には刺し激げきが強すぎた。

　無む駄だな肉が一いつ切さいない腹部や、乳ち首くびが目立たないピンクベージュの乳にゆう暈うん。下半身は下着に包まれているものの、過去に見た剝むき出し映像がしっかりと目に焼き付いていて、ほとんど透とう視しができるようになったと錯さつ覚かくしそうなほどだ。

　上品でいて扇せん情じよう的。見れば見るほど理想のボディ。

　理解を超こえる展開と鼻血を噴ふきそうな眺ながめに理性が吹っ飛びそうになり、一いつ瞬しゆん「この体を抱だけるならクビになってもいい！」と思いそうになる。が、しかし。

「ぴょんた～～～！」

　いきなりストリップショーを目の前で始めてくれた男の、水入らずの時を過ごしたい相手が希一であるはずもなかった。ウサギを力いっぱい抱きしめ、頰ほおずりし、ふんふん匂においをかいでいる姿は、とてもじゃないが久住ファンだという社内の女子連中に見せられたものじゃない。

　希一は股こ間かん以外の全身が脱だつ力りよくした状態になり、やさぐれて投げやりな気持ちにもなった。この試練は、男日照りの続く身にはあまりにむごい。

「あの。参考までに聞きたいんですが。何で服脱いだんですか？」

「外で着た服でぴょんたを抱きしめたら、ぴょんたが汚よごれるし匂いが移る」

「あー。なるほど。……あのですね。これもあくまで参考までになんですが。俺ってゲイじゃないですか。いくら久住さんが好みじゃないと言ってもですね、そこまで露あらわな格好をされると……って、聞いてないか」

　久住はピンクのウサギを抱きしめて、安心しきった子供のような顔で寝ね息いきを立てていた。　>>>♥







　先に目を覚まして簡単な朝食の準備も終えた希一は、先さき程ほどから眠っている久住を観察していた。長い睫まつ毛げで縁ふち取どられた薄うすい瞼まぶたがひくひくと動いて、もうすぐ目覚めそうだ。

　コーヒーの香かおりを嗅かぎつけたのか、薄うす目めを開けた久住は、自分の腕の中のぴょんたを確かく認にんしてにっこりし、至し極ごく満足そうに吐と息いきをつく。寝ね乱みだれた前まえ髪がみが額に掛かかって、とても年上には見えない。

（可愛かわいい顔しちゃって）

　次の瞬しゆん間かん久住はぎょっとしたように跳はね起き、希一を見るなり痴ち漢かんに出くわした女子高生のような表情で「ひっ」と叫さけんだ。普段が無表情だけに、久住の百面相を観察しているのはなかなか面おも白しろい。

「昨夜からの記き憶おくがないのだが……まさか君は私に、何かよからぬことを」

　面白がっている場合ではなかった。踵かかと落としを避さけまくるのはこりごりだ。

「してませんよ。人を強ごう姦かん魔まみたいに。久住さんはここに来るなり勝手に服を脱いで、ぴょんたを抱いて寝ちゃったんじゃないですか。ちなみに、俺は同じベッドには寝てませんから」

「……そう言えば、私は君の好みから大きく外れているんだったな」

　久住はきょろきょろと周囲を見回し、壁かべに掛けられた自分のスーツ一式を見て、少し気まずそうな顔になる。

　さすがに半裸は気き恥はずかしくなったのか、ハンガーからシャツだけ取って着てみたようだが、半裸とはまた別の何かを醸かもし出す姿になっていることには気づいていまい。

（これはまたこれでやばいです。空っぽになっててよかったです俺のタンク）

「眠れてよかったですね。顔色もよくなってますよ。ぴょんた効果、すごいっすね」

「昨夜は随ずい分ぶんと迷めい惑わくをかけたようだ。君の方が寝ね不ぶ足そくの顔をしている」

「俺は大丈夫、体力だけには自信ありますんで。ははは」

　希一は空元気を出して笑った。

　久住にベッドを奪うばわれた希一は床ゆかに寝たのだが、そんなことは学生時代に散々した雑ざ魚こ寝ねで慣れている。寝不足の原因は、別のところにあった。

　狭せまい部屋の中に、理想通りの顔と体をした男が半裸で眠っている。この状じよう況きようでもよおすなと言う方が無理な注文で、結局希一は一晩で三度も劣れつ情じようの処理をする羽目になった。

　ようやくそれで眠りについたはいいものの、目覚めたとたんにまた久住の姿が目に入ってしまって、朝っぱらからもう一度。抜ぬきすぎて、今朝は大事なところが少しだけ痛い。

　簡単にトーストとハムエッグとコーヒーの朝食を済ませ、二人で家を出る。アパートの鉄階段を二人で下りていく際に、朝帰りらしい隣りん室しつの男とすれ違ちがった。久住をじろじろ見ていたから、ゲイの恋こい人びとだと思われてるんだろうなと思うけれど、久住には言わない方がいいだろう。

　ホームで一いつ緒しよに電車を待っていると、かつての妄もう想そうの中にいるようで、くすぐったいような妙な気分だった。

　久住はずっと言葉少なにしていたが、気まずそうにこう切り出した。

「その、済まなかった。君と交かわした契けい約やくはぴょんたたちを預かることだけで、私まで泊とまるなどということは明らかに契約外だ」

　何と、久住が謝っている。身勝手でこちらを見下していて、希一が何をしても気に食わないんだろうと思っていたから、思いがけない素す直なおさにびっくりだ。

　神しん妙みようでばつが悪そうな、こういう人間味のある顔は悪くないなあ、と思っていると、

「何か謝礼をしたいが、君のようなタイプが何を欲しがるのか見当がつかないので、金銭でいいだろうか」

　と言われて、ほんわかしつつあった気分がカチンと固まった。

「別に、たいしたことはしてないですし。第一、どうしてお金って発想になるんですか。俺、見返りを期待してるように見えますか」

「恩を受けたままにしておくのは時として弱みになると教えられてきたので」

　久住は本気で当とう惑わくしているように見える。人から親切にされるのに慣れていないのかもしれない。このひとはもしかしたら、とてつもなく人間関係に不器用なんじゃないだろうか。

「そういうこともあるかもだけど、ちょっとした親切は、ただありがとうって受け取ればいいんじゃないですかね。そういうのって、した人の方もちょっといい気分になるもんでしょ」

「でも、それでは私の気が済まない。金銭がいけないなら、他ほかに何かないだろうか」

「じゃあ、会社での接し方をもっと優やさしくしてくれるとか？」

　期待を込めて提案してみるが、久住は途と端たんにいつもの傲ごう慢まん王子の顔に戻もどってしまう。

「仕事とプライベートは混同しない主義だ。それに、職場でのやりとりはなるべくしてああなっているのだから、恩を受けたからと言って手心を加えるつもりはない」

「じゃあ、せめてヒントだけ。俺の企き画かく書しよ、どこがそんなにだめなんですかね。と言うか、営業出身ってところを買われて商企に呼ばれたんだと思ってたんですけど、違うんですか」

「質問は一度に二つしないものだ。まず、君を呼んだきっかけだが、営業と商企が必ずしも友好的とは言えない関係なのは、君も知っているな」

「まあ、それは会議とかでも何となく感じてましたけど」

　目の前の売り上げに全力を傾かたむけて常に数字と闘たたかっている営業と、新技術や次のトレンドを見み越こして新しいものを作り出そうとしている商企では、売れる商品をという願いは一つでも、目線が微び妙みようにずれている。

　営業マンだった頃ころは、売りにくい商材でも営業努力で売り抜こうと知ち恵えを絞しぼる毎日だったが、他社の人気商品を横目に悔くやしい思いをしたことも数知れず、「もっと売れる商品を寄よ越こせよなあ」とぼやく先せん輩ぱいを見てきた。

「営業は商企が市場を知らないと言う。商企からすれば、売り上げを睨にらむだけでは新しい付加価値のある商品は生まれないという思いがある。本ほん田だ課長とやりあった時に、それなら営業の若い社員を商企にと、半ば売り言葉に買い言葉のようにして、君を引き取ることになった」

「そんなあ……」

　商企に来てからは散々だったけれど、呼ばれたのはそれなりに評価されたからだと思っていたのに。課長同士の喧けん嘩かの果てに嫌いや々いや引き取ったなんて、知りたくなかった。

「話は最後まで聞け。きっかけはそれだが、営業出身の君に期待していなかったわけではない。違う切り口から、市場のニーズとうまく擦すり合うものを提案してくれたらいいと思っていた。だが、今の君はあまりにも営業視点のままだ。先日同行した工場見学、君は何を思った？」

　ランニングシューズの製造過程を見学し、自分でも一部の工程を体験させてもらって感じたのは、思っていたよりずっと手作りの工程が多いということだ。

　そして、アスリートたちの要望をどうすれば達成できるか真しん剣けんに討論している技術者たちは、作業着姿のどこにでもいそうなオヤジといった風情ふぜいでありながら、とてもかっこよく見えた。

「今まで売る立場として商品に誇ほこりを感じてきましたけど、作る立場から見たＫＵＺＵＭＩブランドの伝統や良心みたいなのが、すごくかっこいいなあって、……あ」

　希一の中で、突とつ然ぜん回路が繫つながったような感覚が起こった。

　営業マンとして欲しいと思う商材、工場の面々のクラフトマンシップ、ランニングを始めたばかりの人からトップアスリートまでの生の声。それらがオートで一つのストーリーへと組み上がっていく。

「何か思うところがあったようだな」

　いつも通りの能面フェイス。だが、見慣れてきた目には、久住の瞳ひとみがうっすらと笑えんでいるのが分かる。工場へ連れて行ってくれたのも、久住なりの教育だったのかもしれない。

「はい。何かものすごく燃えてきました。一皮むけたものができる気がします」

「口だけで終わらないように願いたいものだな。それと、私は見込みのないものに自分の時間を割さくのは嫌きらいだ。これはと思えばビシビシしごく。逆に、何も言われなくなったらそういうことだと心得ておけ」

「はいっ。久住さんにビンビンにしごいてもらえるよう、鋭えい意い努力します！　あ、それから、もう数日でぴょんたたちのお預かり期間は終わると思うんですけど、それまでに眠ねむれなかったら、いつでもうちに泊まってくれていいですからね」

　久住は今度こそ、小さいけれどはっきりと笑顔を浮うかべた。それは少しぎこちなくて恥はずかしそうで、でも実に魅み力りよく的な笑顔だった。もう久住には恋れん愛あい感情を持っていないはずの希一でさえ思わず見とれてしまうほどに。

　受難としか思えなかったミッションも、もうすぐ終わる。あのウサギマンション状態ともおさらばと思えば少し寂さびしい気もするが、それは単に、異常に場所を取って圧あつ迫ぱく感かんのあるお荷物を厄やつ介かい払ばらいできるという解放感がそう思わせているんだろう。お蔭かげで最悪だった久住との関係も若じやつ干かん改善したようだし、終わりよければ全すべてよしだ。

　地下鉄の駅から出たところで、久住がスマートフォンを操作して言った。

「父からのメールだった。中国の工場でトラブルがあり、事態の収束を見るまで来日できなくなったそうだ。その代わり、暇ひまを見つけたらその足で飛んでくると言っている。私たち双そう方ほうにとって悪いニュースだ」

「と言うと？」

「父の来日が延期になるうえに、それがいつになるのか分からないということだ。一か月後かもしれないし、数日後かもしれない。そしてその日は突然にやってくる」

「つまり……」

「ぴょんたたちを君のアパートに預かってもらうのが、いつまでになるのか分からなくなった」

　ウサギマンションと別れるのが寂しいなんて、ちらっとでも思うんじゃなかった。







　というわけで、久住と希一は条件の変へん更こうに伴ともない、新たな契約を交わすことになった。





一．　　ぴょんたたちの預かり期間は正確な期限を定めず、久住支社長が帰国するまでとする。

二．　　新たな条件は希一に対してフェアでないので、久住は必要に応じ仕事上の助言を与あたえる。

三．　　久住は、睡すい眠みん不足を感じた時はいつでも、希一の家を訪おとずれることができるものとする。









　　　　◇




「だーっ！　裸はだかで出てこないでくださいって言ってるじゃないですか！　忘れてるんじゃないですか。俺ゲイですよ？」

「忘れてはいないが、私は君のタイプではないんだろう？　それなら問題ないじゃないか」

（そんなわけあるかぁ！）

　バスタオルで体を拭ふきながら風呂ふろから出てきた久住は、平然と希一の前で持参してきた下着とパジャマを身に着けていく。

　今日も久住は、ぴょんたたちに会うために希一の家を訪れ、当然のように風呂を使い、今は我が物顔で希一のベッドに横たわって、ぴょんたとその仲間たちを思う存分もふっている。

　希一が久住を好みでないと言い、一度半はん裸らで泊とまっても何もなかったことを経験してから、久住は希一に対する警けい戒かい心しんをまるでなくしてしまったらしい。

　男の下半身がそんな都合よくできているなら誰だれも苦労はしないのだ。無防備に過ぎるあれこれで希一の忍にん耐たい力は試ためされっぱなし。希一の苦情により今は着衣をしているが、久住の生胸や生なま尻じり、そして生……を見てしまった目には、薄うすい布一枚などあってないようなものだ。

　現に今も希一は久住と入れ違ちがいで風呂ふろ場ばにこもり、今見たばかりのつやつやぷりんとした尻を思い出して、（このお湯に久住も浸つかったんだ）などと思いながら暴発寸前のモノの始末を一人でつけ、行き場のない欲よく望ぼうをお湯と共に流した。

　あれから半月。久住が思った以上に頻ひん繁ぱんに、と言うかほぼ毎日やってくることには、もう慣れてしまった。久住の残念すぎる部分を知ってみると、久住がいる生活は意外にも苦痛ではなく、時には楽しいと感じることさえある。久住は庶しよ民みんの常識には疎うといところがあって、可愛かわいげがないはずの男がちょっと可愛く思える時もある。

　問題はただ一つ、思った以上に切せつ羽ぱ詰つまった希一の劣れつ情じようである。有り余る精力を削そごうと、昨日駅前で四百ミリリットルの献けん血けつをしたばかりなのに、何の効果もないようだ。今日も会社の資料で「もちろん」と書いてある部分を「もろちん」に空目してしまった。

（だめだこんなことじゃ。終わってる。つか最初から何も始まってない）

　希一は派手に遊ぶタイプではなく、一人の人と深くつきあいたい方だ。幸か不幸かゲイモテする方なので、その気になれば相手には事欠かないが、引き締しまった体目当てで寄ってくる男には真面目まじめなつきあいを重いと感じる手合いも多い。そのためか恋こい人びとには恵めぐまれず、ここ三年は短い関係を繰くり返すばかりで、特定の相手はいなかった。

　仕事の忙いそがしさも相まって、一夜限りの関係など空むなしいと、そういう手合いの集まる店にも足が遠のいていたのだが。

（誰か、適当な相手と会おうかな）

　誘さそえば乗ってきそうな顔は思い浮かぶし、久住には希一がいなくても勝手に入っていいからと鍵かぎを作ってやったのだから、別に気き兼がねせず遊べばいいのだ。

　なのに、久住とぴょんたたちがいる空間に磁場でも発生しているかのように、どういうわけか足が自宅に向く。顔を見ればつい食事を作ったり、何くれとなく世話を焼いてしまう。そして今日も無自覚な色気をまき散らかしている男にくらくらしているというわけだった。

「土産みやげなんかいいですよ。毎日のことだし、お金使わないで手ぶらで来てください」

　希一がそう言っても、育ちが良くて律りち儀ぎな久住は、毎日何かしら手土産を持ってやってくる。かけられている迷めい惑わくは計り知れないのだが、そういう固さが何だか憎にくめない男だ。

　久住は今日の土産である美味うまそうな地ビールを「高丘くんもどうだ」と差し出してきた。風呂ふろ上あがりのビール。さぞかし美味いことだろう。だがしかし、ただでさえ性せい欲よくが暴走しそうなのに、アルコールが入ったらどうなることか。

「飲みたいんすけど、今日ちょっと腹具合が微び妙みようなんで、遠えん慮りよしときます」

「そうか？　残念だな。冷蔵庫に入れておくので、治ったら飲みたまえ」

　膝ひざにぴょんたを置いてベッドに腰こし掛かけ、しばらくビールを飲んでいた久住は、目をこすり始めた。昨日は二時間ぐらい仮か眠みんして帰っただけだから、寝ね不ぶ足そくなのだろう。

「久住さん、眠いんでしょ。寝てください。置きスーツもあるんだし今夜は泊とまれば」

　久住は周しゆう到とうなことに、下着や歯ブラシ、いざという時のためのスーツ一式まで希一の部屋に持ち込んでいる。まるで半同どう棲せいの恋人状態だ。

「でも、私が寝たら、君が床ゆかに寝るはめになる」

　そう言っている端はしからうつらうつらしているので、手から缶かんを受け取ってやる。

「平気です。たまに床に寝るぐらい」

「君も疲つかれがとれないと明日に障さわるだろう。多少狭せまいがベッドに一いつ緒しよに寝ればいいじゃないか。君は私に気兼ねしているようだが……私は君を既すでに信用して……」

　ぱたん、とベッドに倒たおれて目を閉じた久住は、ぴょんたを抱だき寄せて満足そうに微笑ほほえむと、すぐに寝ね息いきを立て始めた。

（……おい）

　そんなに信用されても困る。元々性せい欲よく強め、欲よつ求きゆう不満が高じて飢き餓が状態の二十五歳の男だぞ。

　間ま違ちがいがあってはクビどころか命が危あやういので、今夜も床に寝る方が無難だ。余計な妄もう想そうを逞たくましくする前に、さっさと寝てしまうに限る。

　そう思っていながら、作り物に見えるほど完かん璧ぺきに整った寝ね顔がおを見つめることが止められない。二十九になるというのに、シミやほくろの一つも見当たらないし、髭ひげの剃そり痕あとも目立たない。このひとはどうなっているんだ。

（男でいい大人で中間管理職で、普ふ段だんあんなに威い張ばっているくせに、今はぬいぐるみを抱いて寝てる。内情を知ってみれば、こんなに痛くてキモいヤツもいないんだ）

　そう言い聞かせてみても、久住の寝顔は揺ゆるぎなく美しい。一緒に寝ればいいという言葉の誘ゆう惑わくと変な磁力に負けて、希一はついふらふらと、久住の隣となりに体を滑すべり込ませてしまう。

（ちょっとだけ）

　変な真似まねはしない。ちょっと恋人気分を味わってみるだけ。

　慎しん重ちように、体に触ふれることがないよう、久住の背中側に同じ姿勢で添そうように横たわってみる。久住の首筋から、希一と同じシャンプーの香かおりだけじゃない、ものすごくいい匂においがする。これがフェロモンってヤツだろうか。

　そばに寄るほど飢き餓が感かんは強まるが、同時にものすごく大切なものを腕うでの中に抱かかえているような、切ない痛みを感じた。こんなに無防備で希一を信用してくれているひとを、裏切るような真似をしちゃいけない。（眠ねむれるかな……）と思いつつ目を閉じた、その時。

「ん……」

　寝ね返がえりを打った久住の腰こしが、希一の下腹を強めにこすり、既に半勃ぼつ起き状態だったモノは、ダイレクトな刺し激げきによってスカイツリーのごとく完璧に屹きつ立りつした。これ以上接せつ触しよくしていたら大変なことになりそうで、希一は慌あわてて久住をまたいで手足を突つき、自分のモノを離はなそうとする。

　ところが、とっさに取った体勢が仇あだになり、久住のビジュアルをまともに見下ろすはめになってガツンと衝しよう撃げきを受けた。すぐ真下に、薄く開いた久住の唇くちびるがある。久住の上に四つんばい状態で手をついているという状じよう況きようにカーッと頭が煮にえ立つようになり、気がついたら希一は形良い唇に夢中で吸い付いていた。　>>>♥

　思った以上にしっとりして柔やわらかい感かん触しよく。さらに理性は煮え崩くずれ、何度もキスを繰り返す。本当は舌を入れたいけれど、さすがにそれは目を覚ますだろう。久住が今起きたら即そく死しだぞ、早く止めないと。そう思いつつ、あと一回だけ、と欲よく張ばってしまう。

　それにしても、久住は理想的なプロポーションをしている。肌はだも綺き麗れいだ。さっきは動どう揺ようしてちらっとしか見れなかったけれど、せっかくの久住の全ぜん裸らだったのに、惜おしいことをした。遠慮しないでガン見しておけばよかった。

　いい加減煮え切った頭で希一は思う。たとえば、少しだけ下着をずらしてみたらどうだろう。

　この部屋での久住の眠りがとても深いのは知っているし、今夜はビールも飲んでいる。そう簡単に目覚めやしないと、心の中で悪あく魔まがささやく。酷ひどいことをするわけじゃない。さっき見れなかった分を今、拝見するだけ。そのぐらいなら罪には当たらないんじゃないだろうか。

　パジャマのズボンの縁ふちに指を滑り込ませ、ボクサーパンツに包まれた膨ふくらみのところまで、じわじわと下ろしていく。久住は目覚めない。次は下着だ。ゴムと肌の間に指を入れ、平らな白い腹から茂しげみ、そして一度は自分の口で味わったことがある久住自身が露あらわになっていくにつれ、激しく興奮する。

　ノーブルな寝顔で安らかな寝息を立てている人の、下半身は大事なところだけ露ろ出しゆつしているという姿が、あまりにも倒とう錯さく的だ。希一は辛しん抱ぼうたまらなくなって、ギンギンになってしまった自分のモノを取り出して扱しごき始めた。

　唇を合わせながら、自じ慰いをする。久住の上で腰を振ふっているというこの状況に、さらに興奮は過熱していく。

（ああ、たまんねえ。挿いれたい挿れたい挿れたい）

　久住の中はどんな感じがするんだろう。格かく闘とう技ぎを習っていたと言うだけあって、久住の体にはいい筋肉が薄く張っているから、中もたぶんよく締まるだろう。いっぱい慣らして、欲しがるまで焦じらして、内側から前ぜん立りつ腺せんを突いてやったら、妄想通りに泣いてよがるだろうか。

　もう、何も考えられない。覚えがないぐらいの速さで一気にピークに登りつめ、放出の快感に身を震ふるわせる。

　てのひらのなかで粘ねん液えきが冷えていく感触に、ハッと我に返った。見れば、受け止めきれなかった白はく濁だく液が、久住の性器にかなりの量かかってしまっている。何てことだ！

　希一は超ちよう高こう速そくで自分のてのひらをティッシュでぬぐい、久住を起こさないようにアレを清めねばと考えていたその時、ふいに久住が身じろぎをしたので、全身の血が凍こおった。

（自分のちんこが勝手に剝むき出しにされ、あまつさえ俺のもので濡ぬらされてるのをこのひとが知ったら！）

　前例があるだけに、「ちょっと拝見して自家発電してただけです」なんて言っても信じてくれるはずがない。寝ている体にえげつないことをしたんだと誤解されるのは必至だ。間違いなく瞬しゆん殺さつされる！

　希一は反射的に久住のボクサーパンツをぐいと引き上げた。すると、久住が「ううん……」と呻うめいたので、もはやこれまでかと観念すると、「ぴょんた……」とつぶやくなり、再び静かになった。

　ああ、脅おどかさないでくれ。死ぬかと思った。

　そこで希一は大変なことに気がついてあっと声を上げそうになった。希一のかけたものを始末しないまま、パンツをはかせてしまった。見ているうちにも、久住のボクサーパンツの前に次し第だいにシミが広がっていく。こうなるともう、どうしようもない。希一は仕方なく、久住のパジャマも所定の位置に直した。

　寝ている人の真上で自慰をするなんて。何てバカな真似をしてしまったんだ。目を覚ましたら下着の汚よごれに気づかないはずはない。これで久住は二度と希一のことを信用してくれなくなるだろうし、泊とまることもなくなるだろう。

　呆ぼう然ぜんとしながら洗面所で汚れた手を綺麗にして戻もどると、久住がベッドの上に正座して自分のズボンの中を覗のぞき込んでいたので、驚おどろきのあまり絶ぜつ叫きようしそうになる。

　久住ははっとしたようにパジャマを戻し、前かがみの姿勢になった。

「……あのですね、久住さん……」

　久住の蹴けりに備えて、頭部を守ろうか、それとも男性の証あかしである局部を守ろうかと、瞬しゆん時じに思考を巡めぐらす。

「す、すまない。妙みような夢を見たようで、その、……少しばかり失敗してしまったようだ。君のベッドでこんな……。こんなことは自分の家でもなかったんだが……」

　襲おそいかかってくる気配はない。それどころか、いつも毅き然ぜんとしている久住が、手で前を隠かくし、しどろもどろになって顔を真っ赤にしている。もしかして、希一の仕し業わざだとも気づかず、夢精したとでも思っているのだろうか？

　生き延びるチャンスだ！　ここはこの誤解を利用して、何としても言い抜ぬけなければ。

「い、いやいやいや！　全然オッケーです。何でしたらどんどんいっちゃってください！」

　どんどんって何だ。これではハイテンション過ぎて不自然だ。もっと自然に振ふる舞まわねば。

　動揺を悟さとられないように、必死で何食わぬ顔を作る。恥はじ入っている久住の様子に胸が痛むが、命には代えられない。

「え、えっと、そのままだと気持ち悪いでしょう。風呂ふろで流してきたらどうですか」

「軽けい蔑べつしないのか……？　いい歳をして、こんな……」

「軽蔑なんてそんな。男なら誰だれでもありますって。恥ずかしがるようなことじゃないすよ。俺なんてもう、そんなのしょっちゅうだし！　若い証しよう拠こじゃないすか。ははは！」

「しょっちゅう？」

「ええ、しょっちゅう」

　いくらなんでも中学生じゃあるまいし、しょっちゅうなんてことはないが、つい勢いでそう言ってしまう。

「俺のでよかったら、着き替がえ貸しますよ」

「お蔭かげで気が楽になった。ありがとう。いろいろと済まない」

　久住が風呂ふろ場ばにこもってしまうと、希一は全身の力を抜いて、口から魂たましい的なものが抜け出てしまいそうなぐらい深いため息を吐はいた。何とかピンチを脱だつしたようだ。

　安あん堵どしたら、今度はものすごい罪悪感が襲ってきた。

（久住さん、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！）

　本当は全部希一のせいなのに、久住を騙だました形になって、お礼まで言われてしまった。

　希一は風呂場の方向に向かって手を合わせ、埋うめ合わせに何でもします、と心の中で詫わびたのだった。







　二人きりの部屋にばかりいるから、エロいことばかり考えてしまって煮に詰つまるのだ。

　そう思った希一は、週末にまた部屋へとやってきた久住に、今日は外出しないかと提案する機会を狙ねらっていた。

　久住は部屋に着くなり、綺麗に手を浄きよめてからウサギマンションのチェックを行い、目ざとく小さな変化に気がついて、一体のウサギのぬいぐるみを取り上げた。

「これは？　私のものじゃないな」

「ええ、それ久住さんにあげようと思って。つっても、ゲーセンで取ったやつなんですけど」

　会社帰り、通りすがりのゲームセンターで、このウサギがケースに入っているクレーンゲームを見かけたとき、先日の自慰事件のお詫びをするならこれしかないとピンときたのだ。

　とは言え、ぴょんたたちみたいに手作りとかぬいぐるみ専門店の品とかではないので、久住の気に入るかどうか、後になって心配が募つのってきていたのだが。

「ウサギのぬいぐるみはかなり見てきたつもりだが、このウサギは見たことがなかった。ありがとう」

　珍めずらしそうにウサギを点検していた久住がさも嬉うれしげに新しいウサギを胸に抱だきしめた。

　合格だったようでよかったと、とりあえず胸むねを撫なで下ろす。久住の機き嫌げんが上々であるうちに、出かける提案をしてしまおう。

「久住さん、今日は外に出かけませんか」

「外に？　何故なぜ私が君と出かけねばならないんだ」

　久住は胡う乱ろんな目を希一に向けてきた。ここでこころゆくまでウサギたちをもふる方がいい、と目が言っている。だが、希一の下半身事情もそれなりに切せつ羽ぱ詰つまっている。自慰事件の負い目を感じながらも、何とかこの自分にとってのみ閉へい塞そく的な状況を打開しようと、必死で説得を試みた。

「だって、このところ夜も週末もずっと久住さんと過ごしてるでしょう。俺、ずっと部屋にこもってるのって性に合わないんすよ」

　希一の言葉を聞くと、久住は少しばつが悪そうな顔になった。

「……まあ、私が訪ねているために君のオフタイムを奪うばっているのは事実だからな。その点では申し訳ないと思ってはいる。上司の私と顔を突つき合わせてばかりでは、君もどこかで発散しないとストレスがたまるんだろう」

　発散しないとやばいのは性せい欲よくなのだが、久住はいいように解かい釈しやくしてくれたようだ。

「私としては君が一人でどこへ出かけてくれても一向に構わないんだが、それでは私がこの部屋を乗っ取ったようで気分が悪いだろうしな。よし、今日は君が出かける予定につき合うとしよう。それで、どこに行くつもりだ？」

「どこにでも。久住さんが行ってみたいところがあれば、お供しますよ。運転は俺がするんで、車にぴょんたも乗せていけば、行き帰りは眠ねむっていられますし」

　お詫びに一日、久住の希望に何でもつきあう覚かく悟ごだ。

　久住はどこに行きたがるだろう。海を見たいとか、もしかしたらＴＤＬに行きたいとか言うかな。中ちゆう華か街がいを散策したり、鎌かま倉くらあたりをぶらつくのもいい。

　車なら久住がぴょんたとゆっくり眠れるし、お互たがいにいい気分転てん換かんになるだろう。

　そう思っていたのだが、久住は意外なことを言い出した。

「ゲームセンターに行きたい」

「ええ？　つまらないと思いますよ。海を見に行くっていうのはどうですか？」

「ゲームセンターがいい。君がくれたウサギは見たことがないものだったし、行ったことがないので、行ってみたい」

「あー、もう。時間の無む駄だだったーって言っても知りませんよ」

　出かけることを自分から提案しておきながら、まさか久住がそんな場所を選ぶとは思わなかったから、希一はかなり怯ひるんでいたし、後こう悔かいしていた。

　最も寄より駅の商店街にあるゲーセンはあまりにもしょぼい。と言って、会社の人間に出くわしそうな街中にも出にくい。仕方がなく、希一の通っていた高校のある町へ向かい、駅前の駐ちゆう車しや場に車を入れて、高校時代によく行ったゲームセンターに向かう。

　場ば違ちがいであろう久住が退たい屈くつするのを恐おそれて、ずいぶん気おくれしながら店に入ったが、懐なつかしいゲーム機を目にしたら眠っていた血が騒さわぎだした。

「わあ、懐かしいなー。俺、これ得意だったんすよ。やってみます？」

　お気に入りだった飛行機操縦ゲームを指さすと、久住もやると言う。

　一ゲーム目は、希一の圧勝だった。二ゲーム目は、瞬またたく間に操作を覚えた久住がかなり追い上げた。そしてあろうことか、三ゲーム目は久住が取った。

「……どういうことですか。これ、毎日俺が最高得点を更こう新しんしてたゲームだったんすよ。何で今日初めてやった人に負けるんですか……」

　呆然としている希一に、久住が勝ち誇ほこって言った。

「私は自家用操縦士の免めん許きよを取得している。本物の運転に比べたら容易たやすいものだ」

「ぐわあっ。自家用機かよ！　こうなったら勝てるまでやってやる」

「次はあれをやってみたい」

　指さす先に、これも懐かしいクレーンゲームがあった。中の景品は、パステルカラーのウサギのぬいぐるみ。飛行機ゲームで久住の勝ち逃にげを許すのは悔くやしいが、そもそも久住がゲーセンに来たがったのはこれをやりたかったんだろう。

　癖くせのある古いクレーンゲーム機には、さしもの久住も歯が立たなかったようで、瞬く間に千円以上を費ついやした。これ以上お金を無駄にさせるに忍しのびなく、「俺がやってもいいですか？」と希一が申し出ると、久住は素す直なおに場所を変わった。

　十代の頃ころ散々やったゲームだ。機械の癖が変わっていなければ取れる自信はある。

　シャベルの先に引っかかりやすい部位が食いこむように調節して慎しん重ちように──ほら、取れた。

　出てきたピンク色のウサギの小さなぬいぐるみを、希一は久住の掌てのひらに載のせた。

「はい。ぴょんたの弟」

「もらってもいいのか？」

　ウサギを受け取った久住が、確かに嬉しそうに微笑ほほえんだので、何だか胸がキュッとして、希一の方もすごく幸せな気持ちになる。

　今時、ミニサイズのウサギのぬいぐるみ一つでこんなに喜ぶひともそういないだろう。

（すげえ可愛かわいくないか、このひとの笑った顔）

　何だか、ものすごいご褒ほう美びをもらったような気分になる。







　まだ時間があるので、市営の公園の中の小さな動物園に行くことにした。

「高校時代毎日通った道をこうして久住さんと歩いてるのって、何だか不思議な感じっすね」

「高校時代から、君には友達が多かったんだろうな」

「まあ、それなりには。地元の仲間とは今も時々飲んでますよ」

　希一がそう言うと、久住の顔に羨うらやましそうな何ともさびしそうな表情がよぎったので、（あれ？）と思う。

「私は子供時代に海外にいたので、日本の少年たちの余よ暇かの過ごし方を知識としてしか知らない。そういう部分が、周囲に違い和わ感かんを与あたえている一因でもあると思う」

「子供なんて本質的にはそう変わらない気もしますけどね。あ、けどほら、俺ゲイでしょう。そういうのも込みで腹を割って話せる人は限られちゃうから、大人になってからは勢いゲイ友といることが多くなったかな」

　ゲイライフの詳しよう細さいはあまり久住に聞かせたいことではないので、希一は話を変えた。

「久住さんはこんな風にうちに来るようになる前は、休みの日、何して過ごしてましたか」

「仕事をしていることが多い。あとは、家がらみのパーティーに出席したり。女性とデートすることもあるが……」

　希一は耳をそばだてた。久住がどんなデートをするのか、非常に興味がある。

「さぞかしゴージャスなデートなんでしょうね」

「普ふ通つうかと思うが、いずれも長続きしなかった。デートにぬいぐるみを持ち込むわけにもいかないし、かと言ってぴょんたのいないところに泊とまりたくはない。基本的には夜は自宅に帰るし、女性を部屋に上げることもない。それが気に入らない女性が多いようで」

「……ああ。それはそうでしょうねえ」

　希一は久住の歴代の彼女たちに同情した。盛り上がってきて夜はこれからという時に、男の方に帰ると言われて女性の方は面めん食くらっただろうし、久住の気持ちを疑ったりもしただろう。

「高丘くんは、君は普ふ段だん、どんな風に過ごしているんだ」

「それこそ普通ですよ、普通。買い物行って、たまってた家事して、ＤＶＤ見たり。地味なもんです。俺の場合、時間や金の使い方は、今よりガキの頃の方が真しん剣けんだった気もするんですよね。高校の頃なんて、金ないじゃないですか。……って、久住さんの場合はそうじゃないか」

「お金は大切だ。パブリックスクール時代には、金きん融ゆうについて実地で学ぶため、祖父の遺産の一部を運用するよう任されていた。元手を減らさないように懸けん命めいだったな」

「うわー、別世界だなあ。俺なんか、少ない所持金を何にどれだけ費やすかぐらいしか考えてなかったもんなあ」

　久住はそんな頃から企き業ぎようのトップになるべく毎日を過ごしていたんだなと思うと、スポーツや遊びに明け暮れていた高校時代の自分が、我ながらお子様に思えて情けなくなる。

　雨上がりの道は小さな水たまりが雲を映して、希一は何だか空中を歩いているような気分になった。

　ひときわ大きな水たまりに差し掛かかった時、近づいてくる車が全くスピードを弛ゆるめる気配もないのに気づいた。車が横を通り過ぎる直前に、希一はとっさに久住を建物の壁かべ側にかばった。

　派手な水音と同時に大きな水はねが希一にかかり、下半身がずぶ濡ぬれになる。久住が濡れなかったことにほっとした途と端たん、壁に手をついて久住を腕うでの中に閉じ込める形になっていることに気づく。

　ひどく澄すんだ瞳ひとみが、不思議なものを見るように希一を見つめている。強い力で心臓を叩たたかれたような衝しよう撃げきを受けて、慌あわてて体を離はなした。

「ったく、避よけるかスピード弛めるかしろってんですよね！」

「私をかばってくれたのか。君が濡れてしまったじゃないか」

「全然問題ないっすよ。俺の服は久住さんのと違ちがって安物だし、そのうち乾かわくから」

　軽けい薄はくなぐらい明るい声でいいながら、希一はなかなか静まらない動どう悸きに困こん惑わくしていた。







　小さな動物園では、フラミンゴや本物のウサギを見た。久住がウサギに興味を示したのは予想通りだが、その他ほかの鳥や小動物も時間をかけてじっくり眺ながめているのがおかしかった。

「久住さんてウサギフェチって言うより感かん触しよくフェチなんでしょうね」

「失礼な。手て触ざわりのよさそうな毛だと思って見ていただけだ」

「そうそう、手触り重視ですよね。ふかふかした毛足の長いぬいぐるみが好きでしょう？　好きなものはそばに置きたい、いつも眺めていたい、触ふれていたいって、立派なフェチだと思いますよ。あと、久住さんはちょっとさみしがり屋ですよね」

「さみしがり屋？　何故なぜそんな風に思われたのか分からない。私はどちらかと言えば一人の方が好きだ」

　自覚はまるでないらしいが、寝ねる時にぬいぐるみが離せないという時点で相当なものだと思う。

　久住のこれまでの行動を見ていると、几き帳ちよう面めんで潔けつ癖ぺき、そして一度好きになったもののことは全然飽あきないようだ。夕食を作ってやったりすると、食器の角度をきちんとテーブルに揃そろえて待っているし、気に入ったもの──一番最近のはまりものはありあわせの材料で作るサラダそうめんだ──をしつこく毎回リクエストしてきたりする。

　久住は甘え下べ手ただが、心の深層では甘えたいんじゃないかという気がするし、本気で好きになった相手にはすごく執しゆう着ちやくするような気がする。今はまだ、久住を甘えさせるだけの度量があって、ちょっと変わった嗜し好こうや行動パターンをものともしない相手に出会えていないだけで。

　そういう相手ができたら、きっとうちなんかには来なくなるんだろうなあ……と思ったら胸がちくりと痛んで、すぐに、契けい約やく期間が終わったらそもそも来なくなることは決まっているんだったと思い出し、痛んだところがズキズキと脈を打ち始める。

　何で胸が痛んだりするんだろう。久住が部屋に来なくなれば、時間は全部自分のために使えるようになるし、馴な染じみのゲイバーにだって行けるだろうし、何よりふいうちで無自覚のお色気場面を見せられて煩はん悶もんすることもなくなる。万々歳じゃないのか。

「興味の範はん囲いが狭せまくて、若じやつ干かんそれしか見えなくなりがちであることは確かだが」

　拗すねたように言う声で、希一は現実に引き戻もどされた。若干どころじゃないだろうと内心突つっ込みを入れていると、ふいに久住が希一の二の腕に触れてきたのでドキッとする。

「な、んですか？」

　何かを確かめるように両手で希一の腕や肩かたをぽんぽんと叩いていたかと思うと、いきなり一いつ瞬しゆんだけ、ぎゅっと抱だきついて離れたから、今度こそ心臓が口から飛び出しそうになる。

「く、久住さん？」

「硬かたいし、分厚いし、もふもふもしていない」

「……ったりまえじゃないすか……俺の組成は布と綿じゃないんですから」

　喉のどが干ひ上あがったようになって、声がかすれる。何で？　何で抱きつかれたんだ？

「どうしてだろう、さっき水をはねた車からかばってもらった時にも感じたんだが、君の感触は不快ではない。君はいろいろな意味で私にとって不ふ愉ゆ快かいな面を持った男であるはずなのに、何故だろう？」

（そんなの知るか！　こっちが聞きてえわ。つか煮に詰つまりそうだから外に出たのに、何で一層追おい詰つめられた気分になってんの、俺！）

　久住に他意がないのは分かっている。現に、今も「純じゆん粋すいに不思議だ」という表情で小首をかしげているから始末が悪い。変に煽あおられてまだ心臓が定位置に戻った気がしない自分が切ない。

「ちょいちょい忘れるみたいだから改めて言っときますけど、俺、ゲイなんですよ」

「そのことは忘れていない」

「だからね、いきなり抱きつかれるとか困るんです」

「だが、私は君の好みではないのだろう。だったら問題ないじゃないか」

「あのねえ。俺だって男なんで、好みかどうかは別として刺し激げき的なことがあれば反応しちゃうんですよ。このところ遊んでないんでいい加減たまってるし。この際だから言っておくと、風呂ふろから裸はだかで出てくるとかパンいちで寝っころがるとかも勘かん弁べんしてください」

「……その、君が私にも何かを感じるとは知らなかった。済まない。これからは気をつける」

　いやらしい眼めで見るなと蹴けりの一つもくらうかと覚かく悟ごの上で言ったのに、久住は驚おどろいた眼で希一を見た後、狼ろう狽ばいした様子で慌ててうつむいた。

（案外このひと、素す直なおなんだよなあ……）

　妙みように気まずい空気が流れたので、希一はわざと声を明るくして、冗じよう談だんめかして言った。

「第一、感触が嫌いやではないって危険発言っすよ。誤解生みますよ。いや、俺は誤解しないけど！　相手が俺じゃないゲイだったら、気があるのかと勘かん違ちがいしてもおかしくないっすよ」

「……私にはいろいろと分かっていないことが多いようだ」

　久住は顔を上げない。深くうつむいたうなじが、シャツに隠かくれるぎりぎりのところまで赤くなっていて、シャツの中まで赤くなっているのかと希一に後ろめたい想像をさせる。

　何とも言えない微び妙みような雰ふん囲い気きのまま、車に戻る。狭い二人だけの空間は、さらに気まずい。希一は、自分が久住にも欲よく情じようすることをはっきりと口に出してしまったことを後こう悔かいした。

　しばしの沈ちん黙もくののち、希一は勇気を出して話しかけた。

「疲つかれたんじゃないですか。着いたら起こしますんで、寝てていいですよ」

「疲れてはいない。少し考え事をしていただけだ」

「せっかくの休みなのに、結局俺の地元を引き回した感じになっちゃって。こんなんでよかったんでしょうか」

「いや、今日はとても楽しかった。出かける前は正直なところ、部屋にいる方がいいと思っていたんだ。君の部屋でウサギたちに囲まれていれば安心していられるし、人ごみは得意ではないので。でも、今は連れてきてもらってよかったと思っている」

　後部座席に座らせたぴょんたの膝ひざにミニウサギが座っているのを、久住が優やさしい目で振ふり返る。

　久住ならいくらでも綺き麗れいな場所や美味おいしい店を知っているだろうにと思う。高校生デートみたいになってしまったけれど、とりあえず満足してもらえたようでよかった。

（あ。そう言えば、これもデートだよな。向こうはそうは思ってないだろうけど）

　自分史上最高に綺麗な相手とデートしていたんだと、いまさらながらに気がついてしまうと、何だか今度は希一の方が助手席の久住の顔を見られなくなる。

「高丘くんは？　君も楽しかったか」

「もちろん俺も、すげえ楽しかったです。懐なつかしいのに何だか新しん鮮せんだった」

　希一の返事を聞くと、久住はほっとしたように小さな微笑ほほえみを浮うかべた。

「そうか。よかった」

　まただ。世界が明るくなるような、見る人の心に花が咲さくような、久住だけの特別な笑えみ。

「いいですね、久住さんの笑った顔。職場でも能面みたいにしてないで、みんなにそういう顔見せてあげればいいのに」

　そう言った途端、無む邪じや気きな笑顔が引っ込んで、ぎこちなくなる。

（あれ。何か俺、地じ雷らい踏ふんだ？）

「私の顔が無表情なことで、みんなに不快感を与あたえている自覚はある」

「いやいや、不快感とかないですよ？　そういう意味で言ったんじゃなくて……」

「私は父から、感情を外に出さないよう躾しつけられてきた。交こう渉しよう事で思おも惑わくが顔に出ると不利になるからだそうだ。それは駆かけ引きが必要な場面でのみ必要とされるスキルであって、個人的な場面ではむしろ人から好まれない態度だと知った頃ころには、無表情が身に着いてしまってね。今では、感情を顔に出そうとすると、強こわ張ばっておかしなことになるんだ」

　何だ、久住父のその歪ゆがんだ教育は。久住が淡たん々たんとした声で語るから余計に痛々しい。

「私がいたパブリックスクールでは、学年でアジア系は私だけだった。その上、勉べん強きようばかりしていたから、何かと苛いじめられてね。特に、ラグビーをやっている人気のある生徒が私を目の敵かたきにしていた。ちょうど君みたいな体格で雰囲気もちょっと似ていたな。彼とその仲間が私の真似まねをしてからかうんだ。ＮＯＨ　ＭＡＳＫ、能面って」

　希一みたいなタイプにはいい思い出がないと言っていたが、それはこういうことだったのか。それなのに、いじめっ子と似た雰囲気の希一に、よりにもよって宴えん会かい芸で物もの真似をされて。

（俺、知らずに傷を抉えぐってたんだな）

　さぞかし嫌な記き憶おくがダブって、つらい気持ちになったことだろう。

　それにしても、久住の父親は問題ありだ。久住の奇き妙みようなところは全部、父親からの圧力のせいで生じたように思える。

　希一の父親はと言えば、新作ゲームに目がないくせにへたっぴなので、希一が実家に帰るたびにボス敵を攻こう略りやくしてくれと泣きつかれる。ゲームをしていない時はテレビの前でごろごろしているので、よく母親に「邪じや魔ま！」と掃そう除じ機きで転がされたりしている。

　どのような角度から見てもイケてるオヤジとは言えないけれど、久住の父親みたいなのよりはずっとましなのかもしれない。

　小さい頃にぬいぐるみを抱いて寝た男は普ふ通つうにいるだろう。ほとんどは自然に卒業していくものだし、よしんばずっと好きでいたって全然構わないだろうにと思う。

　無理やり取り上げて心に傷を刻んだから、久住はこんな風にぬいぐるみを手放せなくなってしまったんじゃないだろうか。気が済むまで抱かせてやればよかったのだ。幼い久住に。

「久住さん、すみません。俺、配はい慮りよのないこと言いました。無理に表情作ることないです。俺は今のまんまも好きですよ。分かりにくいけど、慣れればちゃんと表情あるし。それにほら、課長はイケメンすぎるから、これ以上好感度上げてもモテすぎて大変なだけだし」

（……あ。これ、本音だ）

　ひやりとしたものが胸に落ちたのは、「好きですよ」と言う言葉を口に出した時だ。

「……君は変なことばかり言う。実に変わった、おかしな男だ」

　思わずといった調子で、久住の表情がほろりと崩くずれた。苦く笑しようでも確かに本物の笑みだ。

　その瞬しゆん間かん、久住のつくろえない表情が宝物みたいに思えて、胸がつかまれたように痛んだ。

「うん。無理に笑うことは全然ないけど、やっぱり自然に笑った顔は最高っすね」

　好きなんだ、と、いつの間にかそこにあった事実にいまさらのように気がついた。

（好きなんだ、俺、このひとのことが）

　久住と一いつ緒しよにいるのが当たり前になって、この生活に期限があるのを思い出すたびに気持ちが暗くなっていた。いつの間に、こんなに好きになっていたんだろう。

　いや、片かた想おもいをしていた最初から今までずっと、本音では久住を思い切れていた時期などなかったのだろう。それを証しよう拠こに、どんなに性格が最悪で嫌きらいだと思った時期でも、久住から目が離はなせなかった。

　ずっと好きだったんだ。欠点だらけで、いろいろ残念なところもあるのを知ってしまって、それでもそういうところがたまらなく可哀かわい想そうで可愛かわいく、愛いとおしく思えるぐらいに。

　この人が自分のものだったらなあ、と思う。可愛がって甘やかして、いっぱい笑わせて、時には怒おこらせて。傷ついたとこ一つ一つ新しい思い出に塗ぬり替かえてやれるのに。

「お父さんの言葉には、久住さんが生きやすいようにって親心や、経験や知ち恵えが詰まってるんでしょう。でも、お父さんと久住さんは別の人間です。お父さんに合ってた方法が久住さんにも合うとは限らない。縛しばられることはないんですよ」

「私は縛られてなど……」

「お父さんの教えに従ってもうまくいかない、大事なものを取り上げられたのも納なつ得とくがいかない。久住さんだってそう思ってるんですよね。でも、身に着いた癖くせで体は勝手に動く」

　スポーツでもそういうことがある。希一もアメフト時代に大きなスランプに陥おちいったことがあった。この癖を直さなくてはと躍やつ起きになるほど、よくない動きから抜ぬけられなくなる。

「そういう時は、自分にとって無理がない単純なことを、少しペースを落として淡々とやるのがいいんです。ご飯を普通に食べて、ちゃんと眠ねむって、目の前のことを気持ち丁てい寧ねいにやる」

「それだけ？」

「うん、それだけ。だいじょぶですよ、久住さんは無理に変わろうとしなくたって。今の丸ごとありのままがいいって人はきっといます。現に俺は、仕事ができて見た目完かん璧ぺきだけど、案外不器用なとこがあってぴょんたが手放せない、そういう久住さんが大好きですよ」

　告げてはこの関係が壊こわれてしまう自分の恋こい心ごころを、そうとは気づかれないよう、会話の中にさりげなく忍しのび込ませた。

「好きなんて言葉は、乱発するもんじゃない。本命に言う時、安くなるぞ」

　ぶっきらぼうに顔をそむけるのが、照れているせいだと今ではもう分かっている。

「こんな話を誰だれかにしたのは初めてだな。弱みを見せるのは怖こわいことだから、子供の頃のことも、父の偏かたよった教えのことも、表情に乏とぼしいことがコンプレックスであることも、今まで一度も話したことはなかったんだ。なのに、どうしてだろう、君には何でも話せてしまう」

「俺とは秘密を共有し合ってるからじゃないですか？　ほら、お互たがいに結構格かつ好こ悪いとこも見せ合ってるし。後は、単に一緒にいる時間が長いから俺に慣れたってのもあるかも」

「そうだな」

　と言って久住は小さく笑った。顔を上げた時、久住の目は少しだけ潤うるみ頰ほおは上気していた。胸を打たれるように美しい表情だった。久住のことを何とも思っていない誰かが見ても、きっと恋こいに落ちるに違ちがいないと思えるぐらいに。

「父に言われたことに縛られる必要はないと……ありのままの私でいいのだと言ってくれたのは、君が初めてだ。ありがとう」

　次し第だいに早口になって囁ささやくような声で告げられた言葉は、本当に嬉うれしかったけれど。

「ＤＶＤでも借りて帰りましょうか」

　声を励はげまして、できるだけ明るく言ったのは、励ましの言葉に紛まぎれ込ませた本音を受け止めてもらえない自分の立ち位置が、少し切なかったから。







　恋を自覚してからの希一はすごかった。何がと言えば、仕事への打ち込みぶりが、である。

　本来なら久住に打ち込みたい情熱と煩ぼん悩のうの限りを企き画かく書しよへと費ついやした。

　提出した企画書を読んだ久住の目の色も変わり、具体的かつ激げき烈れつな突つっ込みが入るようになった。ただ突っ返されていたこれまでとは明らかに違う。これが久住の言っていた「ビシビシしごく」というヤツか、と思えば高こう揚ようして胸が震ふるえた。

　そして、今日も朝から指導と称しようする久住のしごきを、希一は至福の表情で受けている。

「君の脳は鳥レベルか。先日も指し摘てきした内容が、ほとんど改善されていない。こんな紙くずで私の時間を無む駄だにするな」

「はいっ。申し訳ありません。明日までに修正します！」

　久住が会議でいなくなってしまうと、同情顔の同どう僚りようたちが希一の周囲に集まってきた。

「最近の課長、前にもましてすごいよね。他ほかの人にはあんな言い方しないのに、部下の指導って言うより、あれじゃ苛めみたいで。見てられないよ。高丘くん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　玉村が、心配そうに声をかけてくれる。

「全然だいじょぶです。って言うか、逆です、俺嬉しいんですもん。久住課長のあれは、愛の鞭むちなんすよ。ビリビリ感じます。それに、スパイシーな人がたまにちょっと優やさしいこと言うと、ものすごく甘く感じるっていうか、スペシャル感があるじゃないですか」

「高丘くんは前向きで、本当に強いよね。どうか辞やめないで、頑がん張ばってね」

　感動したように手を握にぎりしめてくれる玉村とは対照的に、鬼隈と杉山は「Ｍね」「Ｍっすね」と頷うなずき合っている。希一は輝かがやくような笑え顔がおで自説をぶち上げた。

「叱しかるのは関心があるからで、愛の反対が無関心なら、関心＝愛ってことじゃないですか。第一、課長があそこまで言うのって、俺にだけなんですよ。それだけ俺には本気でぶつかれるし、気を許してるって証拠でしょ」

「希一、お前どうした？　いたぶられすぎて頭おかしくなったのか？　確かに課長のあの害虫を見るような目や悪意に満ちた言葉はつらいだろうと思うが、お前、言ってることがＤＶを受けてる妻みたいになってて怖いぞ！」

　江頭が肩かたを揺ゆさぶってくるのがうっとうしい。

「いいんです。ほっといてください。俺、満足してるんですから」

　ああでもないこうでもないと騒さわぎ始めたメンバーを尻しり目めに、希一は自じ販はん機きコーナーに向かった。みんなは知らないのだ。認めていない仕事には、久住はあそこまで熱を入れたりしない。

　久住の恋れん愛あい対象になれないのならば、部下として一番になってやる。そして、いつかは右みぎ腕うでとなり、妻以上になくてはならない存在に──。

　妄もう想そうモードになっていた希一の前で、綺き麗れいにネイルされた指がボタンを押した。ガシャン、という音と共に、ブラックコーヒーの缶かんが落ちてくる。

「……鬼隈さん」

「たまにはおごってやるわよ」

　長い爪つめが邪魔そうな鬼隈のプルタブを開けてやり、一緒にコーヒーを飲む。

「久住課長は厳しいし、人に見切りをつけるのも早い。でも、熱いタイプじゃないと思ってたから、正直意外だったわ。Ｓっ気があんのかしらね。高丘を叱りつけてる時、眼めが輝いてるわ」

　くすっと笑う鬼隈に警けい戒かい心しんが湧わく。何が言いたいんだ。鬼隈は久住狙ねらいなのか。

「あんたはドＭよね。久住にビシビシやられてる時、蕩とろけそうな顔してるもの。……高丘って、頑がん丈じようで苛いじめ甲斐がいがありそう。ねえ、ルブタンの十二センチヒールで踏ふんであげようか」

　革かわ靴ぐつのつま先に鬼隈のオープントゥの重みがかかる。狙いは久住じゃなかったようだ。鬼隈はオニじゃなく、Ｓ女王さまだった。

　鬼隈になら苛められたいという男もいるだろうが、あいにく希一はどうせ踏まれるなら久住のジョン・ロブの方がいい。と言うか、せっかくだったら久住の生足を舐なめたい。

「鬼隈さんは、血統書つきの猫ねこみたいですよね」

「どういう意味？」

「嚙かませ犬は、同じ犬にしか嚙まれてやらないってことですよ」

「あら、残念。あの犬は手ごわそうだけど、まあ頑張って」

　鬼隈は愉ゆ快かいそうに笑うと、希一の二の腕うでをバシッと叩たたいてフロアに戻もどって行った。それと入れ違いに自販機コーナーにやってきた江頭が、慌あわてたように鬼隈を振ふり返っている。

「おい、希一！　鬼隈さんと何を話してたんだよ。言っとくけど、あの人はやめといたほうがいいぞ。国立大卒の才さい媛えんで、すごい金持ちのお嬢じよう様さまらしいし、並みの男にはなびかないってよ」

　その上ドＳだしな、と希一は心の中で付け加える。何だ、江頭は鬼隈狙ねらいなのか。まあ、こいつはピンヒールで顔を踏まれるのが似合いそうだよな、と勝手なことを考える。

「彼女は俺にはハイレベル過ぎて。江頭さんの方がお似合いですよ」

「えっ……そうか？　って、何だよ希一。先せん輩ぱいをからかうんじゃねえよ」

　照れてぐにゃぐにゃになった江頭が絡からみ付いてくるのがウザい。タコのように巻き付いて離れない腕を引き剝はがそうとしていると、

「こんなところで何をしているんだ」

　背筋も凍こおるような冷たい声がした。会議から戻ってきた久住が、江頭と希一を殺人光線が出ていそうな視線で睨にらんでいる。希一は文字通り全身がガチンと固まってしまう。

「勤務時間中だろう。けじめのないことはつつしんで、席に戻りたまえ」

「す、すみません」

　怒おこってる、希一には分かる。さっき希一を課長席で叱しつ咤たした久住は、そういう形で激げき励れいしていたのであって、むしろ上じよう機き嫌げんだった。今はめちゃめちゃ怒ってる。

　何故なぜこんなに怒ってるんだろうと考えてハッとした。希一は苦くるし紛れに、江頭を好みのタイプだと言ってしまったことがある。その江頭と、ひと気の絶えた廊ろう下かの隅すみでじゃれあっているのを見られたわけで。

　公私のけじめをきっちりしたい久住には、許しがたい職場の冒ぼう瀆とくに思えるのでは？

　真顔になった江頭が、「すまん希一。俺のせいで、余計に怒られることになって」と耳打ちしてきたのを見て、さらに久住の眉み間けんに深いしわが寄る。

（久住さんの前でこれ以上紛らわしいことをするなあ！）

　フロアに戻っていく久住の背中の肩が怒っているのを、情けない気持ちで見送った。

　最初から、久住に告白するつもりはない。ノンケの久住と両りよう想おもいになれる可能性はまずないし、やっと希一に心を許して、希一の前でだけはリラックスしてくれるようになった久住を、また無表情に返したくないからだ。

　それより、残る時間はめいっぱい久住の居い心ごこ地ちをよくしてやって、会社では望む通りの使える部下になって、せめて部下として好かれようと心に決めた。そう決心するまでは希一だってそれなりに悩なやんだのだ、それなのに。どうしてくれるんだバカ江頭。

　久住が希一の部屋に通ってくる日々も、おそらく残りわずかだ。いい思い出だけ残していい部下へとスライドできたらと思っていたのだが、なかなかそんな風にはいかないようだと、希一は大きなため息をついた。







　　　　◇




　その日の課内ミーティングでは、希一がこのところ心血を注いできた企き画かくが検討されていた。

　久住との出張で繫つながりができた技術者の声や、営業時代に縁えんができた客先の声、マラソンランナーへのインタビュー。さまざまな肉声を自分の足で集め、十回近いリテイクを経て練り上げてきた、渾こん身しんの企画だ。ＫＵＺＵＭＩブランドの品質へのこだわりが生んだストーリーが、エンドユーザーの望むことへと破たんなく収しゆう斂れんしていく、力強い企画になったと自負している。思いつく限りの努力もしてきた。

　その「本気」が久住にも通じているからこそ、再三のリテイクはベストなものを作ろうという熱の証あかしだと思っていたし、今日もまた改善点の指し摘てきがあるものと覚かく悟ごして臨のぞんだのだが。

「高丘くんのこの企画はこれでいいだろう」

　ありえないほどあっさりした久住の言葉を聞いて耳を疑った。

「え、もう修正しなくていいんですか？　本当に？」

「コスト目標も達成したし、このまま次回の企画営業会議にかけることにする。デザイン部には話を通してあるので、担当デザイナーの紅くれ林ばやしくんと詳しよう細さいを詰つめてレンダを準備しておくこと」

「……はい。分かりました」

　会議の席を久住が真っ先に立って出て行くと、小さな歓かん声せいが希一を取り囲んだ。

「やったな、希一。これでお前も一人前の企画マンだな」

「高丘くん、よかったね。これいい商品になると思うよ。おめでとう！」

　口々に祝福の言葉をかけられても、素す直なおに喜べない。ついにやったという達成感より、梯はし子ごを外されたような心細さの方が強い。手を取り合って喜びあいたかったただ一人の人が出て行ってしまったドアを、思わず見つめてしまう。

　黙だまってしまった希一の背中を、江頭がどついてきた。

「なーにしけた面してんだよ！　今日は課長にもえぐいこと言われなかったし、苦労した企画が認められたんだろ。こういう時は喜べよ」

「バカね。苛めてもらえないからしょげてるんじゃないの。ねえ、高丘？」

　鬼隈は鋭するどい。そう、希一は久住が淡たん々たんとしていたことが気になって、素直に喜べずにいた。

（久住さんがあっさり企画を通したのは、内容に満足したって言うより、企画への熱が冷めたからじゃないのか。つまりは俺に見切りをつけたってことなんじゃ？）

　そんな風に希一らしくない超ちようネガティブ思考に陥おちいってしまうのも、今日でもう五日、職場でしか久住の顔を見ていないからだ。

　江頭とのツーショットを見られた日から、久住は部屋に来ていない。

　職場で好みの男といちゃつくダメ男と思われたにせよ、希一の方ではそこまで尾おを引くようなことだとは思っていなかった。久住とはいい関係が築けていると思っていただけに、たったあれしきのことで切られてしまったかもしれないと考えるとショックだった。







　アパートに帰っても気分は晴れなかった。鬱うつ々うつとしていたところに、玄げん関かんのチャイムが鳴る。

　よもやと思って飛びつくようにドアを開けると、そこには願い通り、想い人の姿があった。

「……久住さん。いらっしゃい。えっと、何だか久しぶり……って、さっきまで職場で一いつ緒しよにいたのに、何言ってんでしょうね、俺」

　嬉うれしいのと妙みように緊きん張ちようするのとで、テンパってしまう。

「昨日まで父がマンションの方に来ていたんだ」

「ああ、それで！　そっかあ、なーんだそうかあ。いやあ、久住さん来ないから心配してたんすよ。お父さんいらしてるんじゃ、来られなかったですよね」

（よかったああああ！）

　安あん堵どのあまり全身の力が抜ぬけそうになる。久住に嫌きらわれたわけじゃなかった。気分が夏空のように晴れ上がっていき、希一は先さき程ほど企画が通った時にも見せなかった笑え顔がお全開になった。

　毎晩、今日こそは来るのではと久住の分も夕食を作り、それをしょんぼりと朝に食べる日が続いていた。もう来ないかと半ば諦あきらめながらも、今晩も余分に作っておいてよかった。

「月曜からぴょんたたちに会いに来てなかったですもんね。あんまり顔色よくないかな。軽く食べたらすぐに休んでくださいね。キムチチャーハン、今すぐ温めますから」

　いそいそと台所に向かいかけた背中に「高丘くん」と声がかかる。振ふり向いた先には感情を読み切れない無表情があって、何故だかひやりとした。

「私の食事なら気き遣づかいはいらないから、話を聞いてほしい。父がニューヨークに帰ったので、もうぴょんたたちをここで預かってもらわなくてもよくなった。実は車で来ているんだ。急に済まないが、今夜中に預けたものを引き上げたいので、手伝ってもらえないだろうか」

「えっ……？」

　今夜中に、ぴょんたたちを引き上げる？

（そっか。そうだよな。久住さん、別に来たくて俺んちに来てたわけじゃないんだもんな）

　何を浮うかれていたのだ。そんな当然のことが頭から抜け落ちてしまうほど、久住が来たことが嬉しくて舞まい上がってしまっていた。

　それでは、今夜で契けい約やく満まん了りようということになるのか。ぴょんたがマンションに戻もどったら、久住がここに来る必要はない。つまり、久住がこの部屋を訪おとずれるのは、今夜限りと言うことだ。

「……はは。この部屋でこいつらと暮らすのもおしまいかあ。何かちょっと寂さびしいっすね」

（久住さんがここに来るのが期間限定だってことは、最初から分かり切っていたことじゃないか。何をいまさら落らく胆たんすることがあるんだ）

　運び込んだのと逆の手順でウサギたちを梱こん包ぽうし、久住のマンションへと運ぶ。

　最初の日には、いつになったら終わるんだとうんざりしていた工程を、今夜は少しでも引き延ばしたいと思っている自分がいる。だが、作業は手慣れた分だけ速くなり、あっけない程手早く片付いていく。

　久住のマンションまで車で二往復。それから寝しん室しつの棚たなもできるだけ丁てい寧ねいに拭ふいて、ウサギたちを全部元通り収めた。即そく席せきマンションの役目をしてくれた大量の段ボール箱を束ねてリビングの隅すみに運んでしまうと、もうやることが種切れだった。

「最後まで面めん倒どうをかけたが、とても助かった。君には感謝している」

「やだなあ改まって。これからも気軽に声かけてくださいよ。俺にできることなら何でも協力しますんで」

　希一のベッドでぴょんたを抱かかえて安心しきった顔をして寝ねている久住を見ることは、おそらくもう二度とないんだろう。ノンケの久住がゲイの希一の部屋に入り浸びたっていたこと自体、普ふ通つうではあり得ないことだったのだから。

　けど、このひとと親しくなったことまでなくなるわけではないんだ、と希一は喪そう失しつ感かんで痛む胸を押さえ、自分に言い聞かせる。

「Ｂ級グルメとか庶しよ民みん派レジャーが恋こいしくなったら、いつでも遊びに来てください」

　今日の久住は、希一の部屋を訪れた時からずっと表情がなかった。今も、パブリックスクール時代のあだ名だったという能面そのままの無表情だ。

「君と過ごした時間はとても楽しかったが、いつまでも部下の君に頼たよってばかりいるわけにはいかないだろう」

（何だよ、この別れ話みたいな雰ふん囲い気きは）

　胸にぽっかり穴が開いたような、この感じが嫌いやだ。おまけにその穴は隙すき間ま風かぜが通るたびにじくじくとしつこく痛む。

「父が見合いの話を持ってきたんだが、会ってみようと思うんだ。もし話がまとまれば、私も家庭を持つ身になり、妻になる人の人生も背負うことになる。だから、今後は自分のことぐらい自分で処理できるようにならないと」

「お見合い……するんですか。いつ？」

「一週間後の土曜日だ」

（嫌だ）

　分かってる。嫌がったってどうしようもない。久住はＫＵＺＵＭＩグループの跡あと継つぎで、いつかは結けつ婚こんしなくちゃならない。そうじゃなくとも久住はノンケで、希一のものになる可能性は万に一つもない。だから、希一は有能な部下になって久住を支えよう、そういう形でこのひとの中に自分の場所を作ろうと決めたんじゃなかったのか。

（それでも、嫌だ。絶対嫌だ。嫌だ、嫌だ、嫌──）

　見合いなんてするな。久住が人のものになるところなんか見たくない。

「お見合いは、賛成できないですね。久住さんには、本当に好きになったひとと一緒になってほしいです。ほら、久住さんって会社でもお父さんの前でも、気ぃ張って頑がん張ばってるでしょう。家に帰ってまで頑張ってたら、パンクしちゃうと思うんですよ。だから……」

「君の気遣いはありがたいが、見合いの日取りはもう決まっている。それに私には、果たすべき役割がある。君のように、好きだからという感情だけで動くわけにはいかないんだ」

　そう言われて、頭の奥がカッと熱くなった。

（俺だって、感情だけで動いちゃいない）

　久住が好きで、触ふれたくてどうにかなりそうで、それでも感情にまかせてはいけないと必死で自分を抑おさえてきた希一に、それを言うのか。

　綺き麗れいごとで覆おおってきた一枚下には、身勝手で貪どん欲よくな本音が渦うず巻まいている。

　心の奥底ではずっと、使える部下なんかじゃなく恋こい人びとになれたらどんなにいいかと、願う気持ちがあった。そんじょそこらの女なんか敵かなわないぐらい、めちゃくちゃ居い心ごこ地ちよくしてやったら、気持ちだけでも離はなれられなくならないだろうかと、ほとんど祈いのるように願っていた。

「じゃあ久住さん、お見合い相手の女性に、ぴょんたのこと話せますか。無理でしょう」

「……すぐには無理かもしれないが、おいおい話していければいいと思っている」

「最初っから話しても大だい丈じよう夫ぶってひとにしとかないと、絶対うまくいかないですって。お父さんが持ってきた見合い相手に、久住さんが素すを見せられるはずないじゃないですか」

「なぜそんなに断定口調なんだ。私の見合いであって、君には関係ないだろう」

　希一の言い方が癇かんに障さわったのか、今夜はずっと感情を覗のぞかせなかった久住が初めて苛いら立だちを見せた。

「だって、久住さんのことならよく知ってますから」

「確かに君にはみっともない部分もたくさん知られている。だからと言って、私の全部を知っているような言い方をされるのは、はっきり言って不ふ愉ゆ快かいだ。君と私では立場も求められているものも違ちがう」

「それは、俺がヒラで庶民で若造で、おまけにゲイだから？」

「別に君の性指向についてとやかく言うつもりはない。だが、私と結婚観が異なるのは仕方のないことだろう」

　久住の言っていることは全部もっともなことばかりだ。それなのに、一言一言が刃やいばとなって突つき刺ささり、希一の心は荒あれていく。

　そんな風に今になって「自分とは違うもの」扱あつかいするんだ。いや、そうじゃない、最初から世界が違うと、希一には久住のことなんて理解できるはずがないと思われてたんだ。自分だけ、浮かれて心が通じ合った気になって。バカみたいだ。

　久住が十センチ角ほどの箱を取り出して、希一に手て渡わたした。小さい割にずいぶんと持ち重りがする。

「何すか、これ」

「君にはいろいろ世話になった。お礼をしたいと思ったが、金を渡したらまた君が怒おこるかと思ったので」

　ずっしりした小箱を開けてみると、中にはいかにも高級そうな腕うで時ど計けいが入っていた。ミリタリー調のデザインながらどこかエレガントな感じがして、黒い文字盤ばんに入ったＢで始まるブランドの名前は読み方さえ知らないが、希一の給料一月分では到とう底てい買えないようなものであることだけは分かった。

「もらえないっすよ、こんなすごい時計。第一、俺には分不相応だし」

「自動巻きのメカニカルは、君がいつもしているデジタルと比べたら実用性には乏とぼしいだろうが、君もこれからはいろいろな場に出る機会が増えるだろう。くだらないと思うだろうが、こういうものでひとを値ね踏ぶみする人間は少なくないし、身に着けているものが会話の糸口になることもある。君に似合うものをと、これでも頭を悩なやませたんだ」

　希一には贅ぜい沢たくすぎる時計。これが、久住の純じゆん粋すいな好意による贈おくり物だというのは分かる。希一のために選んでくれたのだということも。分かるけれども、同時に区切りをつけたい気持ちの表れだということも感じられた。

　気持ちがどんどん捻じれていくのを止められない。久住は希一に対していかなる精神的な負ふ債さいも抱えたくないのだ。もうプライベートでは関かかわるつもりがないから、確かに通っていたはずの繫つながりまで、こんな物に変えてしまったのだとしか思えなくなっていく。

「企き画かくを通してくれたのも、これで俺とはプライベートでは縁えん切きりだから？」

　希一の言葉を聞いて、久住は眉まゆを寄せた。

「どういう意味だ？　私は仕事の評価に私情を加えることはない。それに縁を切るなんて言っていないだろう。今後も君とは、立場を超こえた友人関係を続けていけたらいいと思っている。だが、今のように君に依い存そんしてばかりいてはいけないと考えているだけだ」

　友達なんて無理だ。これ以上自分の気持ちに噓うそはつけない。

「……お見合いなんてしないでくださいよ。あなたが誰だれかのものになるのなら、せめてあなたが好きでたまらない女と一いつ緒しよになるっていうなら、諦あきらめもつきます。けど、好きでもない女と結婚なんかしないでください」

「分からない。どうして君はそこまで私の見合いに拒きよ絶ぜつ反応を示すんだ」

　はっ、と自じ嘲ちようの笑いがこぼれた。ここまで言っても、久住には全然伝わっていない。久住にとって希一は恋れん愛あい対象じゃないから、可能性を疑ってみることもしないのだ。

　もし本心を告げたら、この鈍にぶい男はどんな顔をするんだろう。いずれにしても、もう限界だった。綺麗に終わりにすることなんかできない。

　平然と何事もなかったように希一の前から去っていく男に、少しだけでも傷をつけたい。それとも、希一が告白したって、このひとの心にはひっかき傷一つ作れないんだろうか。

「分かりませんか。俺はあなたのことが好きなんですよ」

　その瞬しゆん間かん、久住の顔がさあっと鮮あざやかな薄うす紅べにに染まった。

「な、にを言い出すんだ。そんなはずはないだろう。私は君のタイプではないと」

（本当に、俺があんたに惚ほれてるなんて、まるっきり思ってもみなかったんだな）

　久住に罪はない。罪はないとは百も承知で、それでも、ほんの少しも想おもわれている可能性を想像してみることさえしなかった男に、憎にくしみに似た残ざん酷こくな感情を覚えた。

「俺だって、こんな風になるなんて思ってなかったよ。けど、仕方ないだろ。好きになっちゃったんだよ。そういうのって理り屈くつじゃないだろ」

「ほ、本当に、君は私を好きなのか？　そんな気配は全然なかったじゃないか」

　よほど動どう揺ようしているんだろう。久住の視線は定まらず、拳こぶしを握にぎったり開いたりを繰くり返している。

「君が私を好き……好きだなんて……」

「そりゃ、悟さとられないようにしてましたからね。俺だって今の今まで言うつもりはなかったんですよ。でも久住さんは、俺がどんなに頼たのんでもお見合いをやめる気はないんでしょ」

「……君には好意を抱いだいているし、最近の仕事ぶりも評価している。最初は何て無神経で嫌な男かと思っていたが、今では君の人ひと柄がらにも惹ひかれてはいる。友人ではだめなのか？　私は君をこんな形で失いたくはない。これでも、私なりに君との間には特別なものを感じているんだ」

　久住は苦しげな表情を浮うかべている。希一の放った矢は確かに刺さった。告白は確かに久住にも傷をつけた。

　久住も久住なりの形で、希一との絆きずなを大事に思ってくれていたのだろう。

　それでいいよと言ってやれたらよかったのに。ノンケの久住が、告白されても嫌けん悪おを示すでもなく、関係を続けたいと言ってくれている。それで充じゆう分ぶんだ、これ以上は過ぎた望みだ、満足するべきだと、頭では分かっているのに。

「無理だよ。久住さんが部屋に通ってた間、俺の方はずっと触れたいのを我が慢まんしてたんだよ。この気持ちが恋こいだって自覚したのは最近だけど、そう気づいてやっと腑ふに落ちたよ。自分で引くほどあなたに触れたくて焦こがれて頭がおかしくなりそうだったのは、そういう意味だったんだって。久住さんが結けつ婚こんしたら、妻になった女の手料理を食って、毎日その家に帰るんだろ。そうなったら俺、きっと会社でも普ふ通つうになんてしていられないよ。あなたは家に帰ると妻を抱くんだってそんなことばかり考えて、嫉しつ妬として、苦しくて、今よりもっとぐちゃぐちゃになって、何をするか分からないよ」

　まるで失しつ恋れんに苦しんでいるのが久住であるかのように、整った顔が痛そうに歪ゆがんでいく。しばらく黙だまって考えた後に、久住は重い声でこう告げた。

「だが、私はゲイではないし、私にはＫＵＺＵＭＩグループのために条件のいい相手と婚こん姻いん関係を結ぶ義務と責任がある。見合いは既すでに取りやめることのできる段階にない。申し訳ないが、君の気持ちに応こたえるすべが私にはない」

　胸が引きちぎれそうだ。この痛みにはとても耐たえられない。痛みを怒いかりに変へん換かんする方が、希一にはまだ容易たやすかった。

　こんな言葉一つで二人の間に見えない線を引いて、何事もなかったように久住は自分の世界へ戻もどっていく。なのに、希一の方はこの時計を見るたびに、久住が眠ねむったことのあるベッドに横たわるたびに、何をしても、どこにいても、心から新たな血を流すんだろう。

　なかったことなんかにできないし、させない。欲しかったのは、こんなものじゃない。久住にも、忘れたくても忘れられないような傷を刻んでやる。

「俺が久住さんからもらいたいものは他ほかにあります」

「これでは気に入らないのか。別に構わない、君に余計な気を持たせたのには、おそらく私の振ふる舞まいにも一因があったんだろう。君の気持ちに整理がつくのなら、それが一番いい。君が欲しいものを言ってみたまえ」

「今日限りで久住さんが俺の家に来ることも、俺がこのマンションを訪ねることもなくなるんでしょう。それなら、今夜一晩でいい。一生の思い出を俺にください」

　久住の形良い眉がわずかにひそめられた。

「……君の言っている意味が分からないんだが」

「あなたを抱かせてくださいって言ってるんです」

　愕がく然ぜんとした表情で希一の顔を見返していた顔が、見る間に紅潮し、怒りの表情へと変わっていく。

「何のつもりだ。見合いを取りやめないからといって私を愚ぐ弄ろうしたいのか。二度と淫みだらなことを私に仕し掛かけてきたりしないという約束だったはずだ。これまでの信しん頼らい関係を君は全すべて無にする気なのか」

　この表情には覚えがある。この下衆野や郎ろうと瞳ひとみが言っている。本音を告げただけで結局ここに戻ってくるのなら、信頼関係なんて最初からなかったのと同じだ。

　それならもう、遠えん慮りよはしない。そう思われている通りの、下衆になってやる。

　手足の動きを封ふうじるには手足の自由を奪うばえばいい。希一は素す早ばやく久住の腿ももの付け根に乗り上げて押し倒たおし、両手を頭上の床ゆかに押しつけた。暴れる体が強く抵てい抗こうしてくるから、力での攻こう防ぼうになる。だが、体重差があるからいったん乗ってしまえば久住は動けない。

「欲しいものを言えって言っただろ」

「正気か。こんな真似まねをしてただで済むと思うのか。そもそも君はクビになりたくなくて私と契けい約やくを結んだはずだろう」

　目の下の隈くまが睡すい眠みん不足と疲ひ労ろうを示す痛々しい様子をしていながら、怒りで目をきらめかせている久住はこの上なく美しかった。顔を下ろしてキスをしようとするけれど、久住が歯を食いしばって顔をそむけるから、ちゃんとしたキスができない。

「こんな……こんなことで、君との間がだめになるのは耐えられない！」

「どうせもう、久住さんと俺はだめじゃないか。それならもう、クビになってもいい」

「君の立ち上げた企画はどうなる。君には責任感というものがないのか。仕事とは、君にとってそんなに安いのか！」

「安くなんかないよ。ただ、今夜久住さんを抱く方が俺にとって大事だってだけで。久住さんが俺の顔を見たくもないって言うなら、辞表を出すよ。だから、一度だけ……」

　しばらく組み敷しいたままの姿勢で睨にらみ合いが続く。全身の力で抵抗していた体から、急に力が抜ぬけて、久住がぽつんとつぶやいた。

「……本当に、君はそれで気持ちに区切りをつけられるのか？」

　疲労の滲にじむ顔が、覚かく悟ごを決めたように希一を見上げてきた。

「その代わり、辞表はなし、引きずるのもなしだ。休み明けには綺き麗れいさっぱり忘れて元の間あいだ柄がらに戻る。そう約束できるなら、今夜だけ君の好きにするがいい」







　耳の穴に舌をしのびこませ、さっきから散々弄っていたせいですっかり尖とがって色を濃こくしてしまった乳ち首くびを指先で押しつぶすと、小さいけれど確かな嬌きよう声せいがそらした白い喉のどから迸ほとばしる。

「……ひぁ、……っあ！」

　久住は自分の出した声に驚おどろいてさっと頰ほおに朱しゆを上らせたが、もちろん聞かなかったふりをしてやる気はない。

「可愛かわいい声」

　久住はびくっと体をすくませた。

　人差し指と親指でいじらしくこごった先せん端たんを捏こねながら、猛たけり立ったモノで久住の下腹を擦こする。平常時よりは明らかに膨ふくらんだ久住自身の硬かたさが伝わってくる。

「前にフェラした時にも思ったけど、すごい感じやすいよね。胸弄りながらこうしてるだけで、もうこんなになるんだから」

　下半身に手を伸のばして勃ぼつ起きしたモノを捕つかまえると、久住は細い腰こしを震ふるわせて、悔くやしそうに顔をそむけた。

「……君は私を征せい服ふくして溜りゆう飲いんを下げたいんだろう。無む駄だ口ぐちを叩たたいていないで、さっさとすればいい」

「さっさとなんて、そんなのもったいないよ。一晩たっぷり楽しませてもらうつもりだから」

　肉体を痛めつけるつもりはない。痛い思いをさせたなら、久住は今夜のことを単に暴力だと認にん識しきして、記き憶おくから抹まつ消しようしようとするだろう。それよりもっと効果的なのは、心と体に快感を刻み込むこと。

　希一は頭を下げていって、角度をつけ始めているモノをぱくりと咥くわえた。すると、久住が焦あせった声を上げて暴れ出した。

「そんなことはいいっ。好きにしていいと言っているんだから……」

「だから、俺の好きにしてるんでしょう。じっとしてないと嚙かんじゃいますよ」

　急所を嚙まれてはと思ったのか、久住はおとなしくなった。

　恥はずかしがる相手に聞かせるため、わざと音を立てて屹きつ立りつをしゃぶる。陰いん囊のうを交こう互ごに含ふくみ、会え陰いんからその先の小さな窄つぼみを舌先でなぞる。朱に染まっている顔を眺ながめながら、喉奥まで使って陰いん茎けいをゆっくりと飲み込み、ゆっくりと吐はき出していく。

　ビジュアルに弱いのは男なら誰だれしも同じらしく、久住は口こう淫いんから目をそらせなくなったようだ。見せつけるように舌を使う希一と目が合うと、怖こわいものを見るようだった目が潤うるんで充じゆう血けつし、口の中にある久住がぐんとかさを増した。

「んあっ……、あ、あぁ……っ」

　感じる自分が許せないのだろう、希一の下で裸ら身しんを艶なまめかしくくねらせて、必死で快感に抗あらがう様子が、嗜虐心をそそる。

　久住の体が快感に弛し緩かんしている隙すきに、希一は先走りと唾だ液えきでたっぷりと濡ぬれた秘所へと指を沈しずめて行く。ぬるぬるになっているせいか、思ったよりずっと容易に久住のそこは希一の指を飲み込んでくれた。

　眉まゆ根ねにしわを寄せ耐えている久住の表情を見守りながら、久住の中を探さぐっていく。希一は久住の快感のスイッチをちゃんと探し当て、軽く曲げた指先で、くん、とそこを押した。

「あぁぁっ！　ひ、あぁ……っ！」

　途と端たんに、久住は顎あごを跳はね上げて希一の脳が溶とけそうな声を上げた。

「……な、何をしたっ」

「ん、ここ？」

「やあっ！」

「ここにね、神様が久住さんも気持ちよくなれるように作ってくれた場所があるんだよ」

「あ！……あーっ！　いっ……、やめ……っ！」

　中がこれほど濡れているのは、茎くきが先端から絶えず蜜みつを垂れ流しているからだ。指を増やして柔やわらかくなった場所をかき混ぜていると、そこは希一の指を食はむようにすすりあげてくる。久住が中で感じている証しよう拠こに、陰茎が筋を立てるほど膨らんでいく。

　眺めているだけで口が渇かわき、久住の中に入りたがっているモノが解放を訴うつたえて悲鳴を上げる。

「い、嫌いやだ。もう嫌だ、ゆ、指を、抜いてくれ……」

　希一だってもう限界だ。仰おおせの通りに指を抜き、久住の脚あしを肩かたに担かつぎ上げる。そして、淫らな収縮を始めた場所へ、いきり立っている己おのれのモノの先端をあてがいぐっと押し付ける。

「ひ！　ああぁー……っ！」

　狭せまい場所が押し開かれて、先端が飲み込まれていく。一気に突つき入れてしまいたい欲よつ求きゆうに歯を食いしばって耐たえ、可能な限りゆっくりと自身を収めていく。──やっと入った。

　途端に、久住の肉にく筒づつが、希一自身へと巻き付いて程ほどよい圧をかけてくる。何だこれ。気持ちよすぎて寒気がするほどだ。アナルセックスに慣れた相手とも寝ねたことがあるけど、こんなのは初めてだ。

　久住とこうなることを何度も妄もう想そうしたけど、そんなの目じゃないぐらい、いい。

「──ああ、すげーイイ……。久住さんの中、めちゃめちゃ気持ちいい……」　>>>♥

　挿そう入にゆうされたことを嫌がっているのか、それとも口に出すなと言う意味なのか、久住が真っ赤になった顔を激しく振っている。子供じみた動作を繰くり返しているひとが憎にくらしいぐらい愛いとしくなって、ぐいと強めに腰を引いたら、脳みそが煮にえ立ちそうな声が迸った。

　久住の体がよすぎて、手加減することが次し第だいに難しくなる。何より希一に理性を失わせるのは、嫌がりながらも久住のそれが腹につくほど勃起している、淫いん猥わいに過ぎる眺めだ。

　久住が「もう嫌だ、終わりにしてくれ」と訴えているのは、きっと痛いからじゃない。

「そんなこと言っていいの？　俺のが中に入ってんのに、ガチガチでびしょびしょになってるくせに。久住さん、こっちの方の素質あるんじゃねえの」

「嫌だっ、……もう、怖い、や……！」

　初めての愉ゆ悦えつに怯おびえて暴れる体を押さえつけ、体の角度を変え、何度も貫つらぬく。　>>>♥

「ほらもう、後ろでいきそう。ウサギさんたちに、お尻しりに俺のを挿れられてイくとこ、見てもらおっか」

　びくびくと体を震わせ始めたのを合図に抜き差しのピッチを上げると、久住は崩くずれるように泣き出した。

「……嫌だっ、はっ、はな、放せっ、……ひあ、ああああぁ──っ！」

　泣きじゃくりながら、勢いよく何度にも分けて射精する。あの久住が、顔中びしょぬれで、大おお股またを開かされ、希一に尻を犯おかされた状態で、自分の腹に白はく濁だくをぶちまけている。

　久住にとってこの上なく屈くつ辱じよく的なはずの姿は、普ふ段だんのオーダーメイドのスーツ姿とはあまりにもギャップがある。卑ひ猥わいで、可哀かわいそうで、だからこそ興奮する。

　嗚お咽えつに引きつる体がどんなに懇こん願がんしても、希一は久住を離はなしてやることができなかった。







　久住が眠ねむっている。

　作り物のように端たん整せいな寝ね顔がおの調和を乱しているのは、泣き腫はらした瞼まぶただ。

　深い呼吸を繰り返して眠る姿にほっとして、それからとてつもなく重い後こう悔かいがやってくる。

　あの後、息も絶え絶えといった風情ふぜいの久住を洗ってやるために、バスルームへと運んだ。向かい合わせに抱だき上げ、中出ししてしまったものを搔かき出していたら、またムラムラきてしまい、抱かかえ上げたままタイルの壁かべに久住の背中を押し付けて、またことに及およんでしまった。

　結局、溜ために溜めて暴走した希一の性せい欲よくはとどまるところを知らず、暴力と変わらないぐらい久住を痛めつけてしまったと思う。

　希一を信用してあんなに無む邪じや気きな顔を見せてくれていた人に、何てことをしたんだろう。

　今夜だって、勝手に久住に惚ほれて勝手に自じ暴ぼう自じ棄きになった希一なんか、いい加減にしろと部屋から蹴けり出せばよかったのだ。それなのに、希一の気が済むようにと譲じよう歩ほして、一晩体を許してくれて、あげく目を腫らして泣き寝ね入いりするほどの目にあわされた。

　結局、久住は優やさしいのだ。壁が高くてとっつきは悪いけれど、一度懐ふところに入れた人間にはガードが甘くて、真面目まじめで不器用で──。

（バカだよ、久住さん……）

　久住が好きだ。今までもこれ以上ないぐらい好きだと思っていたけれど、泣くほど嫌なのに抱かれてくれた久住を、セックスする前よりもっと好きになった。

　でも、思い切らなきゃいけない。少なくとも、この気持ちを外に出してはいけない。そうじゃなければ、体まで張ってくれた久住に申し訳ない。

　お見合い相手の女性がどんなひとでも、ノンケの上司を襲おそって気絶するまで抱くような男よりは、ずっとましであるに違ちがいない。

　希一は白い肩に毛布を引き上げ、棚たなからぴょんたを取り出した時、ぴょんたの隣となりに希一が取ってやった小さなピンクのウサギが並んでいるのを見て、胸が痛くなった。

　一番お気に入りのウサギを久住の腕うでの下に入れてやる。あどけないほどの寝顔にかかる前まえ髪がみをかき分けてやろうとして、自分にはもう久住に触ふれる権利がないのだと気づき、指を引いた。

　目を覚ました久住は、自分とぴょんたたちだけの安全な部屋に、希一が残っていることを望まないだろう。

「酷ひどいことしてごめんなさい、久住さん。……ありがとう」

　希一は足音を忍しのばせて玄げん関かんへと向かい、オートロックのドアを、できる限り音をたてないようにそっと閉めた。







　　　　◇




　週明けからは、企き画かく営業会議への準備で大おお忙いそがしになった。何もかも初めての希一だけでは心もとないので、鬼隈が指導についてくれることになり、今日も鬼隈と二人で空き会議室にこもっての資料作りに追われている。

　以前なら、久住が手ずから教えてくれていたんじゃないかと思うと胸が痛むが、今となってはあり得ないことだ。

　久住のマンションにぴょんたたちを返したあの夜から、一週間が経たつ。あの後考えに考え抜ぬいて一度は辞表を提出した希一だったが、それは目の前で久住に破られた。

『辞表も引きずるのもなしというのが約束だったはずだ。せめてそのぐらいは守れ』

　久住と言葉を交かわしたのは、怒ど気きのこもった声で叱しつ咤たされた、あの時だけ。

　結局、久住に全すべてを許された自分を許すことができない重い気持ちを抱えたまま、仕事に逃にげることで時間を稼かせいでいる。

「鬼隈さん、自分の仕事も忙しいのに、俺の面めん倒どうまで見てもらって申し訳ないっすね」

「恩を売っておいて出世払ばらいで返してもらうわ。何なら体で返してもらってもいいけど」

「出世払いの方でお願いします」

　と希一が言うと、鬼隈はあははと大口を開けて笑った。

「俺は、会議室にこもる前に見た某ぼう先せん輩ぱいの目が怖こわかったですよ。鬼隈さんからも、高丘なんて眼中にないって言ってやって下さいよ」

「ああ、江頭のこと？　アイツも体は頑がん丈じようそうだけど、適性がありそう過ぎてイマイチそそられないのよ。あんまり悦よろこばれちゃうと、こっちはひたすら奉ほう仕ししてるって気分になって興ざめじゃない？　むしろ、男に攻せめられて洟はな垂らして泣いてるのを眺ながめてたいって感じ」

「……鬼隈さん、評判以上に恐おそろしいっすね」

　早晩、江頭が思いもかけない世界の扉とびらを無理やり開かされそうな予感がして、希一は初めて江頭に同情した。

「恐ろしいと言えば、最近、久住課長を見るのが怖いんだけど」

　突とつ然ぜん久住の名前が出て、心臓を直じかに叩たたかれたかと思った。

「何だか顔色悪いし、妙みように覇は気きがなくて、今にもぶっ倒たおれそうで怖いのよ。あのひと病気じゃないのかしら。高丘は親しいでしょ。何か聞いてない？」

「……俺と課長は親しくなんかないですよ」

「あんたが親しくなかったら誰だれが親しいって言うの」

　鬼隈に言われるまでもなく、久住の様子は気になっていた。

　言こと葉ば尻じりに鋭するどさが消えたと喜ぶメンバーもいるけれど、明らかに元気がない。それに、睡すい眠みん不足で隈くまを作っていた最後の夜より、もっと酷い顔色をしている。スーツの上からでも日ごとに瘦やせていくように見える。

　今はぴょんたたちに毎晩囲まれているんだから、睡眠不足はないだろう。それじゃ、何であんな様子をしているんだろう。何か悩なやみがあるんだろうか。

　以前なら、すぐに久住に聞けた。けど今は、悩みの原因は自分なんじゃないかと思うから聞けない。

　久住は、傷つけられたプライドが修復できなくて、苦しんでいるんじゃないだろうか。割り切ったつもりでも、ノンケの久住が男に、それも同じ職場の部下に抱かれるのは並なみ大たい抵ていのことではなかったはずだ。その上、頭に血が上っていた希一は、より屈辱を感じるであろうやり方と言葉で久住を攻めたてた。あの久住が、身も世もなく大泣きするほどに。

　毎日出勤するたびに、そんな相手と顔を合わせなければならないのだ。ストレスで気分が滅め入いっても無理はない。

（だから、辞表を書いたのに）

　意地っ張りで義ぎ理り堅がたい久住は、後に引けなくなっているだけで、本当は辞表を受け取らなかったことを後悔しているんじゃないだろうか。

　鬼隈との打ち合わせと作業を終えてトイレへ向かい、用を足して手を洗っていると、個室から久住が出てきたので驚おどろいた。

　本当に酷い顔色だ。血の気がなくて、とても気分が悪そうだ。

「久住さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　希一が声をかけると、怯おびえたように体を固くしたのが分かった。

「……もう、酷いことはしませんよ。そんなに怯えなくたって」

「大丈夫、少し気分が悪いだけだ」

　前にもこんなことがあった。久住はあの時も、全然大丈夫じゃないのに、大丈夫だと言い張っていた。

「瘦せましたよね。ちゃんと食べてないんでしょう。どうしてこんなに具合悪そうなんですか？　……俺のせい？」

　久住が顔を上げると、そこには予想したような嫌けん悪おや怯えではなくて、不安げで当とう惑わくしきった、何かを問いたそうな表情が浮うかんでいた。目が潤うるんで、どこか憔しよう悴すいした様子をしているのが、見ようによっては色っぽい。

　何、と言いかけたその時、トイレのドアが外から開き、久住は逃げるようにして入ってきた他部署の男の横をすり抜けて行ってしまった。

　誰かが入ってこなかったら、あと少し二人きりだったら、久住は何を言おうとしていたんだろう？







　久住が見合いをすると言っていた土曜が来た。何時いつからなんて知らない。それが今日であることと、見合いによく利用されると聞く、有名な老舗しにせホテルの名前を知っているだけだ。

　今日が早く過ぎてしまえばいい。

　十時を回る頃ころには、狭せまい部屋の中をうろつくのにも、時計を睨にらむのにも疲つかれてしまっていた。いてもたってもいられない。こんな風に焦しよう燥そう感かんで気が狂くるいそうになったってどうにもならないのに。

　久住の思い出がまき散らされている部屋にいるのが苦痛になって、目的もなく駅前に出て、ショッピングセンターをうろつく。

　ゲームコーナーを見つけて、暇ひまつぶしにクレーンゲームで遊ぶ。欲しくもない菓か子しや玩がん具ぐは、近くにいた中学生ぐらいの子にやってしまった。順々に機械を移って、最後のゲームに百円玉を入れた。

　ここに来た最初から、本当は目に入っていた。ピンクや黄色や水色のウサギの小さなぬいぐるみが山のように詰つめ込まれたガラスのケース。たぶん、久住に取ってやったのと同じものだ。

　これだけは絶対にやらないと決めていたのに、結局やっている。これを取れなかったら、久住のことは忘れよう。すぐには無理でも、今日をこの恋こいの最さい期ごの日だと心に決めよう。

　でも、もしも取れたら……取れたら。

　勝手にそんな決め事を心に浮かべただけで、心臓が激しく高鳴り始める。

　取れたらどうするのか。見合い場所まで行って久住を取り戻もどしにでも行くつもりか？　ばかばかしい。久住の方には恋れん愛あい感情の欠片かけらもないというのに？

　シャベルがピンクのウサギをつかむ。少しだけ持ち上がるのを見て、動どう悸きが激しくなる。あとちょっとで、景品口まで運ぶことができる。そう思った途と端たん、挟はさむ幅はばが緩ゆるい爪つめから、小さなウサギが滑すべり落ちる。

　落らく胆たんする間もなく、新しい百円玉を入れる。今度も取れない。もう一度、まただめだ。

　財さい布ふにあった百円玉を全部使ってもだめで、千円札を両りよう替がえする。心の中では、最初に取れなかった時点でもう全然結論が出てるじゃないかと突つっ込みを入れる声がする。

　それでも、希一はもう一枚だけ、と百円玉を入れ続ける。

　とうとうウサギが景品口を滑り降りてきた時には、夢を見ているような気分だった。とうとうやったという高こう揚ようした気分は、ピンクの小さなウサギを手にした瞬しゆん間かんに醒さめる。

（何をやっているんだ、俺は）

　そうしてやっと希一は悟さとった。部屋にいようが、どこにいようが同じだ。何を見ても、どこにいても、思い出が追いかけてくる。

　これを取ってやった時、久住がどんなに嬉うれしそうな顔で笑ったか。消しよう臭しゆうスプレーを希一の部屋に吹ふきかけて偉えらそうにしていた久住。玄げん関かん先さきでいきなり服を脱ぬぎ始めてしまった久住。怒おこった顔、恥はずかしそうに微笑ほほえむ顔、少年めいた寝ね顔がお。

　握にぎりしめている小さなウサギの上に、一滴てきだけ、しずくが落ちた。

　忘れない。忘れられるはずがない。

　ショッピングセンターを飛び出し、全速力で駅前まで走る。

　行ってどうなるものではない。久住からは既すでに断られているし、ひきずらないと約束させられてもいる。

　それでも、まだちゃんと言えてない。どれだけ久住が素す晴ばらしいか、どんなに自分が久住の幸福を願っているか。久住がトイレで何を言おうとしていたか、まだ聞いてない。

　流しのタクシーを止め、希一は運転手に、久住が見合いをすると言っていた老舗ホテルの名前を告げた。







　タクシーから降りてホテルに入り、久住がどこにいるのか、まだホテルの中にいるのかさえ分からない状じよう況きようで、一階を歩き回った。喫きつ茶さ室には、久住の姿はない。

　エントランスの方へ戻りかけた時、エレベーターの扉が開き、華はなやかな一団が下りてくるのが見えた。振ふり袖そでの若い女性に、着物姿の中年の女性が二人。だが、希一の目はスーツ姿の男だけが周囲から浮き上がって光を帯びているように見えた。

　希一は思わず、観葉植物の陰かげに隠かくれた。

（ストーカーか、俺は）

　久住が振り袖姿の若い女性と中年女性の一人を、スマートな動作でタクシーへと誘ゆう導どうしていく。見送る側として久住の隣となりにいる女性は久住によく似ているから、おそらくは久住の母親だろう。

　陽ひがさして、久住の髪かみや顔の輪りん郭かくやスーツの肩かたが光って見える。あんな風にしていると、久住は本当に王子様みたいだ。

（あのひとの属する世界は、何て眩まばゆいんだろう）

　女性たちを見送った久住が、まるで糸に引かれるように振り返り、グリーンのそばに立っている希一に気づいた。久住は母親らしき女性に何か耳打ちすると、その女性は一人でタクシーに乗り込み、去って行った。

　自分に向かって歩いてくる久住の姿と、普ふ段だん着ぎでピンクのミニウサギを握りしめたままでいた自分が、あまりにも不釣つり合いに思える。希一は後ろ手にウサギを隠した。

「こんなところに、何をしに来た」

　久住は怒っていると言うより、疲れた様子をしていた。

「……ごめんなさい。あの、俺、……久住さんに伝えたいことがあって」

「それは今でなくてはいけないことか。私は少々疲れているんだ」

　久住の顔色は青白く、物もの憂うい表情を浮かべている。本当にしんどそうだ。

「ごめんなさい。すぐ済みますから」

　久住はため息をつき、人目につかないようにということだろう、庭園へ希一を連れて行った。

　ひとがまばらな遊歩道まで来ると、久住が視線で促うながしてきたので、希一は意を決して口を開いた。

「お見合い、したんですよね。ちらっと見ただけだったけど、綺き麗れいな女性でしたね」

「ああ」

「ぴょんたとウサギコレクションのこと、ちゃんと話せましたか？」

「壁かべ一面を埋うめるほどぬいぐるみを集めていることは話した。彼女は別に気にしないと言ってくれた」

「……よかったじゃないですか。いいひとですね。それなら、問題なしだ」

　最初の壁がとてつもなく高い久住が、初対面でそこまで話せるなら、お見合いは大成功だったということなのだろう。

（そっか。さっきの女性と久住さん、結けつ婚こんするんだ）

　ぴょんたのことを話しても怯ひるまないような女性でよかった。そういう女性なら、きっと久住を幸せにしてくれる。張り裂さけそうな胸の痛みをこらえ、希一は必死でそう思おうとした。

　久住が心を決めたなら、希一がこの上すがることは邪じや魔ま以外の何物でもない。

　これでもう、本当にこの恋は終わりにしなきゃいけない。

　久住が好きだ。好きだから、大好きだから、久住が幸せになるなら諦あきらめられるはずだ。

　希一のことで心を曇くもらせたままではなく、笑って送り出してやらなきゃいけない。

（最後ぐらい男を見せろ、俺）

「俺、久住さんのことが好きです。ものすごく好きです。だから、誰だれよりも幸せになってほしいと思ってます」

「君が好いてくれていることは、前にも聞いた。だが、私は欠点の多い、つまらない人間だ。そのことは君が一番よく知っているはずだ」

「久住さんは自分の価値を見誤ってる。俺が知ってる久住さんは、つまらなくなんかない、最高に面おも白しろいし、本当にすごい人ですよ。我が慢まん強づよくて自分に厳しくて、人に甘えずに一人で重圧に耐たえてる。俺がゲイだって分かってからも、最後まで信じてくれようとした。あなたの中には、純じゆん粋すいで、まっすぐで、とても綺麗なものがある。どうしても言いたかったのは、そのことです。どうか結婚相手のひとには、かっこつけないで、繕つくろったりしないで、そういうのを全部見せてくださいね。そうしたら、あなたのことをきっと心から愛いとおしく思うはずだから。……俺と同じぐらいに」

　他ほかにもいっぱい言いたかったことがあった気がするのに、口にしてみるとこれっぽっちだ。もっと久住に相応ふさわしい言葉が贈おくれるといいのに。

　後は、言うべきことは一つだけしか残っていない。「彼女とお幸せに」。

　本当は言いたくない。でも、言わなければ。底を突つきそうな気力を振り絞しぼり、最後の言葉を伝えようと口を開きかけた時、久住が言った。

「……少しだけ、肩を貸してもらってもいいだろうか」

　希一の返事を待たずに、久住の体がもたれかかってきたので、希一は急いで傾かしいだ体を受け止めた。久住の体重がどんどんかかってくるから、ほとんど抱だきしめているみたいになる。

「……何だか、今ならよく眠ねむれそうだ……」

　久住は目をつぶって、眠りかけている子供のようなあやふやな声でこうつぶやくと、後はもういくら呼びかけても返事をしなかった。







　久住が薄うす目めを開けたので、希一は声をかけた。

「よく眠ってましたよ。よっぽど疲つかれてたんでしょう」

　久住はベッドの上に起き上がると、身を守ろうとするように膝ひざを引き寄せて小さくなる。

「久住さんが起こしても起きなかったんで、部屋を取りました。あ、しわになるから上着だけは脱がせましたけど、それ以外は触さわってませんから」

　久住はいわゆる体育座りで膝を抱かかえ、硬かたい声でつぶやいた。

「……君はなんだ。今までの人生で、君のような男に会ったことはなかった。どうして君のような男がいるんだ」

「俺は、久住さんに片かた想おもいしているゲイの部下です。その辺にいくらでもいる、ありふれた男ですよ」

「私は君が怖こわい。君のことが誰よりも怖くなった」

　可哀かわい想そうに、こんなに怯おびえて。そう思ってから、あんなに自分の前で無防備だったひとに、ここまで怯えるほどの思いをさせたのはほかならぬ自分だと思えば、後こう悔かいで胸が重い。

「怖がられて当たり前ですよね。嫌いやがってるのにあんなことしたんだから。でも俺はもう、久住さんの嫌がることはしませんよ。指一本触ふれません。久住さんの結婚を、心から祝福できるように、一日も早く忘れるよう努力します」

　口で言うほど容易たやすいことではないだろうけど。

「結婚はしない」

「……えっ？」

　見合いは、成功したんじゃなかったのか？

「条件的には申し分のない女性だった。私の欠点も受け入れてくれそうだった。だが、私は先さき程ほど母に、この話は断ってくれるよう話した」

「どうしてそんなに条件のいいひとを断っちゃったんですか？」

「自分でもよく分からない。ただ分かるのは、今の状態ではとても結婚できないということだけだ」

　久住の声は思い詰つめた調子で、酷ひどく暗い。希一は久住を驚おどろかせないように、充じゆう分ぶんな間を空けてベッドに腰こし掛かけた。

「正直に言って、君のそばは心ここ地ちよかった。子供時代のトラウマで、私は同性に接せつ触しよくするのが苦手なのに、君とだと触れるほど近くに寄っても大だい丈じよう夫ぶだった。何も秘密にせずにあるがままいても、君は全部許してくれる。ずっとこんな風に、立場も年ねん齢れいも越こえたつきあいが続けばいいと思っていた」

　久住は膝を抱えたまま、じっとシーツの一点を見つめている。

「だが、君が江頭くんと戯たわむれているのを見た時、全部君次し第だいなんだと、もっと君の好みに合う、歳も若くて一いつ緒しよにいても楽しい相手を君が見つけてしまったら、君に頼たよりきりの自分はどうなるのかと思った。そうしたら無む性しように怖くなって、自分だけでもちゃんとやっていけるようにと見合いも決めて……」

「なんでそこで江頭さんが出てくるんですか？　俺が久住さんより江頭さんと親しくなるとでも思ったんですか？」

　それじゃあまるで、──まるで、久住が嫉しつ妬とでもしたように聞こえてしまうじゃないか。

　久住はベッドの上で己おのれの膝をますますきつく抱き寄せた。

「ただでさえ君といたがる自分を持て余していたのに……。女性との経験は人並み程度にはあるつもりだ。だが、君とそうなった時、これまでにないほど感じてしまって、肛こう門もんに挿そう入にゆうされる特とく殊しゆな行こう為いも、信じられないぐらい気持ちが良くて……」

（それって……）

　暗雲が垂れ込めていた胸の内から一つ一つ、雲が消えていく。

　体だけでも、久住が自分に未練を感じてくれているなら、望みはある。ほんのわずかでも活路を見み出いだすとそこに向かって突とつ進しんしていく持ち前の気質が頭をもたげてくる。

　それにしても、悲ひ嘆たんにくれた顔でぼそぼそつぶやいているこのひとには、自分がどれだけ男心を喜ばせることを言ったのかまるで自覚がないのだろう。

（分かってるのかな、このひと。俺としたアナルセックスが怖いぐらいに最高だったって言っちゃってるんだけど）

「あれから眠れないんだ」

　久住は悲ひ愴そう感漂ただよう表情でうつむいている。今はすっかり血色が戻もどっているが、さっきまでの酷い顔色と体調不良の原因は睡すい眠みん不足か。

「久住さんの部屋でもですか？　ぴょんたがいるのに？」

「ぴょんたもいるし、他のウサギたちも揃そろってる。それなのに、眠れない。だから、新しいウサギのぬいぐるみを手当たり次第に買ってもみたんだ、それでも全然だめで」

「久住さん、それって」

　ウサギたちは戻った。久住にとって馴な染じみ深い日常も戻った。なのに眠れない。久住の生活でなくなったものは？　希一だけだ。

「それって……俺がいないから眠れないって聞こえるんですけど……？」

「君を失いたくないからあんなことまで受け入れたのに、その君はあれ以来よそよそしいし、会社を辞やめるなんて言い出す。結局、私たちの関係は、元通りの気安い間あいだ柄がらには戻らなかった。君は私とのことをなかったことにしようとしているのに、私ばかり君と過ごした時間を忘れられなくて、眠れなくて……。こんなことなら、君と、セ、セックスなんかしなければよかった」

　久住の目から一ひと粒つぶ涙なみだがこぼれて、「ひくっ」と大きくしゃくりあげた。

「君といると、自分でも知らなかった自分ばかり引き出されるようで、怖い。眠れないし、自分のベッドに横になると、君とそうなった時のことばかり思い出してしまう。急に前まえ触ぶれもなく思い出して、酷い時には会社で自分を慰なぐさめてしまったこともある。最低だ」

「あ、トイレで会った時。もしかして」

　久住は膝に顔を埋うずめて隠かくしてしまった。

「君が課のメンバーと楽しそうにしていると気分が塞ふさぐ。わけもなく泣きたくなる。こんなに自分を制せい御ぎよできなくなったことは初めてだ。私ばかり君なしではいられない体になってしまって、どうすればいいのか分からない。もう取り返しがつかないことになってしまったんじゃないかと思うと、怖くて仕方がない。……君がぬいぐるみだったらよかったのに。そうしたら、好きな時に取り出して眺ながめたりすることができる。人間だからままならないし、私から離はなれていくんだ。君をぴょんたのように寝しん室しつの棚たなにしまっておけたらいいのに」

　久住は無自覚なようだが、熱ねつ烈れつな告白に他ならない言葉の連続が、希一のハートとリビドーを直ちよく撃げきする。

　もうたまらない。可愛かわいいにもほどがある。もはや希一が耐えられる限界を超こえている。

「……ぐああああああ！」

　頭を抱えてエビぞると、久住がぎょっとした顔になる。

「な、何だ？　どうかしたのか？」

「なんっ…………て可愛いこと言うんですか！　何ですかあなたは、どこまで俺のドリームでできてるんですか！」

「高丘くん、大丈夫か。言っていることがだいぶおかしいぞ」

「入社以来、俺は久住さんのせいでずっとおかしいですよ。どうしてくれるんですか」

「私はそもそも君の好みじゃないし、年上で、性格も悪い。身近にいたのがたまたま私だったというだけで、今は好意を寄せてくれているが……」

「噓うそですよ。好みじゃないなんて大噓」

「……噓？」

「久住さんが一番好きなタイプっていうか、初対面の時からルックスが俺の理想そのものだと思ってたけど、警けい戒かいされたくなくて噓つきました。最初から、俺は久住さんしか見てませんから。久住さんは見た目だけじゃなく、中身も最高に可愛いです。そもそも俺は年上が好みだし、性格だって好きです。仕事もできるし、クールそうに見せかけて情に篤あついし、ウサギフェチぶりも慣れると癖くせになるし、顔が超ちよう美人だってだけじゃなく体も肌はだも綺き麗れいだし、セックスの相性も最高だし、感度もいいし、清せい潔けつそうな顔して存外エロいし、ペニスまで美形だし、それにお尻しりだって名器……」

　そこでいきなり頭部に手刀を振ふり下ろされたので、目から火花が散った。

「もういい！　全く君という男は、よくそんな言葉を恥はずかし気もなく次から次へと……」

　真っ赤になって怒おこっている久住が、愛いとしくてならない。殴なぐられた頭頂がズキズキするのにも構わず、希一は久住の赤らんだ頰ほおにチュッと音を立ててキスした。

「久住さん、好きです。久住さんは？　俺にそばにいてほしい？」

　問いかけると、久住は頷うなずいたものの、少し戸と惑まどう顔をした。　>>>♥

「……君にそばにいてほしいし、離れていくと思ったら酷く悲しかったが、これがどういう気持ちなのか、まだ……」

「久住さん、久住さんも俺のことが好きなんじゃないか。俺と同じで、めちゃめちゃ恋こいしちゃってるんだよ」

「恋？　この頭の中に暴風雨が吹ふき荒あれているような感情が恋だと言うのか？」

「そうだよ。それ以外の何物でもないよ」

　希一は力強く断言した。多少マニアックで暴力傾けい向こうがあったとしても、こんなに理想通りのひとには二度とお目にかかれないだろう。万が一、それ以外の何物かであったとしても、ここは何が何でも恋だと言いくるめなければ。

「そうか、これが恋か……」

　とつぶやいている久住は、案外これまで本気の恋をしたことがなかったのかもしれない。

「俺は、久住さんの気の迷いでも、目先の変わったセックスにはまっただけでも、構わないんです。だって、自分の立ち位置が不安だろうが先のことが見えなかろうが、思い悩なやんだってどうしようもないんです。先に惚ほれたのは俺だし、久住さんにどう扱あつかわれようと、やっぱり気の迷いだったと明日捨てられようと、この気持ちは自分じゃ消せないんだから」

　刹せつ那な的になっているわけではない。過か剰じように、溺おぼれるほどに愛を注いで、瓢ひよう簞たんから出た駒こまを勝ち馬に育ててみたいし、勝算もあるんじゃないかと思っている。自分ぐらい久住を好きな人間はいない。それだけは自信があるし、そういうのをじわじわ思い知らせて、身も心も足抜ぬけできないぐらい自分にはまらせてみたいという野望もある。

「だから、責任とか感じる必要は何もないです。何の約束もなくていい。今この瞬しゆん間かん俺のことをどう思ってるのかだけ教えてください。俺のこと、好き？」

　ためらいながら、それでも久住はぎこちなく頷いてくれた。

（ああ、幸せだ！　俺は宇宙一の幸せ者だ！）

　体育座りをしている久住の体を抱だき寄せ、キスをした。ついばむようなキスを次し第だいに深めて、ねっとりと絡からみつくようなものへと変えていく。感じやすい久住はキスも好きなようで、夢中になって応こたえてくるのがとても可愛い。

　体重をかけてベッドに押し倒たおすと、ハッとしたように久住が胸を押し返してきた。

「ちょっと待て。確かに君を好きだと言ったが、こういうことをなし崩くずしに」

「もう一度寝ねてるじゃないですか。俺たち、相思相愛だったわけだし、もう障しよう壁へきは何もないでしょ。ここで今すぐあなたを可愛がりたい。前の時泣かせた分まで優やさしくしたい」

「しかしここでは……ここは子供の頃ころからよく利用してきたホテルで、中には顔見知りの従業員もいることだし……」

　見合い相手と会ったばかりの、スタッフに顔を知られているホテルで、男とこんなことをしてはまずいだろう、と久住が迷っているのが手に取るように分かる。人としての形を保ちたがる建前と、流されてしまいたい本音とが、争っている。希一に味方するのは、いつだって本音と欲よく望ぼうだけだ。

　顎あごを持ち上げて、再び唇くちびるを合わせる。久住はキスには従順だ。キスが好きな唇と柔やわらかな口の中を味わい尽つくすうちに、久住はうっとりとした表情に変わった。

「あなたに挿れたい」

　耳元にささやきかけてやると、久住の肩かたがびくっと小さく跳はねる。

「あなたの中をたっぷり濡ぬらして、中で泡あわが立つぐらい俺でぐちゃぐちゃにかき回したい。きっと気持ちいいよ」

　勝負はついた。シーツの上で抱きしめた体は熱く火ほ照てって、どこにも力が入っていなかった。







「君は噓つきだ」

　喉のどをひくひくと震ふるわせながら、優しくするって言ったのに、と久住が涙なみだ目でなじってくる。

「めいっぱい優しくしてるじゃないか」

「じゃあ、どうしてこんな……っ」

　久住は細かく痙けい攣れんする腰こしをもどかしげにシーツから浮うかせた。艶つややかな尻肉の狭はざ間まには、希一の指が二本まで埋め込まれている。それらが久住の内うち筒づつのイイ場所を苛さいなむたびに、久住の欲望は震えて焦じれて、もうどろどろになっている。

「今日は久住さんが嫌いやがることは一いつ切さいしたくないんだ。けど、俺は久住さんじゃないから、言ってもらわないと分からない。してほしいことがあったらちゃんと口に出して伝えて」

　本当は、久住が直接触さわってほしがっているのを知っていて、あえてそこには触ふれない。射精してけりがついてしまう快感より、もっと深い快楽を体に覚え込ませて、久住をしっかり繫つなぎとめてしまいたい。

　坂を駆かけ上がるみたいなセックスもいいけど、とろ火で長く煮に込むような交わりもいい。今夜は、久住が女との交わりでこれまでに得たであろう快感を全部忘れてしまうぐらい、じっくりと愛してやるつもりだ。そのためには、久住の一切のためらいや羞しゆう恥ちをはぎ取りたかった。

　胸の色付きを舐なめ、すっかり尖とがってしまった先せん端たんを甘あま嚙がみすると、久住は小さな呻うめき声を上げた。

　希一を受け入れてくれるはずの奥まった場所が少しも痛くないようにと、いっぱい舐めて、ゆっくり解ほぐした。埋めてくれるものを待ちわびるように収縮と弛し緩かんを繰くり返すようになっているそこに、希一のモノをゆっくりと挿さし込んでいく。狭せまくてきつくて、でも希一を拒きよ絶ぜつしていないそこは、とてつもなく気持ちがいい。

　抜き差しはせず、小刻みに中に擦こすり付ける。あっ、あっ、という控ひかえめな喘あえぎを漏もらしていた久住が、小さな声で「苦しい……」と呟つぶやいたので、繊せん細さいな場所に傷でもつけたかとぎょっとする。

「えっ、ずいぶん解したつもりだったけど、痛む？　いったん抜こうか？」

　そうじゃない、と久住が頭かぶりを振った。

「君といると、私はおかしくなる。こんな風に裸はだかで抱き合っていると、嬉うれしいのか恥はずかしいのか分からなくなって、頭の中がめちゃくちゃになる。嬉しい気持ちも、悲しい気持ちも、体の感じ方も、いろんな感覚が鋭するどすぎて、胸が苦しい。調子が狂くるいっぱなしで、自分が自分じゃないみたいになる。こんなことは初めてなんだ」

　まるっきり希一が初はつ恋こいだと言っているのも同然の初うい々ういしい言葉が嬉しくて、希一は久住の体を思い切り抱きしめた。久住は素す直なおな感情を表に出すことをずっと封ふう印いんしてきたから、情じよう緒ちよ的には思春期の頃に留とどまっているのかもしれない。

「くっ、苦しいっ」

「あ、すみません」

「馬ば鹿か力ぢからめ。それに、どうして笑っているんだ。私は真しん剣けんに話しているというのに」

「嬉しいんだよ。久住さんがそんなに俺のこと好きになってくれたんだと思って」

　繫がった腰を揺ゆすると、薄うすい腹が緊きん張ちようし、縦に溝みぞが入る。

「見、るなっ、あ、あっ」

「どうして？　久住さんの感じてる顔、見せてよ」

「嫌だっ。君は私のルックスを好みだと言った。こ、こんなに喘いで、酷ひどい顔を見たら、興ざめするんじゃないかと……」

「そんなことあり得ないよ。久住さんはどんな時も綺き麗れいだし、俺のすることで感じてるの見ると、俺も最高に興奮するしテンション上がる。ぐずぐずに感じちゃってる顔を見せてくれるほど、余計に惚れこむ仕様になってるんだよ」

「バッ……んぁ……ああ、あーっ」

　ばかばかしいと言おうとしたのか、バカじゃないかと言おうとしたのか知らないが、その言葉は切せつ迫ぱくしていく嬌きよう声せいへと飲み込まれた。

「俺の前でまで、期待値に合わせようとしなくていいんだよ。俺はそのままの久住さんにべた惚ぼれなんだから、どんな風になっても大だい丈じよう夫ぶだよ。ね、だから俺には繕つくろわないで全部見せて」

　久住の体は、体の隅すみ々ずみまで通電しているかのようだった。頭のてっぺんからつま先まで性感帯になっているのかと思うほど、希一のどんな愛あい撫ぶにも感じた。

「こんな感じやすくて、これまでどうやって女の子を抱だいてたの？」

「違ちが……こんな、なったの、……は、初めて、だから……」

　喘ぎの合間に切れ切れに訴うつたえる言葉が、脳の血管が切れそうなぐらい希一を喜ばせる。膨ふくれ上がった愛いとおしさが、希一の体内で捌はけ口を求めて暴れまわっている。それをぶつける先は、結局自分の下にある美しい肉体以外にはない。

　下半身が蕩とろけそうな快楽を与あたえてくれる場所に向かって、無我夢中で腰を打ち付ける。久住が声を上げた場所を手当たり次第に舐め、かじり、捏こねる。

　久住の声が変わった。純じゆん粋すいに快楽を追い始めた陶とう酔すいしきった表情で、久住が自分の欲望に手を伸のばそうとしているのを知り、希一は久住の両手を頭の上に押さえつけた。　>>>♥

「自分で触っちゃだめだよ」

　希一に後ろを攻せめられながら自分で自分のモノを扱しごいている久住を見たい気もするが、今は希一のモノだけで久住をめろめろにしたい。

　後孔こうこうを攻められるうちに、前に触らなくても久住が達しそうになったと見るや、希一は腰の動きを止めた。久住の射精感が少し遠のいたところで、また抜き差しを再開し、久住が切迫してくると、また動きを止める。

　度たび重なる寸止めに、久住は次第に余よ裕ゆうをなくしていった。

「いっ、嫌だっ。何で……」

　思い通りの反応を容易たやすく引き出せることにまた興奮し、ヘッドボードの方にずり上がろうとする体を引きずり戻もどしては、イきそうでイけない責苦を繰り返し与えていると、とうとう久住は泣き出した。

「泣かせな……って、言っ……のに……っ」

「イきたい？」

　首がもげるんじゃないかと思うほど激しく頷うなずいている幼げな様子がいじらしいけれど、妙みように嗜虐心をそそられる。

「ちゃんと口で言わないと分からないよ」

　この期ごに及およんでまだ無む駄だな抵てい抗こうをして唇を引き結んでいるのが、可愛かわいいのに憎にくらしい。

　久住の尻しりに腰を密着させ、そのまま中をかき混ぜるように回してやると、ついに久住は壊こわれたように叫さけんだ。

「……イかせて……っ、……かせて、くれっ」

　半はん狂きよう乱らんで髪かみを乱し、快感を得ようと腰を浮かせては尻を打ち付けてくる久住の姿はあまりにもいやらしく、希一の方もそろそろ限界に近づいていた。

「久住さん、そんなに俺の、好き？　こうされてるの、気持ちいい？」

「すきっ、あ、っあ！　いっ、いい……っ！　……から、イかせて、イッ……」

　もう、自分が何を言わされているかもよく分かっていないのだろう。職場ではシャープな言葉を吐はき出すばかりで歪ゆがめられることもない唇から、ちらちらと赤い舌先を覗のぞかせ、恍こう惚こつとした表情で淫みだらな言葉を垂れ流している。視覚と触しよつ覚かく、ダブルパンチでの刺し激げきが半はん端ぱない。

（……やばい）

「俺もあともうちょっとだから。一いつ緒しよにいこう」

　焦じらすのをやめて、久住の性器を扱きながら熟うれきった場所への抜ぬき差しのピッチをあげていく。

　嗚お咽えつに喉を詰つまらせ、体を痙攣させながら、久住は吐と精せいした。

　強きよう烈れつな締しめ付けには抗あらがえず、いまだかつてないほどの快感で頭の中が真っ白になる。希一も時を同じくして精を放っていた。







　恋こい人びとになってくれたばかりの愛しいひとから、望み通りのおねだりを散々引き出して、泣かさないと誓ちかった割には散々泣かせて。

（はあ……。楽しかった。そして、超ちようエロ可愛かった）

　今日も結局、少し無理をさせてしまったかなと思うけれど、久住だって希一の暴走にたっぷりと油を注いでくれた程度には、濃のう厚こうなセックスに溺おぼれこんでいたはずだ。

　今は満足しきったように静かに眠ねむっている美しいひとの隣となりで、希一はめくるめく愛の記き憶おくのページを脳内でめくる。久住はその痴ち態たいまで、希一好みだった。

（俺ってホント、宇宙一の幸せ者……）

　大事な大事なものが、この腕うでの中にある。幸せで、愛しくて泣きたくなる。

　綺麗で知的で仕事ができて、その上エッチの相あい性しようまで最高の恋人が、希一のことをこよなく愛してくれている。これ以上の幸運があろうか、と希一は感動に浸ひたった。

　目を覚ました瞬しゆん間かんに羞恥を憤ふん怒ぬに変へん換かんした久住から、希一が激げき烈れつなアッパーを喰らい、続く攻こう撃げきから逃にげ回るはめになるのは、それからきっちり一時間後のことである。
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　昼休みが終わって、帰省土産みやげの菓か子しを配っている玉村と希一が軽い談だん笑しようをしているところに、久住が昼食から戻ってきた。希一を見るなり眉まゆを吊つり上げた久住から鋭い叱しつ責せきが飛ぶ。

「高丘くん」

「はいっ」

「君はそんなに暇ひまなのか？」

「いえ、暇というわけでは……」

「では、なぜ職場で私語をしているんだ」

「申し訳ありません」

　土産を受け取って簡単な言葉を交かわし合っていたのは、希一だけではないわけだが、久住に小言を浴びせられるのは希一のみだ。いつものことなので、課のみんなもこの光景には慣れっこになりつつあった。

「給料泥どろ棒ぼうと呼ばれたくないなら、もっと自覚を持って仕事に取り組んでほしいものだな」

「はいっ、以後気を付けます！」

　久住はそれ以降希一のことを一いち瞥べつもせずさっと席を立つと、ホワイトボードに外出直帰の予定を書きつけていく。

　一方希一は、全くめげた様子もなく喜々として自分のデスクに向かっている。そんな希一の姿を、課のメンバーが哀あわれみともつかぬ生ぬるい目で見守っていることには、全く気づいていない。

　久住が外出してしまうと、玉村が済まなそうに「僕のせいで怒おこられちゃってごめんね」と謝ってきたが、希一はにこやかに手を振ふった。

「いえ、全然気にしてませんし！　言ったでしょ、課長のあれは愛の鞭むちなんですって」

「つかむしろ、嬉うれしそう」

　同期の杉山がぼそっとつぶやくと、鬼隈が妙にわくわくした様子でこう返す。

「二人ともね。特に久住課長、最近は色いろ艶つやもよくなって絶好調って感じじゃない？」

　珍ちん奇きな動物を見る目で見られている自覚もなく、希一の思考は目の前のコスト表から昨夜の久住へと移っていく。

（昨日も可愛かったあ……）

　頭上数センチにハートをいくつも浮うかべながら思い浮かべているのは、昨夜仕事帰りに立ち寄った久住の部屋で、部屋に入るなりいきなりベッドに連れ込んだ久住の姿だ。

　──『待て、待っ……あっ』

　思い出すだけで下半身がやばいことになりそうな色っぽい声が脳のう裏りをよぎる。

　後で怒る割に、久住は強ごう引いんにされると余計に感じるようだ。昨日も、なだめたりすかしたりして、はだけたシャツとネクタイのみという、無数にある希一の妄もう想そうの一つを叶かなえた姿に剝むいてしまうと、久住は恥はずかしそうに身をよじりながら懇こん願がんした。

　──『灯あかりを、灯りを消してくれ』

　──『だめ。それじゃ意味ないだろ。久住さんにこのカッコしてもらうのが、俺のドリームだったんだから。目でも久住さんを堪たん能のうさせて』

　──『……ではせめて、ぴょんたたちに後ろを向かせるまで、待ってくれ』

　希一が帰った部屋で、全すべてを見ていたウサギたちに囲まれているといたたまれないのだと言って、首筋まで真っ赤にした久住は、今思い出しても頭をかきむしりたくなるぐらい愛らしかった。

　──『じゃあ、一人になった部屋で俺のこと思い出してもらえるように、こいつらにはしっかり見ててもらわないとね』

　結局そのままウサギの向きを変えることは許さず、久住の下か肢しを大きく割り、煌こう々こうと灯る照明の下、ガンガンやってしまったわけだが。

　久住のさっきの小言は、昨日の仕返しプラス、久住の次に誰だれがタイプかと問われてつい正直に玉村の名前を出してしまったことが原因だろう。

　久住が嫉しつ妬としてくれるなんて思っていなかったから、正直嬉しい。それに、根は素す直なおで真面目まじめな久住のことだ、仕事とプライベートをごっちゃにしてしまったことを、今いま頃ごろ一人反省していることだろう。

　定時が終わってしばらくした頃ころ、希一のスマートフォンが振しん動どうした。デスクの下でこっそり確かく認にんすると、久住からのメールだ。

『冷酒で飲むのが美味おいしいという酒を購こう入にゆうした。七時には着く』

　ほら。やっぱり。

　部屋に行ってもいいか、とお伺うかがいを立てるのではなく、着く、と一人決めしているところが久住らしいが、これが久住なりの仲直りの意味だと分かっている。

　希一は素す早ばやくデスクを片付けると、勢いよく席を立った。

「お先ーっす」

　今日は早いな、という職場のメンバーの声を背中に聞きながら、久住を不安にさせないように急いでメールを書いて送信する。

『つまみになるものを用意して、待ってます』

　久住はウサギどものいない希一の部屋でも、朝までぐっすり眠ってくれる。最大のライバルぴょんたに「勝った」と思う瞬間だ。

　だが、向こうは久住と一いつ緒しよに暮らしているし、一緒に紡つむいできた歴史も長いし、くたっと手足を投げ出しているだけで、甘い声で名前を呼びながら思いっきりもふもふしてもらえる。今のところ、希一はそんないい思いをしたことがない。

　希一は心の中で、ぴょんたに向かって（負けないからな！）と挑ちよう戦せん状を叩たたきつけてから、意地っ張りで可愛かわいい恋人は今夜何を食べたいだろうかと忙せわしく考え始めた。
















ドＳとドＭと、ところによりジェラシー
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　時計の針が定時を回った。

　久く住ずみ馨かおるは、繁はん忙ぼう期以外には残業をしない主義だ。仕事は原則として時間内に終わらせるべきだと思っているし、上司の自分が残っていれば課員たちも帰りにくいだろう。

　久住が帰る支し度たくを始めたところで、携けい帯たいメールの受信を知らせる振動を感じた。

　急いで液えき晶しよう画面を確かめる。案の定、恋こい人びとからのメールだ。

『今日、うちに来ませんか？』

　つい顔を上げて、自分のいる課長席から一番遠い出入り口付近の席に目を走らせると、こちらを見ている高たか丘おか希き一いちと目が合った。

　馬ば鹿か者。秘密のメールを送っておきながら、そんなにあからさまに期待でキラキラした顔をこちらに向けていては、誰かに感づかれないとも限らないだろう。

　課長の自分と同じ職場の部下。しかも同性。どこからどう見ても不適切な関係だ。どれだけ慎しん重ちようを期してもしすぎることはないということを、本当にあの男は分かっているのだろうか。

　全く考えが足りない男だ。後できつく言い聞かせなければ。

　久住は表情を一いつ切さい変えずに席を立ち、部下たちに「ではお先に」と声をかけながら、一瞥もせずに高丘の後ろを通り過ぎて職場を後にした。

　社屋を出て地下鉄の階段を下りる前に、久住は携けい帯たい電でん話わを取り出し、短いメールを送信した。

『気が向いたら行くかもしれない』

　たったこれだけの文面で、顔中を輝かがやかせてあたふたと帰り支度を始める高丘の様子が目に浮かぶようで、久住は雑ざつ踏とうの中で一人、我知らず微笑ほほえんでいた。

　人に知られることがないようにと常に神経を尖とがらせているのは、保身のためと言うより、この恋れん愛あいが壊こわれてしまう危険を少しでも冒おかしたくないからだ。

　自分に同性愛の素地があるとは考えたこともなかったけれど、この関係にもいつか終わりが来ると想像しただけで震ふるえがくるほどには、久住も高丘との恋愛にはまっている。

　高丘は、残念ながら取り立てて頭がいい方だとは言えない。仕事も根こん性じようと情熱は認めるが、特別優ゆう秀しゆうと言うには足りないと思う。だが、あの明快さと単純さ、へこたれなさは、とてもいい。少なくとも、自分には合っていると思う。

　完かん璧ぺき主義で人に委ゆだねることが不得手な久住は、仕事も人間関係も、要求水準を上げ過ぎてぎすぎすと緊きん迫ぱくしたものにしてしまいがちだ。ところが高丘は、久住がどんなにカリカリしていようが、何を悩なやんでいようが、「大だい丈じよう夫ぶ。どんな久住さんでも愛してるから」の一言で、ロードローラー並みに真っ平らに均ならしてしまう。

　そんな高丘にずいぶん救われている。高丘に「大丈夫」と言われると、根こん拠きよもないのに何だか大丈夫な気がしてくる。

　一方で、人に甘えたことのない久住には、こんなに相手に寄りかかっていてもいいのだろうかという戸と惑まどいが常にある。今でも充じゆう分ぶんに、ノーマルではない関係に溺おぼれきっているという自覚があるのだ。こんな風にしていては、いつか甘い蜜みつの海の中で溺でき死ししてしまうのではないかと、不安を感じる。

　昨日だって……。自分の肩かた越ごし、窓ガラスに映った恋人の、会社で見るのとは全く違ちがう獰どう猛もうで牡おす臭くさいまなざしを思い出し、久住はぞくりと背筋を震わせた。







　昨夜は夜になってから酷ひどい雨になった。

　横よこ殴なぐりの雨の中、久住のマンションにやってきた高丘は、全身ずぶ濡ぬれの状態だった。高丘の着ていたスーツを急いでバスルームに干して出てきたところを、すぐに求められた。

　ああいう時の恋人は、かなりいやらしくて執しつ拗ようで、その上意地が悪い。

　コーナーが二面、足元までの大きな窓になっているリビングルームで、抵てい抗こうしたのに全ぜん裸らにさせられ、ガラスに手をついて後ろから男のものを受け入れさせられた。

　明るい部屋の窓ガラスに映る、獣けもののようにつがいながら揺ゆさぶられている自分の姿。外から見られるのではないかという怯おびえと、自分の姿のあまりのみっともなさに涙なみだが滲にじんだが、高丘は何度も耳元で久住を綺き麗れいだと、可愛いと言った。

『ほんとに綺麗だよ。背中もお尻しりも、汗あせで光ってつやつやしてる。こんなに綺麗な体、見たことない。俺だって、久住さんの一番綺麗なとこ、誰にも見せたくないよ。外は暴風雨だし、この窓が覗のぞけるほど高い建物はこの辺にないから、誰かに見られる心配はないよ』

　ガラスに映った男と視線が絡からむ。大丈夫、といつもの言葉になだめられながら、何度も突つかれる。本当だろうか、どこからも見られる心配はないんだろうか。ちゃんと考えたくても、もう何も考えられない。

　こんなのは嫌いやなのに、泣いているのに、高丘はお構いなしに背後を穿うがち続ける。久住は馴な染じんだものに中を擦こすられて勃ぼつ起きし、ガラスに向かって射精した。

　高丘は腰こしが立たなくなった久住を綺麗に拭ぬぐい、汚よごしたガラスも綺麗にしてから、暴走したことを何度も謝った。

『ここに来るたびに、こんな風にしてみたいってずっと妄もう想そうしてたから。今夜は嵐あらしで外から見えないって思ったら、我が慢まんできなくなっちゃって……』

『君はいつもそれだ。君の馬鹿げた妄想に、どうして私がつきあわねばならないんだ。そもそも、君の妄想とやらは後いくつあるんだっ』

　体と頭が冷えてくると耐たえ難がたいほどの羞しゆう恥ちと悔くやしさに襲おそわれる。久住がなじると、高丘は頭の中で数を数えるような表情を浮うかべてから、臆おく面めんもなくこう言い放った。

『ちょっと、数えきれないけど……。って言うか、久住さんと一緒にいると、新しいのが浮かんじゃうんだよ。現在進行形で増ぞう殖しよくしてるから、数えてもしょうがないと思うけど』

『いい加減にしろっ』

　嫌だと言いながら、普ふ段だんとは違うシチュエーションに高ぶってしまったことは事実なので、きまりが悪くなって背中を向ける。高丘は機き嫌げんを取るように髪かみや耳にキスを落としてきた。甘やかすキスや抱ほう擁ようは気持ちがいい。

　したいようにさせていると、許されたと思ったのか、高丘は背中を抱だきしめてきた。叱しかれば神しん妙みようにしているが許すとすぐにじゃれついてくるのは、実家で飼っているジャーマンシェパードと変わらない。

『会社で、久住さんのびしっとしたスーツ姿を見てるとね、またいろいろ妄想しちゃうんだ。デスクの上で押し倒たおしてみたいなあって。あとは、非常階段でとか、トイレの個室でとか』

　ぎょっとして振ふり返る。そんな話は聞きたくなかった。これではおちおち安心してトイレにも行けないではないか。

『そんなことは絶対にしないぞ。会社で妙みような真似まねをしたら君とは縁えんを切る』

　年下の恋人は、一見この上なく爽さわやかな悪びれない表情で、にっこりと笑った。

『分かってるよ、本当にしようとは思ってない。ただ、ちょっと想像して楽しんでるだけ』







　全すべてを思い出したら、何だか体が熱くなってきた。これはきっと、昨日の恋人の仕打ちに改めて腹が立ってきたからだ。きっとそうだ。

　あの男は、最後には久住が何でも許すと思って、いい気になっているんじゃないか。ちょっと優やさしくして手料理の一つもふるまえば、すぐに機嫌を直すと甘く見られているんじゃないだろうか。

　今夜は行ってやるものか、とメールしようとして、手を止める。

　何だかんだと理り屈くつをつけて、結局は自分がアパートに行ってしまうことを知っているからだ。

　高丘といるのは楽しいし、とても楽だ。時々思い切り怒おこらせてくれるのも、いいガス抜ぬきになっている。高丘のような人間は自分には二度と現れないんじゃないかという気がする。

　明るくて人当たりのいい恋人は、職場でもみんなに好かれている。仕事で組ませた鬼おに隈くまが高丘を気に入っているようだけれど、高丘は女性に興味がないので心配していない。

　だが、高丘が玉たま村むらと仲良くしているのを見ると、不快になる。玉村は優しげな顔立ちで、頭の回転も速い。気が弱いところが玉に瑕きずだが、気立てがいいし、高丘のことを可愛かわいがっている。優しくて歳も近くて、見た目も好みだと漏もらしていた玉村が、もし、高丘に気があったら……。

　あと、気になるのは江え頭がしらの存在だ。好みと言ったのは噓うそだったと打ち明けられたが、本当のところはどうなんだろう。江頭はスキンシップの激しい方で、恋こい人びとにじゃれついているのを見ると、胃の辺りが冷たくなる。高丘は迷めい惑わくそうな顔をしているように見えるけれど……。

　考えても結論が出ないことをくよくよと考えてしまう自分が嫌だ。そういうのは自分らしくないし、時間の無む駄だだ。そう思っても、考えるのを止められない。

　今はいい。高丘が自分に夢中になっているのは疑いようもないことだ。けれども、久住に向ける恋人の妄想は、本当のところ、あとどれぐらい残っているんだろうか。妄想の種が全部尽つきたら、この恋こいは終わるんだろうか。

　考えていたら、どうにも高丘の顔が見たくて仕方がなくなってきた。会社を出た時よりもっと、あの男に会いたい。







　結局その後、デパートの地下で酒を求めてからアパートに行った。高丘の作った鶏とりの水みず炊たきは、作り手の大おお雑ざつ把ぱな性格を表して材料の切り方がかなり粗あらかったが、とても美味おいしかった。

　高丘とつきあうようになってから、週末はだいたいどちらかの部屋で過ごしている。この土日はどうするのかと思って話を向けると、高丘が済まなそうな顔をした。

「今度の土曜日は、友達のパーティーに顔出しするよう頼たのまれてるんですよ」

「パーティー？」

「うん。友達、って言ってもゲイバーのマスターなんですけど、そいつが仲間と主しゆ催さいするパーティーの頭数が足らないんで、どうしても来いって言われてるんです」

　ゲイバーという言葉は、久住には縁えん遠どおいものに響ひびいた。未知の世界、今後も関かかわりを持つ予定のなかった世界だ。だが、ごく若いころからゲイの自覚があったという高丘には、馴な染じみ深い世界なのだろう。

「そのパーティーには、招待客でないと出席できないんだろうか」

「え？　いえ、チケット買えば、誰だれでも参加できますけど……」

「私も行ってはいけないだろうか」

「ええっ？　久住さんが？　いや、……その、久住さんは俺とつきあってくれてるけど、元々ノンケじゃないすか。実は、ノンケお断りのパーティーなんすよ。だから、ごめんなさい」

　行きたいと言ってはみたものの、感かん触しよくによってはすぐに引き下がるつもりだった。

　本当は、すごく行きたいというわけじゃない。ただ、自分の方からも高丘の属する世界に歩み寄ってみようかと思っただけで。それに、そちらの世界には久住の知らない流りゆう儀ぎもあるのかもしれないし、場ば違ちがいな人間が顔を出して、高丘の顔をつぶしたいとも思っていない。

　だが、高丘の返答の何かが引っかかる。言葉じゃなくて……そう、目を見ないんだ。

「私に来られては不都合なことでもあるのか？」

　高丘の肩かたがあからさまにびくっと跳はねた。

「な、何を言い出すんですか。何もないっすよ？　あるわけないじゃないすか！　ははははは。第一、久住さんには男ばっかりの空間なんて、あんまり気分のいいもんじゃないと思いますよ。ってことで、この話は終わり。あ、日曜は一いつ緒しよに過ごしませんか。またぴょんたを連れてどっかドライブ行ってもいいし」

　空々しい笑いと、不自然な話題逸そらし。

　怪あやしい。非常に怪しい。直情型で単純な恋人は噓も下手へただ。

　この男、何かを隠かくしている。







　　　　◇




　土曜になるまで久住は悶もん々もんとして過ごした。

　高丘の態度は確かにおかしかった。だが、疑わしいからといって、しつこく詮せん索さくしたり疑ぎ心しん暗あん鬼きになったりすべきではないと理性は言っている。第一、年上の癖くせにそんなに余よ裕ゆうがないなんて格かつ好こ悪い。こんな自分は高丘に知られたくない。

　そうは思っても、いらいらするのはどうしようもない。土曜当日になり、夜になるとその矢も楯たてもたまらない焦しよう燥そう感かんはピークに達した。

　少しでもこの苛いら立だちを静めたくて、ベッドの上にくったりと手足を投げ出しているピンクのウサギのぬいぐるみを抱だき上げてみる。

「ぴょんた、どう思う？」

　当然ながら、ぴょんたは何も答えてはくれない。いくらぬいぐるみたちを愛していても、本当に答えてきたらホラーだ。自分は何をやっているんだろう、と少々寒々しい気分になった。

　部屋をいらいらと歩き回りながら考える。パーティー会場の近くまで行ってみて、出入り口をちょっとだけ覗のぞいてみるのはどうだろう？　きっと、実際に見さえすれば特に怪しげな集まりではないと分かるはずだ。それだけ確かく認にんできたら、きっとこの苛立ちも治まる。

　高丘に見つかったらどうする？　高丘は久住にはいつも寛かん容ようで、久住が何を言っても許してくれる。「気になってちょっと覗いてみたんだ」と言えば、きっと怒らずに笑ってくれるはず。疾やましいことさえないのなら、きっと大だい丈じよう夫ぶ。

　そう決めてしまうともう我が慢まんが出来なかった。タクシーに乗って、高丘から名前を聞いていたパーティー会場の『ＴｒＵＳＨ』へと向かった。

　自宅からほんの三十分程度で着いてしまったその店は、まるでダンススタジオかなにかのような外観をしていた。外がい壁へきに取り付けられた巨きよ大だいな電光掲けい示じ板ばんが夜空に浮かび上がっている。

　出入り口から続々と人が入っていく様子に圧あつ倒とうされた。当然かもしれないが、入って行く客は全員男性だ。こぢんまりしたビル中のバーを想定していた久住の想像よりずっと規模が大きく、そして盛せい況きようであるようだった。

（人が足りないようなことを言っていたのに、ずいぶん人が入っているじゃないか）

　入り口を見ても、全然安心できない。それどころか、余計にもやもやが強まってしまった。

　こんなところでじりじりしているぐらいなら、中に入って高丘に直接確かめるか。いや、できれば本人には気づかれずに、中の様子が知りたい。高丘に何も後ろ暗いところがないようなら、久住がここに来ていることは気づかれない方が望ましい。

　久住は『ＴｒＵＳＨ』に入って行く男たちを見て、それから自分の着てきた服を眺ながめた。スーツをオーダーしている店で作ったジャケットにパンツ、仕立てのシャツ。着き心ごこ地ちがよく色味や素材が気に入ったものばかりだが、久住にも分かることが一つある。

　あの中に混ざったら浮うくことだけは確実だ。







　五分後、久住は『ＴｒＵＳＨ』にほど近いメンズセレクトショップに飛び込み、こう言っていた。

「上から下まで、服を見み繕つくろってほしい。私が私だと分からないぐらいに」

　五分袖そでＴシャツにストールを巻いた男性店員は、久住を頭のてっぺんからつま先まで眺めた。

「具体的に、何かイメージしてるコーデってありますか？　どこに行きたいとか」

「通りの先の『ＴｒＵＳＨ』という店に入りたいんだが、この服装では場違いだと思うので」

　話しているうちに冷や汗あせが流れてくる。閉店間ま際ぎわにやってきてゲイ向けのパーティーの会場へ行くための服が欲しいと言う、明らかにこの店のターゲットとは違ちがう客。自分がどんなふうに見えているのか考えたくもない。

「『ＴｒＵＳＨ』？　もしかして、これ？」

　店員はレジ横の壁かべに差してあるフライヤーを一枚撮とり、久住に手て渡わたした。

　店の名前と、さっき見たばかりのハコの写真が確かにある。だが久住は、ショーか何かを写したらしい、スポットライトを浴びた男の写真に度ど肝ぎもを抜ぬかれた。マッチョな男が肌はだを光らせ、カウボーイハットに革かわのベスト、ブーツとマイクロショートパンツしか身に着けていないという、久住には異様にしか思えない服装で踊おどっていたからだ。

「お客さん、イベント初めて？　実は主しゆ催さい者しや側にオレの知り合いもいるんだよ。シングルメインのパーティーらしいから、お客さんならきっといいお相手見つかるよ」

「お相手……」

　それでは、先さき程ほど会場に入って行くのを見た男たちは、みんな恋人を求めて参加しようとしているということなのか。頭の中にこれ以上ないというぐらい暗雲が垂れ込めてしまった。

　まさかとは思っていたが、高丘が久住抜きでここに来たがった理由はこれなのだろうか。おおっぴらにデートもできない相手に飽あきて、新しい出会いを求めている？

「今着てる服は似合ってるし質がよさそうだけど、確かにあそこでは浮くかもね。あの中でモテたいなら、ぴたＴとかランニングとかの体の線を見せるカジュアルの線が手て堅がたいと思うよ。見た感じ、何でも着こなせそうだけど」

　モテる必要は一いつ切さいない、と言うかはっきりと御ご免めんこうむりたい。久住は勢いよく頭かぶりを振ふった。

「いや、ただ目立たず浮かず、ぱっと見に私だと分からなければいいんだ」

「あ、そっか。お客さん、仕事カタそうだもんね。知り合いに会ったりすると気まずいか。変身願望？　そういうのも、腕うでが鳴るってか燃えるよね」

　勝手に何かを合が点てんした顔になり、瞳ひとみをきらめかせ始めた店員に不安を感じる。

「そんな心配そうな顔しないで。上から下まで変身してうまくイベントデビューできるよう、腕によりをかけて選ぶから」

　着せ替かえ人形のように次から次へと試着させられた後、決定したのは、ごく薄うす手での光こう沢たくのあるグレーのジャケットに黒いＴシャツ、色味の合ったデニムだった。

　黒の中なか折おれ帽ぼうに黒くろ縁ぶちの伊達だてメガネを着けた姿を鏡で見ると、自分じゃないようだ。

　普ふ段だん着ない素材やアイテムばかりの上、体にフィットし過ぎる感じが落ち着かない。特に、下着までローライズのものに穿はき替えさせられたのには参った。

「おかしくはないか？」

「完かん璧ぺき。すごく色っぽくなったよ。スタイルがいいから何でも映はえるね。ノーブルな容姿を生かして、このぐらいの綺き麗れいめコーデがいいと思う。けど、顔周りは隠さない方がモテると思うんだけどなあ」

　着てきた服は自宅へ宅配便で送ってもらうよう手配をした。

「これ持ってって。チケット値引きしてもらえるはずだから」

　店員から手渡されたフライヤーを持ち、店を出る。もう、後には引けない気分だった。







　セレクトショップの店員に持たされた紙し片へんには一筆書き添そえてあったらしく、奥から出てきた男が直接久住を中まで誘ゆう導どうしてくれた。

「藤ふじ尾おちゃんの知り合いからお金はもらえないわ。今日のお洋服も『ｄｅｓｉｒｅ』のでしょ。あたしもあの店にはお世話になってるの。こういうイベントは初めて？」

　オネエ言葉でよどみなく話しながら前を歩いているのは、筋肉質なボディに革のパンツ、シースルーのＴシャツという恰かつ好こうの金きん髪ぱつに髭ひげの男だ。いきなり異世界にワープしてしまったような衝しよう撃げきを受けた久住は、黙だまって頷うなずき返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「あら、初うい々ういしいわねえ。うちは客筋は悪くないけど、イベントだと興奮して荒あらっぽくなるのも出てくるから、絡からまれないようにね。そうだわ、ちょうどあなたみたいなタイプが好きっていう子が来てるのよ。あたしの友達なんだけど、紹しよう介かいしてあげる」

「いや、私は……」

　会場の中に一歩足を踏ふみ入れるやいなや、耳を聾ろうするほどの音に包まれ、七色のレーザーに目が眩くらんだ。

　小さな丸テーブルが点在するフロアの前方にはＤＪブースがあり、中央では踊る男たちがひしめきあっている。広い上に人が多く、何より暗い。これでは高丘を探すのは至難の業わざだろう。

　普ふ通つうのクラブにも無む縁えんだった久住には騒そう々ぞうしいばかりで、何より全員男という光景が想像以上に強きよう烈れつだった。店を入って三分で、もう後こう悔かいしている。

「あ、ほら。あそこにいるわ。若いしいい男でしょう。きいっちゃーん」

　金髪男が手を振る先に恋こい人びとの姿を見つけてぎょっとする。とっさに方向転てん換かんし、背の高い男が衝つい立たて代わりになりそうな人ごみに隠かくれた。

　金髪男は少しの間きょろきょろしていたが、久住の姿を見つけられないと、諦あきらめてその場を離はなれて行った。

（私はいったい何をやっているんだ）

　高丘の様子が知りたくて来たのに、隠れてしまった。でも、高丘の姿を見たら、わざわざこんなところまで来ている自分がストーカーみたいに思えて、怖こわくなってしまったのだ。普ふ段だん可愛かわいげのあるセリフ一つ言えないくせに、不安になって嗅かぎまわるような真似まねまでして、自分が高丘だったら引く。絶対に引く。

　頃ころ合あいを見て、高丘に見つからないうちに帰ろうと思っていると、すぐ近くにいた衝立……ではなく背の高い男に「独りで来てるの？」と話しかけられた。ランニングシャツから覗く肩かたや腕が黒光りするほど焼けている。

「は？……ああ、独りだが」

「姿勢が綺麗だから、入ってきた時から気になってたんだ。近くで見るとすごい美人だね。一いつ杯ぱいおごるよ。何がいい？」

「いや、私はもう帰ろうと思っているので」

　恋人が連れらしき男と一いつ緒しよにこちらへ移動してくるのが見えて焦あせる。逃にげようとしたが、色黒長身の男にやんわりと退路をふさがれる。

「そんな急がないで一杯だけつき合ってよ。ちょっと話をしたいだけだから。ね？」

（邪じや魔まをするな！）

　まごまごしているうちに、自分の後ろのテーブルに高丘が来てしまったので、動く機会を逃のがしてしまった。

「最近、きいっちゃんが店の方に全然来ないから、みんな心配してたんだよ。彼氏ができたからって、つき合い悪すぎ」

　背中に聞こえる、少し高いトーンの声。高丘の連れが話しかけているようだ。

「ごめん。でも、少しでも長く好きなひとと一緒にいたいんだよ」

　応こたえる高丘の声こわ色いろはいつも通り明るく温かい。

「彼氏は来てないんだし、今夜ぐらいちょっと羽目外したら。朔さく夜やさんが見失っちゃったっていう、きいっちゃん好みの綺麗系とかさ」

　何だと。高丘に浮うわ気きを勧すすめているのか？　冗じよう談だんじゃない。聞き捨てならない会話に、久住は耳をそばだてた。

「それは無理。今夜も朔夜さんに頼たのみ込まれて仕方なく来たけど、つき合ってるひとをちょっとでも不安にさせるようなこと、したくないんだ。第一、俺あのひとに夢中だから。他ほかのひとなんて全然考えられない。俺が好きで強ごう引いんに押して、無理やり恋人になってもらったひとなんだ。本当なら、俺なんかとつき合ったりするようなひとじゃないんだよ」

　久住は感動してしまった。恋人の声が、乾かわいた心にしみこむようだ。自分のいないところでそんな風に言ってくれて、嬉うれしい。誠実な恋人を疑った自分が恥はずかしい。

　高丘の真意さえ分かれば、ここに長居する意味はない。高丘に気付かれないように帰ろう。

「でもさあ、きいっちゃんの彼氏って元々ノンケなんでしょ？　お金持ちですごい美形だって言うしさ。そんなに入れ込んでて大だい丈じよう夫ぶ？　そういう男は女がほっとかないだろうし、いつか女の方に帰っちゃうよ」

「……それはそうかもしれないって思うけど。そういうことはそうなった時に考えるよ」

（そんなことはないぞ）

　久住は心の中で力強く否定した。今となっては女とも高丘以外の誰だれとも恋れん愛あいできる気がしない。この恋こいに入れ込んでのめり込んでいるのは久住の方も同じだ。

　面と向かって言うのは恥ずかしいし、調子に乗りやすい恋人がどこまで増長するのか不安なので、高丘に言うつもりはないけれど。

「で、あっちの方はどうなの。きいっちゃんは満足してるの？　高たか嶺ねの花タイプって奉ほう仕しされるのに慣れてるから、サービス精神ないイメージだけど。俺なんかはタチネコ入れ替わって貪どん欲よくにガツガツ行くのが好きなんで、どんなに美人でもベッドでマグロは勘かん弁べんかなあ」

　話が恋人同士の行こう為いにまで及およんだのを知って、かあっと顔が火ほ照てった。いくら友人にでも、二人だけの秘密にしていたいことを話してほしくない。

　自分はマグロだろうか？　そう言われればそんな気もする。体中に愛あい撫ぶを加えられるのはいつも自分の方で、挿そう入にゆうされると訳が分からなくなってしまって──。

「はい、フローズンマルガリータ。後ろが気になる？」

　いつの間にかドリンクを手に戻もどってきていた色黒長身が話しかけてきた。ああ、うるさい。高丘がどう答えたのか肝かん心じんの答えが聞こえなかったじゃないか。

「背の高い方がタイプ？　よしときなよ。ああいう体育会系でちょっと素そ朴ぼくな感じのイケメンは一番のモテ筋だから、相手には不自由してないだろ」

「モテ筋……」

「そう。あんたは美人だけど、ゲイよりは女受けしそうなタイプだよな。当てようか？　ゲイに目覚めたのはつい最近、若さだけで押していける時期もそろそろ終わりかけてるのに、女相手とは勝手も違ちがう。だからあんたは少々焦って今日ここに来た」

　改めて事実を突つき付けられた気分だった。カジュアルな服装の高丘はとても場に馴な染じんでいる。やはり、恋人はゲイの男から見てとても魅み力りよく的なのだ。

　高丘はどうして、セックスも下手へたなら可愛さの欠片かけらもない、年上のこんな自分を好きでいてくれるんだろう。愛されていることにあぐらをかいていたのは自分の方じゃないか。

「……ね。だから、いいだろ」

「ああ」

　久住は色黒がさっきから何か話しかけてくるのを右の耳から左の耳へと素す通どおりさせて、気のない相あい槌づちを打つ。うるさくて仕方ない。今は自分の考えに集中したいのに。

　色黒長身がぐっとかがみこんできたので、熱い息が耳にかかってぎょっとする。

「ここ、トイレとかでヤると出禁くらうんだ。二人になれるいいところ知ってるけど」

　同時に、男の手が久住の尻しり肉にくをつかんだので、気色の悪さに肌はだが毛け羽ば立った。

（何、を）

　遅おくればせながら自分が性的な事こと柄がらを誘さそわれているのだと気づいた。体中の血が逆流するような感じがして、カッと頭に血が上った。自分に触さわっていいのは高丘だけだ。

　久住は男の手をつかみひねりあげた。

「ひぃいいいいっ」

「汚きたない手をどけろ」

　騒さわがしい店内といえども男の悲鳴は思いがけず響ひびいて、周囲の喧けん騒そうが水を打ったように静まり返る。

「久住さん？」

　久住に気づいた高丘が、純じゆん粋すいな驚おどろきの表情を浮うかべてこちらを見ている。

「どうしてこんなところにいるの？」

　久住は希一に気づかれたことで頭が真っ白になって、男の手を離した。

「ちくしょう、そっちもその気だったくせに。このあばずれが！」

　男は久住の手から逃れると悪態をつき出したが、その言葉を聞いた途と端たんに高丘が男に飛び掛かかり、男の襟えり首くびをつかんだかと思うとやにわに頭ず突つきをくらわせる。

「ぐはあっ」

「友達のパーティーじゃなかったら、これじゃ済まさないところだ。二度とこのひとに構うな。俺の気が変わらないうちに失うせろっ」

　これがあの高丘かというぐらい凄味のある声で唸うなると、色黒長身の男は震ふるえあがり、後ろも見ずに逃げ帰って行った。高丘は平然としているが、ものすごい音だった。どれだけ石頭なのだろうか。

　男が消えると、輪になっていた観衆も興味を失い、喧騒は元に戻った。そこでやっと高丘が久住へと向き直った。

「何これ。久住さん、これってどういうこと？……まさか、浮気？　じゃないよね？」







　　　　◇




　手首に、まだ高丘の指の感かん触しよくが残っている。強い力で久住の手首をつかんでいた男は、店を出るとさすがに手て錠じようのような拘こう束そくを解いてくれたが、

『久住さんの家の方が近いから、着いたら話しましょう』

　と言った他は、タクシーの中でも一言も口をきかなかった。

　高丘が怒おこっている。久住が足あし蹴げにしようが怒ることのない男が、本気で怒っている。

　恐おそろしくなって、膝ひざから力が抜ぬけそうだった。足元が崩くずれて立っていられない気分だ。

　どうしてあの店に行ったりしたんだろう。高丘は久住しか見えないと言ってくれていたのに。

　恋というのはこんなきっかけで終わってしまうのかもしれないな……と絶望に暮れ始めた頃ころに、マンションに着いた。

　部屋に着くと、高丘は久住をソファに座らせた。相変わらず怖こわい顔だ。

「で？　久住さんが何であそこにいたのか、説明してもらいましょうか」

「近くを……近くまで行ったから……」

「こんな服まで着て？　別に、きっかけは好こう奇き心しんから行ってみたでもいいんですよ。俺が知りたいのは、どうして俺じゃなくナンパしてきた男と飲んでたのかってことです。正直に言ってください。久住さん、俺で男もいけるって味を占しめて、他のヤツも試ためしたくなったの？」

「酷ひどいことを言うな！　私が誰にでも君とするようなことを許すとでも思うのかっ」

　浮うわ気き心ごころからあそこに出かけたのだと疑われるのは、何よりも心外だ。

「君が、パーティーのことを内ない緒しよめかしているから不安になったんじゃないか。何か疾やましいことでもあるのかと思って……心配でたまらなくなって、それで……」

　口にしてみると自分のあまりの女め々めしさに死にたくなり、久住は頭を抱かかえてしまった。一人になって壁かべに頭を打ち付けたい。

「妬やいてくれたの？　俺が浮気でもすると思った？」

　高丘の声と表情が柔やわらかくなった。

「バカだなあ、久住さんは。俺が久住さん以外の男に見向きするはずないでしょう？　そんなこと、とっくに分かってると思ってた。俺が久住さんをあそこに来させたくなかったのは、今日みたいなことになると思ったからだよ。ああいうところに連れて行けばあっという間に虫がたかってくるのは分かりきってるんだ。自分がどんなに綺き麗れいな顔してるか知ってるでしょ。その上なにその恰かつ好こう。Ｔシャツなんか軽く乳ち首くびが浮いてるし、腰こしなんか浅くてぴたぴたで」

「そんなにこの服はおかしかったか？」

「似合ってるよ、似合いまくりだよ。エッチすぎてあの場で押し倒たおしたくなったよ！　久住さん、もっと自覚してよ。自分がどんなに魅力があるか、どんなに俺に愛されてるか」

「自覚がないのは君の方じゃないか。あの会場にはあんなに男と恋れん愛あいできる男がひしめいていた。君はその気になればいくらでも相手を見つけられるんだ。いつか君の目が覚めるんじゃないかと思うと、私は怖くて……」

　本音を告げた唇くちびるが震えると、心も体も震えが止まらなくなった。

「……死ぬほど怖いんだ……」

「久住さんに、そんな風に思ってもらってて、すごく嬉うれしい。怖いのはこっちだって同じだよ。久住さんは元々ノンケだし、いつ美女にかっさらわれるかっていつも戦せん々せん恐きよう々きようとしてるんだよ。その上男まで警けい戒かいしなきゃならなくなったら身がもたないよ。黙だまってけん制して心配かけた俺も悪かったけど、こんなに久住さんを愛してる俺のこと疑ったこと、反省して」

　頷うなずきながら、許された安あん堵どで涙なみだが出そうだった。口にしてみれば何でもないことで疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいった自分を本当に反省しようと思う。

「特に、他ほかの男にお尻しり触さわらせてたのは許せないな。お仕置き、するからね」

　恋こい人びとの声は甘すぎるほど甘いのに、久住はぞくりと身を震わせた。







「今夜は手加減しないから」と宣言された言葉には、いつもあれで手加減していたのかと恐きよう怖ふを感じたが、久住の背筋をおののかせているのは恐怖だけでもないようだった。

「すごい敏びん感かん。さっきの男に何か飲まされた？」

「なっ、何も飲んでな……ひぅ……っ！　あ、あん！」

　どこに触られても飛び上がるほど感じてしまう。お仕置き、と言った割に、男の手も舌も動きもたまらないぐらい優やさしい。

　舌先で散々弄もてあそばれた胸の先を、今は指で苛いじめられながら、臍へそから鼠そ蹊けい部ぶをねっとりと舐なめあげられると、つま先が丸まって、かかとが意味もなくシーツを蹴けってしまう。

「はっ……ああぁん、あぁっ……」

「うわ、我が慢まん汁じるでもうぬるぬる。でも、勝手にイッちゃダメだよ。俺がいいって言うまでダメ」

　あと少しで、久住は達することしか考えられなくなる。ねだって、すがって泣き濡ぬれて、イかせてくれと懇こん願がんすることになる。

　これではいつもと同じだ。溶とけるほど愛されてばかりいるのは、高丘の友人が言っていた『マグロ』だ。もっと高丘にも満足してほしい。自分が感じるのと同じぐらい、高丘のことも感じさせたい。

「私にも、させてくれ」

「え？　もしかして、久住さん俺に挿れたいの？……俺はずっとタチだったから正直抵てい抗こうあるけど、久住さんだって女のひと相手には挿れる方だったんだもんね。そうだよね……」

　見当外れなことを大おお真面目まじめに悩なやみ始めた恋人がおかしい。

「君の……を、その、口で……」

　はしたないことを口に出すのは恥はずかしく、脈打つほど耳が熱を持っている。

「えっ……。フェ、フェラしてくれんの？　だって、今までしたことないし、そんなこと嫌いやだろ？　久住さんは、無理しなくていいんだよ」

　高丘の頰ほおにもぱっと赤みが散った。自分はいくらでも久住に奉ほう仕しするくせに、自分がされるとなると久住を気き遣づかって、照れて遠えん慮りよをする高丘が愛いとおしい。

「嫌じゃない。それをしてもらうと、私はいつもとてもいいので、君にもしたいんだ」

　初うい々ういしいような恥ずかしげな表情が、何とも言えず可愛かわいくて、何でもしてやりたくなる。

　ベッドに腰こし掛かけた高丘の足元に座り、久住の口には大きすぎるようなものに恐る恐る唇を寄せた。いつも自分がしてもらって気持ちがよかった場所に舌を這はわせる。深く頰ほお張ばり、喉のどの奥を突つくほど出し入れすると苦しくて涙が滲にじむけれど、高丘が悦よろこぶなら我が慢まんできる。

　舌に先走りの味を感じる。高丘が自分のすることに感じてくれている証しよう拠こだ。高丘がどんな顔をしているのか見たくなって、くわえたまま目を上げると、真っ赤になった顔で久住の顔を凝ぎよう視ししている視線にぶつかった。口いっぱいに頰張ったみっともない顔をずっと観察されていたのかと思うと、羞しゆう恥ちで頰が燃えた。

「……っ、やばい、視覚的にも。その上目づかいは反則……」

　いつも自分を翻ほん弄ろうするばかりの恋人が、てのひらで口元を覆おおって快感に耐たえているようなのが、何だかすごく嬉しい。

　苦しかったはずの口こう淫いんがふっと楽になり、上口こう蓋がいを剛ごう直ちよくでなぞられるとぞくりとした。そう言えば、口の中は性感が強い場所だったといまさら思い出す。キスが好きな久住は、いつもキスだけで達しそうになるほどだ。口の中の粘ねん膜まくを固いもので擦こすられるたびに、ぞくぞくと震ふるえが走る。

「俺の舐めて、久住さんも気持ちよくなっちゃった？　すげえ勃たってるよ」

　高丘が足の指で久住の勃ぼつ起きしたモノを軽く踏ふんできた。そのままぐにぐにと刺し激げきを加えられる。

「あっ……悪戯いたずら、するな、できなく、なる」

　踏み潰つぶされるはずはないのに、想像したら怖くて、なのにますます射精感が募つのってくる。久住は自分の性器を痛いぐらいに握にぎりしめ、口での奉仕を再開しようとした。

「何やってんの？」

「こうしていないと出るから……」

「バカだな。そんなしたらアソコが痛いじゃないか。イッちゃダメってのはもっと気持ちよくなってもらうための遊びじゃないか。本気でそんなに我慢しなくていいんだよ。……おいで」

　ベッドに引き上げられ、シックスナインの体勢になる。互たがいのモノを愛あい撫ぶし合ったらテクニックにも経験にも勝まさる高丘相手では分が悪い。

　敏感になった亀き頭とうを舌先で責められ、同時に後孔こうこうに指を沈しずめられればもう、我慢ができるものではない。

「ダメだ、それされたら、もたないから……っ」

「いいよ、イって。イきたいだけイッていいんだよ」

　強きよう烈れつに吸い上げられながら、深い場所をかき混ぜられたらひとたまりもなかった。

「ああぁー！　ダメッ、だっ……、ひ、ああぁぁ！」

　陥かん落らくするまで一分ともたず、久住は高丘の口の中に思い切り放ってしまった。

「やっぱり久住さんの中でイきたい。後で洗ってあげるから、中で出してもいい？」

　焦じれているのは久住の方で、まだ整わない息の下で何度も頷いた。早くほしい、挿れてほしい。いっぱい慣らされたそこはもう、何か大きく確かなもので埋うめてもらいたいと収縮と弛し緩かんを繰くり返すほどになっている。

「今日は上になって？」

　騎き乗じよう位いは初めてだった。天てん井じようを向いた恋人の屹きつ立りつは筋を立ててすごく大きくなっていて、その上に腰を下ろすのは怖いぐらいだ。

　その部分だけは弾だん力りよくがある艶つややかな先せん端たんが、自分の敏感な窄つぼみへと触ふれると、ぞくぞくと戦せん慄りつが走った。そのままゆっくりと腰を落としていく。体が割さかれる瞬しゆん間かんの衝しよう撃げきにはまだ慣れないが、これがやがて自分を狂くるわせるほど悦ばせてくれると知っているから、息苦しいまでの充じゆう溢いつ感は、久住の中で既すでに快感へと書き換かえられている。

　尻しりを弾はずませるたびに、互いの皮ひ膚ふがぶつかり合って高い音が何度も爆ぜる。

　高丘は長いストロークでの抜ぬき差しが気持ちいいだろうと、必死で膝ひざを踏みしめて腰を振ふったが、強い刺激は諸もろ刃はの刃やいばとなって、すぐに体に力が入らなくなった。

　前に倒れてしまった体で高丘にしがみつき、上下の動きを前後の動きに変える。一番いい場所を探して自然に腰がうねり、細かく回しながらの摩ま擦さつが止められなくなった。

「あっ、ん、ふ！　あぁ、あっ……！」

　硬かたい腹で擦られたモノが、再び硬こう度どを取り戻もどしている。前も後ろもめちゃくちゃに擦り立たていると、また射精したくてたまらなくなるけれど、あと少しの刺激が足りなくてイくにイけない。

「激しいね、久住さん。攻せめられる感じもいいね。色っぽくて、ものすごく興奮する」

「たっ、高丘く……」

「イきたいの？　イかせてほしい？」

「イきたい、イ、きた……！」

　喉がひくひく鳴って、汗あせだか涙だか分からないもので顔がひどく濡れている。

　愛しいものがいったん抜かれただけで本気で泣きそうになった。ベッドの上であお向けられ、待ちわびたもので再び貫つらぬかれると、安堵のあまり本当に涙がこぼれた。

「でも、やっぱり俺は、俺の下で久住さんを泣かせたりよがらせたりするのが一番好きだな」

　やっぱりこうされるのがいい、気が触れそうに気持ちがいい。いつも通り、馴な染じんだもので激しく突かれながら、このまま死んでもいいとさえ思った。







「……腰こしが痛い」

「ごめんね。最後のあたりは俺も完全に飛んでたから」

　ごめんねで済むなら警察はいらない。

（くそ。散々好き放題しやがって）

　あの後もずっとベッドを出してもらえずに、夕食も食べず、ぶっ続けのタガが外れたようなセックスに翻弄された。イきすぎてもう何も出なくなり、射精をしないまま脳みそまで破は裂れつしそうな絶頂に、何度も放ほうり上げられた。

　お蔭かげで、一人ではベッドから出られないぐらい腰やいろいろなところが痛い。

（もう無理だってあんなに何度も言ったのに）

　思い出しただけで悔くやしくなるが、一番許せないのは、にへにへと目の前で笑っている鼻の下の伸のび切った幸せそうな顔だ。

「あー……。永久保存版の映像ストックが増えた。エロスイッチ入った久住さん、半はん端ぱないわ。今夜の映像だけで俺、百年ぐらい妄もう想そうの種に事欠かないわ……」

　頭の中だだ漏もれのつぶやきが恥ずかしすぎるし腹立たしすぎる。高丘を蹴ろうとしたが、股こ関かん節せつやあらぬ場所が痛んで叶かなわない。

「喉も痛い。頭も重い」

「泣いたし、いっぱい叫さけんでたしね」

　他人ひと事ごとみたいに言うから余計に腹が立つ。誰だれのせいかと言いたい。動けることになったらどうしてくれようと奥歯をギリギリ嚙かみしめる久住とは対照的に、高丘は至福の表情で朝食、いやもう時間的には昼食のトレーをベッドまで運んできた。

「キッチン借りたよ。無理させてごめんね。今日はドライブ無理になっちゃったけど、来週はきっと行こうね。あ、起きないでいいよ、食べさせてあげるから」

　あーん、とヨーグルトをすくったスプーンを口元に運んでくる男に何かきつい一言を浴びせてやりたいような気もしたが、犬なら尻尾しつぽを振りまくりという顔で目を輝かがやかせている恋こい人びとはやっぱり憎にくめない。こっ恥ぱずかしい「お口あーん」も、もしかして高丘の妄想の一つだったのだろうか。

　高丘のことは好きだけれど……すごく好きだけれど、恋人のアホさ加減に眩暈めまいがしたり、度を超こえたドスケベさに死ぬ目にあわされたりするたびに、人生これでいいのかと思う。ふと、壁かべの棚たなの上に座っているぴょんたと目が合った。

（私の選せん択たくは正しかったのだろうか。ぴょんたはどう思う？）

　棚のぴょんたはつぶらな目を瞠みはって、黙もくしているばかりだ。

　まあ、昨日からのあれこれは、元はと言えば自分のいらぬ疑いが招いたことではある。今日のところは許してやるかと、久住は差し出されるスプーンに向かって口を開けたのだった。







　あとがき




　こんにちは、夏乃穂足です。

　このたびは『ドＭとドＳと、ときどきウサギ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

『ドＭとドＳと、ときどきウサギ』は、ルビー文庫さんから出していただく二冊目の本になります。既き刊かんとはちょっとテイストの違ちがったライトなラブコメで、もしかしたらこれまでに拙せつ作さくをお読みいただいていた方の中には戸と惑まどわれた方もいらっしゃるかもしれません。

　発売前の現在、受け入れていただけるのかなあとかなりドキドキしております。




　この話が書き上がるまでを振ふり返かえってまず思うことは「プロットでは半はん端ぱなくぐるぐるしたなー」ということで、思い出しただけで少しばかり遠い目になります。

　構想を練っていた段階で、軽いタッチのラブコメにしようということは決まっていたのですが、具体的なアイディアでは二転三転（どころではなかったかもしれません……）してしまいました。その節は、担当さま編集部さまにはご迷めい惑わくと労力をおかけし、申し訳ありませんでした。

　当時「これだっ」と思って出したはずのネタを今思い返してみると、斜ななめ方向への飛ばしっぷりに悶もだえそうになります。今になってみると、尻しりとか、アレとか、コレとかにしなくてよかったんだろうなと思います。




　ともあれ、散々プロットでぐるぐるしたのが噓うそのように、いざ原げん稿こうを書き始めてみると実に書きやすい二人で、心から楽しんで執しつ筆ぴつすることができました。特に希一視点は書きやすくて、ページが許せばまだまだ書きたかったエピソードがたくさんあります。この二人のドタバタした日常なら、いつまででも書いていられる気がします。

　躾しつけのなっていないバカワンコ攻せめが大好きなもので、アホで妄もう想そうがちな希一は本当に書くのが愉ゆ快かいで仕方なかったです。ザ・ツンデレを書こうという意気込みで書き始めたはずの久住でしたが、書き上がってみるとツンデレというより、結構大人げない残念な人になってしまったような。

　脇わき役やくで気に入っているのは、女子の鬼隈先せん輩ぱいです。気の毒な扱あつかいだった江頭先輩の、やっぱり気の毒なその後を妄想しては楽しんでいます。

　ノリノリで書いていたせいか、下ネタ宴えん会かい芸の詳しよう細さいやら希一のエロ妄想やらを細かく書きすぎそうになり、軌き道どう修正していただいたのも今となっては懐なつかしいです。




　今回、挿さし絵えを担当してくださったのは、麻々原絵里依先生です。先生の描かかれるコミックや端たん麗れいなイラストに憧あこがれていましたので、挿絵についてのメールを受け取った時には我が目を疑ってしまいました。

　ちょうどこのあとがきを書いている少し前に、キャララフが到とう着ちやくしたところで、端たん正せいで麗うるわしい久住と颯さつ爽そうとしてかっこいい希一にうっとりしています。そして、何と言ってもぴょんたが可愛かわいい！　このぴょんたのぬいぐるみがほしい、と騒さわいでしまいました。

　本の形になってカバーや挿絵を拝見するのが、今一番の楽しみです。麻々原先生、お忙いそがしい中、本当にありがとうございました。




　本書にお力ちから添ぞえくださった全すべての方、どうもありがとうございました。

　特に今回、自分のへぼさ未熟さで多大なご迷惑をおかけした担当さまに、心からの感謝を申し上げたいです。担当さまの支えと情熱なくしては、決してこの本を出すことは叶かなわなかったと思います。

　夏にへろっていたわたしを見守り励はげましてくれた家族、お友達。いつもありがとう。

　最後になりましたが、あとがきにまでおつきあいくださいましてありがとうございました。少しでもお楽しみいただけたら嬉うれしいです。

　ではまた、どこかでお会いできることを祈いのっております。







　　平成二十四年　九月


夏乃　穂足　　
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